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一般国道9号(名和淀江道路)改築に係る埋蔵文化財発掘調査報告書第3分冊
『茶畑遺跡群 古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡』

正誤表

頁 行・図・表 誤箇所 正

3-5 図5 在端の等高線f56.50mJ 55.50m 
3-62 2行目 F7 F8 
3-67・68炭化材樹種一覧表 試料番号1fクリスもしくはダジイj クリもしくはスダジイ

3-72 表5 試料番号9 f茅・屋根」 丸太

3-73 図83 凡例「硬化した焼土を検出した範囲」 ヤ土ー層苗断癌面:留硬.化焼した土焼を土多を量検に出包し含たす範る囲層

3-80 図93 平面関および断面留の遺物ポイントfF9JF10 
3-85 図99 平面関および断面題の遺物ポイントfFllF12 
3-86 121子宮 F12 F13 
3-88 11行自 F13 F14 
3-95 表6 試料番号6r茅」 丸太
3-107 8行目 ~11行自 土坑9の記載 3-39pと重複のため記載削除
3-133 出土遺物観察表 桃核国版「空欄j 図版12
3-186 表1 竪穴住居22試料番号5、6 f茅・鹿按j 丸太か?
3-186 表1 竪穴4試料番号6r茅j 丸太

図版30 写真6 竪穴住居23・・断ち割り状況(東から) はとから)

抄録 ち茶ゃ畑iまた第けだ1い遺い跡せき ち茶ゃ畑j;J!f:ごす第三い1い遺せ跡き

3-168頁表 1 差し替え

鼠料
No 遺構名!掲載番号 庖位 器種 K!P  Rb Sr Zr 

1.11 日79



古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡』正誤表
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例 (第3分冊)

1.本書は、鳥取県教育文化財団が2002(平成14)年度、 2003(平成15)年度に実施した「一般国道9号(名

和淀江道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査」の調査報告書のうち、第3分冊「古櫛堂笹尾山遺跡、

古御堂新林遺跡」である。

2. 

3. 

第3分冊に収録した遺跡、の所在地は次の通りである O

古御堂笹尾山遺跡:西伯郡名和町大字古御堂字上笹尾836ほか

古御堂新林遺跡:西伯郡名和町大字古御堂字上前場653ほか

第4章および第5章の作成は、鳥取県教育文化財団職員 森本倫弘、小林桃子、

3分冊の編集は岡野が行った。文責は各項目の文末に記載している。

岡野雅則が行い、第

4.調査時点における遺跡の略号はKS A(古御堂笹尾山遺跡)、 K S B (古御堂新林遺跡)とし、遺構図面

への記載および遺物の注記に使用した。なお、現場で採取した図面・写真などのデータはすべて調査

時点での遺構番号を記載している。参照の際には下の遺構番号対照表をご覧いただきたい。

新!日遺構対照表

報告時遺構名 調査時遺構名
土坑6 SK6 

i| 報竪告穴時住遺居構2名8 
調査時遺構名
S120 

報告
竪穴住居l S130 
竪穴住居2a S131 竪穴住居29 SIl9 土坑7 SK25 
竪穴住居2b S138 竪穴住成30 S144 土坑8 SK23 
竪穴住居3 S132 竪穴住居31 S141 土坑9 SK29 
竪穴住居4 S128 竪穴住居32 S140 土坑10 SK35 
竪穴住居5 SIlO 竪穴l S142 土坑11 SK34 

土坑12 SK32 
土坑13 SK31 

竪穴住活33 S125 
竪穴住居34 S121 

竪穴住居6 S122 
S123 

竪穴住居7 SK5 竪穴2 S146 土坑14 SK18 
竪穴住居8 S129 竪穴3 S143 土坑15 SK19 
竪穴住居9 S139 竪穴4 S19 土坑16 SK3 
竪穴住居10 S14 竪穴5 S16 土坑17 SK11 
竪穴住居11 SIl5 竪穴6 SK2 土坑18 SK22 
竪穴住居12 S136 竪穴7 SK4 土坑19 SK7 
竪穴住居13 SIl6 竪穴8 SKl 土坑20 SK13 
竪穴住居14 SIl4 抱立柱建物l SB5 土坑21 SK10 
竪穴住居15 SI1 掘立柱建物2 SB2 土坑22 SK15 
竪穴住居16 S12 強立柱建物3 SB3 土坑23 SK12 
竪穴住居17 SIl8 掘立柱建物4 SB4 土坑24 SK14 
竪穴住居18 S124 掘立柱建物5 SB6 土坑25 SK21 
竪穴住居19a S13 擁立柱建物6 SB9 土坑26 SK20 
竪穴住居19b S127 擁立柱建物7 SB8 土坑27 SK24 
竪穴住居20 SIl3 掘立柱建物8 土坑28 SK27 
竪穴住居21 S15 掘立柱建物9 SBl 土坑29 SK28 
竪穴住居22 S17 掘立柱建物10 SB7 土坑30 SK30 
竪穴住居23 SIl2 土筑l SK33 土坑31 SK26 
竪穴住居24 SIl7 土坑2 SK9 土坑32 SK36 
竪穴住居25 S126 土坑3 SK8 溝1 SDl 
竪穴住居26 S18 土坑4 SK16 
竪穴住居27 SIl1 土坑5 SK17 



凡例

1.第3分冊は、以下の縮尺を基本としておもな遺構、遺物の図面を掲載した。第 1分冊、第2分冊とは

一部が異なるので留意されたい。

遺構図: 竪穴住居 1/60 掘立柱建物 1/60 土坑 1/30 遺構全体図 1/300 

遺物実測図: 土器 1/4 石器 1/1、1/3、1/4 鉄製品 1/2 

2.遺構ならびに遺物の時期比定については下の編年対照表のうち、網掛けで表示したものを参考に行っ

ている O その表記は、例えば後期前葉というように表中の時期区分にしたがっている O

弥
生
時
代

註

(1)頑固竜彦 2000 I山陰地方における弥生文化成立期の様相Jr弥生文化の成立』第47回埋蔵文化財研
究集会発表要旨埋蔵文化財研究会

( 2 )辻信宏 1999 I弥生時代中期中~後葉の土器についてJr茶畑山道遺跡発掘調査報告書』名和町教
育委員会

( 3 )嵐田竜彦 2003 I大山北麓地域における弥生時代後期土器の編年Jr史跡妻木晩田遺跡第4次発掘調
査報告書j

( 4 )清水真一 1992 I因幡・伯香地域Jr弥生土器の様式と編年(山陽・山陰編H
( 5 )松井 潔 1997 I東の土器、南の土器 山陰東部における弥生時代後期中葉~古墳時代初頭の非在

地系土器の動態Jr古代吉備』第19集
( 6 )牧本哲雄 1994 I第1節 土器編年についてJr南谷大山遺跡E、南谷29号墳j鳥取県教育文化財団
(7)牧本哲雄 1999 I古墳時代の土器についてJr長瀬高浜遺跡珊、圏第6遺跡j鳥取県教育文化財団
( 8 )岡野雅則 2004 I古墳時代中期後葉から後期の土器について」本書3-198p ~3-204 p 



第3分冊目次
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査

第1節調査の概要 (岡野)

1.調査の経過と方法 3 -1 

2.調査地の地形と層序 3 -2 

3.遺構の概要 3 -5 

第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査 (森本・小林・岡野) 3 -6 

第3節 古墳時代中期から後期の調査 (森本・小林・岡野) 3 -44 

第4節 その他の時期の遺構と遺物 (森本・小林) 3 -102 

第5節 古御堂笹尾山遺跡の集落変選 (岡野) 3 -117 

出土遺物観察表 3 -120 

第5章 古御堂新林遺跡の調査

第1節調査の経過と方法 (岡野) 3 -135 

第2節調査地内の堆積 (岡野)

第3節遺構の概要 (岡野)

第4節 弥生時代後期から終末期の調査 (岡野) 3 -140 

第5節 時期不明の遺構および包含層の調査 (岡野) 3 -147 

出土遺物観察表 155 

第6章 特論
第1節 茶畑第 1遺跡掘立柱建物 3の復原設計 浅JIIi:諾男 3 -158 

第2節 押平尾無・古御堂笹尾山・茶畑第 I遺跡出土土器 白石純 3 -166 

第3節 鳥取県名和町茶畑第 1遺跡出土鉄片の金属学的解析 佐々木稔 3 -176 

第4節 古御堂笹尾山遺跡焼失住居跡から出土した炭化材の樹種 古川郁夫 3 -181 

第5節 古御堂新林遺跡・茶畑第 1遺跡・押平尾無遺跡における出土炭化材の樹種

ハ。リノサーウやェイ 3 -187 

第6節 竪穴住居床面にみられる斜坑状のピットについて 森本倫弘 3 -192 

第7節 弥生時代遺構出土桃核についての一考察 小林桃子 3 -195 

第8節 古墳時代中期から後期の土器について 岡野雅則 3 -198 

第7章 まとめ

茶畑遺跡群の集落変遷について 中森祥 3 -205 

岡野雅則

図版





挿図目次

第4章古御堂笹尾山遺跡

図I 調査地位置図

図2 調査地基本層序図

図3 集落遺構概念図

図4 調査区土層断面図

図5 調査前の地形

図6 竪穴住居 1 (1) 

図7 遺構全体図(弥生時代後期~古墳時代前期)

図8 竪穴住居 1 (2) 

図9 竪穴住居1出土遺物

図10竪穴住居2
図11竪穴住居2遺物出土状況図

図12竪穴住居2出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図13竪穴住居2出土遺物(2) 石器

図14竪穴住居3

図15竪穴住居3出土遺物

図16竪穴住居4
図17竪穴住居5

図18竪穴住居5出土遺物

図19竪穴住居 6

図20竪穴住居6出土遺物

図21 竪穴住居7

図22竪穴住居8

図23竪穴住居8出土遺物

図24竪穴住居9

図25竪穴住居9出土遺物

図26竪穴住居10(1) 

図27竪穴住居10(2) 

図28竪穴住居10出土遺物(1)

図29竪穴住居10出土遺物(2) ①層出土遺物

図30竪穴住居11

図31 竪穴住居11遺物出土状況

図32竪穴住居11出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図33竪穴住居11出土遺物(2) 埋土中出土遺物

図34竪穴住居12

図35竪穴住居12出土遺物

図36掘立柱建物 1

図37掘立柱建物2
図38掘立柱建物 3

図39掘立柱建物 4

図40掘立柱建物 5

図41掘立柱建物 6

図42掘立柱建物 6出土遺物

図43掘立柱建物 7

図44掘立柱建物8および出土遺物

図45土坑 I

図46土坑5および出土遺物
図47土坑8

図48土坑9および出土遺物

図49溝 Iおよび出土遺物

図50 ピット出土遺物(1)

図51遺構全体図(古墳時代中期~後期)

図52竪穴住居13

図53竪穴住居13出土遺物

図54竪穴住居14

図55竪穴住居14出土遺物 床面直上出土遺物

図56竪穴住居15

図57竪穴住居15遺物出土状況図

図58竪穴住居15出土遺物(1) ①層出土遺物

図59竪穴住居15出土遺物(2) 床面直上出土遺物

図60竪穴住居16

図61竪穴住居16出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図62竪穴住居16出土遺物(2) 埋土中出土遺物

図63竪穴住居16出土遺物(3) ①層出土遺物

図64竪穴住居17・18

図65竪穴住居17・18出土遺物

図66竪穴住居19b(1) 

図67竪穴住居19b(2) 

図68竪穴住居19a 

図69竪穴住居19出土遺物

図70竪穴住居20出土遺物

図71竪穴住居20

図72竪穴住居21出土遺物

図73竪穴住居21

図74竪穴住居22

図75竪穴住居22炭化材出土状況図
図76炭化材出土状況図

図77竪穴住居22出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図78竪穴住居22床面遺物出土状況図

図79竪穴住居22出土遺物(2) 覆土中出土遺物

図80竪穴住居22出土遺物(2) 覆土中出土遺物

図81 竪穴住居23

図82竪穴住居23出土遺物

図83竪穴住居23炭化材出土状況図および土層断面図

図84竪穴住居23炭化材出土状況図

図85竪穴住居24

図86竪穴住居24出土遺物(1) 床面直上

図87竪穴住居24出土遺物(2) ①層出土遺物

図88竪穴住居24出土遺物(3) 覆土中出土遺物

図的竪穴住居25

図90竪穴住居25出土遺物

図91 竪穴住居26

図92竪穴住居26出土遺物

図93竪穴住居27(1) 

図94竪穴住居27(2) 

図95竪穴住居27出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図96竪穴住居27出土遺物(2) ④層出土遺物

図97竪穴住居27出土遺物(3) ①~③層出土遺物

図98竪穴住居27出土遺物(4)

図的竪穴住居28

図100竪穴住居28出土遺物



図101竪穴住居29

図102竪穴住居29出土遺物
図103竪穴住居30・31および出土遺物

図104竪穴住居32・竪穴1

図105竪穴住居32・竪穴 1出土遺物

図106竪穴住居33・34

図107竪穴住居33・34出土遺物

図108竪穴2
図109竪穴3

図110竪穴3出土遺物

図111竪穴4

図112竪穴4遺物出土状況図

図113竪穴4炭化材出土状況図

図114竪穴4出土遺物(1) 床面直上出土遺物

図115竪穴4出土遺物(2) ②・③層出土遺物

図116竪穴4出土遺物(3) ①層出土遺物

図117竪穴4出土遺物(4) ①麗出土遺物

図118竪穴5

図119竪穴5出土遺物

図120竪穴6
図121竪穴7

第5章古御堂新林遺跡
図 1 調査地基本層序図

図 2 遺構全体図

図3 調査地土層断面図

図4 調査前の地形

図 5 竪穴住居 l出土遺物

図 6 竪穴住居1
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第4章古御堂笹尾曲遺跡の調査

第 1節調査の概要

1 .調査の経過と方法

第1節調査の概要

古御堂笹尾山遺跡は、名和町教育委員会による試掘調査により確認された遺跡である。弥生時代か

ら古墳時代に該当する住居跡や遺物が出土し、本調査において集落遺構の存在が予察された。

調査期間は、調査区の拡張等の原因により次の 3固にわけで調査した。平成14年10月1日~同15年

3月13日、平成15年 4月23日~同 5月30日、平成15年 7月1日~同 7月31日であるO 調査面積は4660

dであるO

調査は、調査地を縦横断する数本のサブトレンチを設定し、これにより便宜的にA~Q までのグリ

ッドを設定し、包含層遺物の取り上げなどの基準とした。遺構面は 2面確認した。 n層上面(第一遺
構面)において古墳時代中期から後期の集落跡、 rn.w層上面(第二遺構面)において弥生時代後期から

古墳時代前期集落跡ほかの調査を行った。古墳時代中期後葉から後期後葉にかけての竪穴住居跡21棟、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡13棟のほか掘立柱建物跡、土坑などを調査した。

遺構からのデータ収集に努めたが調査期間との関係上、土坑の土層断面、焼失住居の焼土検出状況な

ど一部の図面記録は採取できなかった。竪穴住居覆土中の遺物は層位確認を重視し層ごとに一括して

図1 調査地位置図
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査

出土遺物の整理、報告書の作成は、現

場開始と同時に着手し、平成16年3月末

までおこなった。報告に際して、主柱穴

がなく住居としての機能が想定しがたい

住居状の遺構については竪穴として報告

した O 住居外のピットは、すべて第二遺

構面で検出した。これらは出土遺物や調

査地内の遺構埋土の色調からみて、暗褐

色土系統の埋土のピットを古墳時代中期

から後期、淡い褐色土系統の埋土をもっ

。
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図2 調査地基本層序回

ピットを弥生時代から古墳時代前期に比定し、遺構図面上で他の遺構と合成した。

2.調査地の地形と層序

遺跡が立地する大山北麓域は、北に向かい緩やかに傾斜する火山裾野面であるが、これを大小の河

川が開削し幾筋もの谷とi幅の狭い台地をなしているO 遺跡の立地する台地は、北東から南西方向にの

び、 20~60m前後の幅をもっO 調査地付近で、は約60m と幅広になる O 調査着手前は植林が行われてい
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図3 集落遺構概念図
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た。調査地内の堆積は I~V層に分かれる o 1層は台地の両端部付近を除く調査地全面に分布する。

厚さ 5~lOcm前後で、あり近世の遺物を含む。植林地開拓の際の整地によるものと考えられる o II層は

調査地ほほ全面に堆積し、 5~15cm程度の厚さである O 上面では古墳時代中期末から後期の遺構を検

出した。 E層には少量の遺物を包含するが、堆積時期を限定することはできなかった。調査地南東側

ではE層が削平されているため、 E層直下にN層が堆積する。 E層またはN層上面で弥生時代後期か

ら古墳時代前期の遺構を検出した。町麿は明黄褐色のシルト層であり AT層と思われる O 確認した限

り III~V層には遺構、遺物を包含しないため、 E層上面で最終遺構面と判断した。

3.遺構の概要

弥生時代後期から古墳時代後期にかけて断続的に営まれる集落遺跡である O 弥生時代後期後葉から

古墳時代前期の竪穴住居跡12棟、古墳時代中期後葉から後期後葉の竪穴住居跡22棟、竪穴状遺構8棟
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査
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図6 竪穴住居 1 (1) 

のほか掘立柱建物跡10棟、落し穴状土坑などを検出した。古墳時代前期後葉から中期中葉までは断絶

するO

弥生時代後期後葉の住居跡のうち、テラス状をなす竪穴住居 6からは、板状鉄斧、袋状鉄斧が出土

した。弥生時代終末期から古墳時代前期初頭にかけての住居跡のうち、竪穴住居10は床面積33.4rrl、

平面六角形の比較的大型の住居跡である。掘立柱建物跡3からは桃核が出土した。古墳時代中期後葉

から後期の住居跡のうち、竪穴住居22・23は焼失住居であり多量の炭化材・焼土が出土した。竪穴住

居32からは鋳造鉄斧が出土した。竪穴住居27、竪穴4からは短期間に投棄されたとみられる一括性の

高い土器が出土した。
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査

第 2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

1 .概要

弥生時代後期後葉の竪穴住居跡 5棟、終末期から古墳時代前期中葉の竪穴住居跡 5棟、弥生時代後

期から古墳時代前期とみられる掘立柱建物跡8棟を検出した。調査地中央付近には住居跡は分布せず

掘立柱建物跡がみられる。弥生時代終末期の竪穴住居 6は平面六角形、床面積約33.4rrlの大型住居で

ある。竪穴住居6はテラス状を呈し、覆土中から板状鉄斧、袋状鉄斧が出土した。
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図9 竪穴住居 1出土遺物
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竪穴住居2a(貼床除去後)

竪穴住居2bピット計測表

長径×媛 深さ 床面の高
土色・備考PNo. 

径 (cm) さ (m)

55.23 
灰褐色ゴ二

P6 27X26 5 (NRヨ滋、炭混)

55.13 
灰褐色土

P7 28X22 20 
(NIllli.昆、炭j昆)

55.29 
灰褐色ゴニ

P8 30X26 5 (NRヨ滋、 炭1昆)

55.13 
灰褐色土

P9 30X20 12 (NRヨiJt、炭i昆)

①にぷい褐色土 (N隠混、炭混)
②灰褐色土(明褐色土・明黄褐色土混、炭混)
③lこぶい褐色土(プロック)
③にぶい褐色土 (N厨混、炭混)
⑤にぶい褐色土(百周1見、炭混)
⑤にぶい褐色土 (N腐j見、炭混)

⑦にぶい褐色土 (NRヨiJe、炭混)
⑧灰褐色土 (Nlllli昆、炭混)
⑨暗灰褐色土 (N層混、炭i見)
⑬にぶい褐色土

⑪にぶい褐色土(やや暗い)

⑫Lこぶい褐色土 (N層1見、炭混)
⑬にぶい褐色土(貼床、しまる、炭混)
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竪穴住居2遺物出土状況図図11

2.遺構の調査

(図 6・8・9、図版2・3・45・64・65)

調査地北西端に位置する。住居全体の約1/2を調査した。貼床があること、周壁溝が貼床の下から

竪穴住居 1

も検出されたことから住居が2時期にわたって使用されたと考えられる。貼床下に検出された古い住

居跡を 1a、最終段階の住居跡を 1bとする。

1 aの平面形は、隅丸方形と推定される。検出面から床面まで、は南西側で、60cmで、 E層(明褐色士)

P 1・P2が切り合うことから建替えが想定されるO 主柱穴

は P1~P3 ・ P 6が想定されるO 床面からは被熱し硬化した部分が3カ所検出された。周壁溝から

を床面とするO 周壁溝は 3本検出され、

壷口縁部の破片 1が出土した。

竪穴住居 1bの平面形は隅丸の多角形と推測される。

9 . P 10・P13と考えられ、住居のほほ中央付近に検出されたP5は1aを再使用したものと想定さ

1 aに貼床を施して床面とするO 主柱穴はP

P 5から溝が東に向かい延びるO 溝の底面レベルはP5側がわずかに高い。 溝周辺の床面から

1 bの床面上では聾口縁部片 2のほか石器S1、ほぼ

完形の錨F1が出土した。出土土器から、弥生時代後期後葉に廃絶した遺構とみられる。

れる O

は炭化物が検出された。また、床面では3ヶ所から被熱し硬化した部分が検出された。住居覆土は周

壁から中央に向かい緩やかな傾斜で堆積する。

(小林)

(図1O~13、図版 2 ・ 3 ) 

調査地北西側に位置する。北側は竪穴住居13に切られる。建替えもしくは拡張が行われているO 古

い段階の住居を竪穴住居 2a、最終段階を竪穴住居 2bとする O

竪穴住居 2aの平面形は隅丸方形を呈し、床面での長軸は3.54m、短軸は3.44m、床面積は約8.7ば

である O 床面に幅約12cm、深さ約 6cmの周壁溝を検出した。

竪穴住居2bの平面形はやや不整な円形を呈する O 床面での長軸は4.46m、短軸4.44m、床面積は

竪穴住居2

約14.2ばである。側壁の高さは南東側で、75cmで、ある。幅15cm、深さ 5cmの周壁溝が全周する O 主柱穴

3-12 



第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

事墨ときd

号杢三
14 

24 
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25 
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赤彩 1:4 IO叩

図12 竪穴住居2出土遺物 (1) 床面直上出土遺物

と考えられるのは P1~4 で、 2 aの柱穴を再使用している O 住居中央部のP5周辺には被熱した硬

化面と、床面に薄く広がる炭化物を検出した。 P2からP5にのびる深さが約 2cmの浅い講を検出し

た。住居覆土は弓なり状の堆積が窺われるが、 E層.w層の地山ブロックが多く混入する O
床面直上からは聾16が出土した。 P5周辺の床面およびP5埋土中から喋S3、S5、土器17・20・

32が出土し、 P5の下層(⑬層)から方形の喋 (40cmx 22cm X 9 cm)の離が出土した。表面に使用痕は

観察できない。この離の直上で口縁部が完存する蓋24が出土した。 P5東側の③層からも扇平な喋

(26cm X 20cm X 6.5cm)の礁が出土した。表裏に若干の敵打痕が窺える O ③層および周辺の床面直上か

らの小型の喋11個(長袖12cm、短袖 9cm前後)が出土した。うち使用痕がみられる翫石S3・S5を

3-13 
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巴董3

-jl 
」ノ

豆量三

S5 

/一¥¥、

(/麟:¥Jロ羽
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/ ベ土:/// 

S3 

口S6
図13 竪穴住居2出土遺物 (2) 石器

/¥  

c 
cコ

。 1:3 IOcrn 

砥面

敵打痕

図化した。 P5検出面直上で高杯31が出土した。埋土中および検出面からまとまって出土する状況か

らみて、住居を放棄する際にP5を土器・石器などで埋めた可能性が考えられる。住居覆土中より小

型査の体部片28、器台30、石斧S4などが出土した。出土遺物より、弥生時代後期後葉に廃絶した住

居であろう。 (森本)

竪穴住居3 (図14・15、図版4・5) 

調査地東側、台地平坦面上に位置する O 平面形は隅丸方形を呈し、床面での長軸は4.12m、短軸は

3.84m、床面積は約13.4ばである O 側壁の高さは最も残存する南東側で、56cmである。主柱穴と考えら

れるのは P1~4 で、住居中央部には P 5を検出した。平面は隅丸方形を呈し、ニ段に掘り込まれる。

P 5周辺には被熱して硬化した床面と、床面直上に薄く広がる炭化物を検出した。住居覆土は弓なり

状の堆積が窺われるが、 E層 .w層の地山ブロックが多く混入する O

遺物はP5⑦膚より蓋40が出土し、床面直上からは、台石または石皿とみられる S7が出土した。

また、住居覆土中より口縁部に浮文を施した査44などが出土した。

3 -14 
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56.70m 

C C' 

C 

D' 

A' 

56.20m 56.20m 56.40m 
E P5 E' G P4 G' F F 

床面被熱範囲

床面炭化物分布範囲

・60 2m 

①にぶい褐色土(暗い、 E層 'N層j昆、炭i昆)
②にぶい褐色土 (ill層・ N厨混、炭混)
③にぶい褐色土(やや明るい、 E厨.N層混、炭混)
③にぶい褐色土(暗い、 E層・ N層j昆、炭混)
⑤にぶい褐色土 (ill層 'N層混、炭混)
⑤炭化物
⑦B音褐色粘質土 (N周1見、炭混)
③E音褐色粘iIi土 (NJ冨混)
③u部島色宇占質土(明るい、 N層j昆)
⑬日音褐色粘質土(暗い、 N周j昆、炭混)
⑬H吾褐色土(明るい)
⑫灰褐色土 (ill層 'N層混、炭i昆)
⑬碗褐色土 (ill厨)
⑬明黄褐色土 (N層)

図14 竪穴住居3

出土した土器から判断して、弥生時代後期後葉に放棄された遺構と考えられる。 (森本)

竪穴住居4 (図16、図版4・5) 

調査地南東側に位置する。床面での主軸は約5.1mのいびつな隅丸方形を呈する。床面積は約20.9ば

である。検出面から床面までの深さは最も残存する北西側で、40cmで、あり、基本層序町層(明黄褐色土)

を床面とする。床面周囲には幅約10cmの周壁溝が全周する。主柱穴はP1.P2.P4・P5で、住

居中央部分にはP6がある。平面形は方形を呈し、底面部にはわずかに凹凸がある。 P6周辺の床面

5カ所で被熱した硬化面が検出された。住居覆土はほぼ水平に堆積しており、地山ブロックを多量に

含むことから住居を放棄した後人為的に埋め戻された可能性が考えられる。床面直上から土器小片が

出土したが、図化できない。覆土中からは弥生時代後期の蓋口縁部が出土している。覆土中出土遺物

や、隅丸方形の平面形からみて、弥生時代後期前後に廃絶したと想定される。(小林)

竪穴住居5 (図17、図版5) 

調査地南西側に位置する。平面隅丸方形の竪穴住居跡である。床面で、は一辺4.3m前後の規模が想定

される。床面の標高は56.lmで、ある。西側の大半は竪穴住居27に切られており床面は残存しない。

3 -15 
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第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

¥/FGミミ長ζ住居21

'If庶撃⑫竪穴住居7

A 

57，OOm 
A 

57.00m 
B 

57.00m 
C 

川必!?

P5 

P4 

B' 
P1 

c' 

P2 

図16 竪穴住居4
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56.50m 望星空n
D D' E J Ef 

B' 

A' 

56.50m 

G 

56.50m 

G' 

J P6 J' 

床面被熱範囲

A' 

①にぶい褐色土(ややしまる、 1-2 cm大の困層ブ

ロック1昆)
②iこぶい褐色土(ややしまる、 3-5cm大の炭i見、
5聞の困層ブロック混)

③炭褐色土(ややしまる、 2-5剛大の炭混)

③明褐色土 (111層)

⑤明貧褐色土 (N周)

⑤明褐色土(しまる、国間ブロック混)

⑦明褐色土(炭少量混)

③にぶい褐色土(炭少f五千昆)
⑤にぶい褐色土(しまる、炭混)

⑬にぷい褐色土(しまる、 III.N盾プロック混、暗

褐色土少量I見、炭i昆)
⑪にぷい褐色土(しまる、 III.N屑プロック少量混、

炭混)

⑫にぷい褐色土 (111'Nl習ブロックj見、炭少量j昆)
⑬H音褐色土 (111'Nl百ブロック混、炭i昆)
⑬暗褐色土 (N!i9プロック多量混、困層プロック少
量混、炭少量混)

⑬暗褐色土 (111'N層j昆、炭少量j昆)

1:60 図
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

/ 
τ ⑧ 

G 
!T;:I 
P5 

。
P3 

56.50m 
C 

P4 P1 

56.50m 
D D' 

図17 竪穴住居5

) ~ 3 
51 

、、、、

A' 

凶

E
2
.
2
 

関範凱山被面床

P5 

c' 56.50m 
A A' 

①灰褐色土(ややしまる、炭混)

②やや明るい褐色土(しまる、 N層プロック混)
③やや明るい褐色土(しまる、②よりやや明るい、炭混)

④やや明るい灰褐色土(しまる、賞褐色土プロック混、炭混)

⑤やや明るい褐灰色土(ややしまる)

⑥灰褐色土(しまる、炭混)

(i褐灰色土(しまる)
③褐灰色土(しまる、皿溺j昆)

①褐灰色土(しまる、皿層プロック多量混)

⑬灰褐色土(ややゆるい、炭i見)
⑪灰褐色土(ゆるい、皿厨プロックi昆、炭混)
⑫にぷい褐色土(炭少量j昆)

⑬灰褐色土(⑬より暗い、 E層ブロック混、炭混)
⑬灰褐色土(⑬より暗い、粘質あり、炭混)

d 
、以

52 1:4 l~cm 

図18 竪穴住居5出土遺物
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56.80m 
A 

57.20m 
B 

57. 20m 

C 

① にぶい褐色土

② 暗褐色土(I層プロック混、炭混)

③ーIにぶい褐色土(困層プロック混)

③-2にぶい褐色土 (ill層土プロック混、 1cm程度の炭混)

④ー1明褐色土 (N厨プロックj見)

④一2明褐色土 (N層プロック混、炭少量j昆)

⑤ 褐灰色土(しま9あり、粘質あり)
⑥ 明るい褐灰色土(もろい)

⑦ 明赤褐色土 (VI層)

③一Iにぶい褐色土(しまる、 E層多量に混)
③-2にぷい褐色土 (ill層混、炭少量混)

⑨-1にぶい褐色土(しまる、皿厨プロック混、炭混)

①一2にぶい褐色土(しまる、皿層プロック少量混、炭混)

⑨-3にぶい褐色土(皿層少量混)

⑬ 明褐色土(皿層)

⑪ 明黄褐色土 (N屑)

図19
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P4 
P5 
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Pll 
P12 
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P20 
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竪穴住居6
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2 

竪穴住居7ピット計測表

2奈さ 底jHjの擦高 土色・備考
(立自) (m) 

32 55.99 にぶい褐色土
4 56.20 にぷい褐色土
14 56.14 にぶい褐色土
21 56.00 にぷい褐色土
18 56.03 にぷい褐色土
13 56.30 にぷい褐色こt(炭j見)
18 56.07 にぷい褐色土 (ill溺混)

15 56.16 にぶい褐色こt
17 56.07 にぷい褐色土(匝溺・炭混)
6 56.15 にぷい褐色土 (uブロック・炭混)
17 56.05 にぶい褐色土

8 56.14 にぷい褐色土(炭i晃)
4 56.20 にぷい掲色土(炭i見・皿層少愛混)
17 56.15 にぷい褐色土
53 55.68 にぷい褐色土 (ill溺少量j晃・炭1晃)

40 55.75 にぶい褐色こt(U・炭j見)
32 55.93 にぷい褐色土 」
11 56.08 にぷい褐色土
58 55.22 にぶい褐色土
12 55.742 にぶい褐f主主
10 55.775 にぷい褐色こt
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第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

P1~P4 が主柱穴とみられる。 P 1南側床面で若干

の焼土面を検出した。覆土には町層、 V層ブロックが 工一

混入する。

床面直上から遺物は出土していない。埋土中から出

土した数点の土器からみて弥生時代後期後葉に廃絶し

た遺構と考えられる。(岡野)

竪穴住居 6 (図19・20、図版6・?)

調査地南側、台地の縁辺部に位置する。緩斜面をテ

ラス状に掘削している。北西一南東方向の床面は9.2m

である。側壁の高さは最大35cmで、 VI層(明赤褐色土)

を床面とする。床面積は53rriに達する。側壁の傾斜は
56.00m 

緩慢である。側壁直下で周壁溝が部分的に検出されが、 百一

この内側でも一部で溝を検出しており、拡張された可

能性がある。ピットは26個検出した。そのうちP1 ~ 

/ 

撹乱

B' 

床面炭化物分布範囲

床面被熱範囲

③ A' 

55.60m 

C ④ c' 

3 、およびP14 ， P19は2.1m~2.2mの間隅で配列して(
①にぶい褐色土 (ID層ブロック・褐色ブロック混、炭混)

おり上屋構造の支柱と考えられる。北西側では本遺構g;::::Z22242li炭混)
に伴うピットは検出されていない。斜面側にはピット④灰褐色土

⑤灰褐色土(④よ
(P 24~ P 26)が検出されており、床面が斜面側に広が⑥にぶい褐色土(明褐色土プロック・褐色ブロック混、炭混)

る可能性がある。覆土②層は古墳時代後期に下る堆積 図21 竪穴住居7

である。

床面直上から聾55、底部片64、石鍛S8が出土した。覆土③・④層とみられる位置から鍛造品の板状

鉄斧 F2、袋状鉄斧F3、弥生時代終末期の護60が出土した。②層からは古墳時代後期の土器62~69が

出土した。大型査69は本遺構から出土した口縁部と、竪穴4から出土した胴部が頚部を境に接合した。

床面直上出土遺物から、弥生時代後期後葉に廃絶されたものと考えられる。(小林)

竪穴住居7 (図21、図版8) 

調査地北西側に位置する。平面はいびつな方形を呈し、北東一南西方向の床面では約l.4mで、ある。

覆土はにぶい褐色土を呈し、古墳時代後期の竪穴 1~8 とは色調が異なる。床面南東側で 2 カ所の被

熱面を検出した。図化していないが、覆土中から弥生時代後期後葉とみられる土器小片が3点出土し

た。出土遺物や覆土の色調からみて弥生時代後期後葉に廃絶した遺構と考えられる。(岡野)

竪穴住居 8 (図24・25、図版8) 

調査地北西部に位置する。竪穴住居15により大部分が切られており、西側約 1/3が残存する。床

面で、は長軸約5.2m、短軸は約4.1mの平面隅丸方形の住居跡で、ある。側壁の高さは北西側で、最大20cm

で、町層(明黄褐色土)を床面とする。幅12cm、深さ 6cm前後の周壁溝がめぐる。主柱穴は P1~P4

で、柱間距離は約3.0m(p 1 -P 2 )、約2.6m(P 2 -P 3 )、約3.2m(p 3 -P 4)、約2.2m(p 4 -

PI)である。

床面上からは土器片が数点出土したが遺存状態が悪く、時期を判別できるものはなかった。住居覆

土中からは椀の底部片74が出土した。出土遺物や隅丸方形の平面形からみて、弥生時代後期から古墳

時代前期に廃絶した住居と考えられる。(小林)
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P2 

60 2m 

図22 竪穴住居8

竪穴住居9 (図26・27、図版8・47) ¥上ペ

調査地北端、台地平坦面の北側縁辺部に位置する。平面形は隅丸三角形を呈する。 1:4 10田

壁面までの垂直二等分線で、約3.5mで、ある。床面積は約9.3ばである。検出面から床

面までの深さは最も残存する南東側で、50cmであり、基本層序E層(明褐色土)を床面とする。床面に

床面での一辺はP1 -P 2の主柱穴方向で、約3.6m、住居北西端の頂点から南東側の図23 竪穴住居8

出土遺物

は幅 6cm、深さ 5cmの周壁溝が巡っている。北西側が一部途切れているが本来は全周していたものと

考えられる。主柱穴と考えられるのは Pl~3 で、 3 本柱の建物であったと考えられる。柱間距離は

約2.5m (P 1 -P 2)、約2.4m (p 2 -P 3)、約2.4m (p 3 -P 1)である。床面中央付近にある

P4は長軸70cm、短軸60cmのいびつな平面形を呈し、埋土には少量の炭化物を含む。 P4からは周壁

溝につながる溝が東に向かつて延びており、溝底面のレベルはP4側がやや低い。また、 P4の北側

には床面が被熱し硬化した部分が検出された。
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③にぷい褐色土 (ill綴プロック混、炭混)

④灰褐色土(②よりやや暗い、 V層プロック混、焼土少

量1見、炭混)
⑤にぶい褐色土 (ill厨プロックj見、炭混)

⑥にぶい褐色土 (ill層ブロック混、炭混)

⑦にぶい褐色土(炭混)

③にぶい褐色土 (ill層混、炭少量j昆)

⑨にぶい褐色土(炭少量混)

⑩明褐色土(暗褐色土少量混、炭少量混)

:己戸
(d 0 0 F4 

72 

75 

O1:2cm  
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竪穴住居9出土遺物
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住居覆土は周壁から住居中央部に向かつて穏やかに傾斜して堆積している。

床面直上からは費72がつぶれた状態で出土した。住居覆土中からは土器73~75のほか鉄器 2 点 F

4' F 5が出土した。最下層から出土したF4は万子もしくは錨の茎と考えられる。上層から出土し

たF5は小型の丸撃もしくは小型の錨の刃先と考えられる。

床面直上で出土した蓋72から、弥生時代終末期に廃絶した遺構であると考えられる。(小林)

竪穴住居10 (図26~29、図版 8 ・ 9 ) 

調査地南東側、台地平坦面の縁辺部付近に位置する。床面に周壁溝と並行して検出された溝の存在

から、建替えが想定される。建替え前を竪穴住居10a 、建替え後を竪穴住居10bとする。床面に検出

したピットの数、またP8~12の配列を考えるとさらなる建替えも想定される。

竪穴住居10aの平面形は五角形を呈し、床面で、の長軸は6.44m、短軸は6.20m、床面積は約24.7ばで

ある。床面に幅10crn、深さ 8crnの周壁溝を検出した。主柱穴と考えられるのはP12 ・ 14~17で、柱間

距離は3.02m (p 12 -14)、2.46m(p 14 -15)、2.32m(p 15 -16)、2.82m (P16-17)、2.66m(p 

17 -12)である。住居中央のP7は、平面楕円形を呈す。南側には溝が掘削されており、溝の底面で

の標高はP7側が2crnほど低い。

竪穴住居10bの平面形は六角形を呈し、床面で、の長軸は6.68m、短軸は6.60m、床面積は約33.4ばで

ある。側壁の高さは最も残存する南東側で、96.3crnで、ある。床面には幅10crn、深さ 8crnの周壁溝が全周

する。柱間距離は3.06m(p 1 -2)、2.74m (p 2 -3)、2.84m (p 3 -4)、2.72m(p 4 -5 )、

2.66 m (p 5 -6)、2.88m(p 6 -1)である。 P7は竪穴住居10aを再使用したものと想定される。

P 7周辺には被熱して硬化した床面と、床面直上に薄く広がる炭化物を検出した。炭化物はP7南側

の溝の上面を覆うことから、住居の最終段階では溝は埋没していたと判断できる。 P7の埋土のう

ち⑫麗には炭化物を多量に含む。数本の棒状の炭化物が放射状に検出された(図版9-3)。

住居覆土の最上層(①層)は暗褐色土を呈し、古墳時代後期後葉までの遺物を多数包含する。古墳時

代後期にいたり埋没の最終段階にあった窪みに土器を投棄したものであろう。②層から下層はにぶい

褐色を呈しIII.N層ブロックを含む。

遺物は床面直上より斐76、敵石S9が出土した。覆土最下層からは有溝石錘Sllが出土した。②層

では弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺物を包含する。 F6は②層からの出土で、小型の万

子である。床面直上より出土した遺物から、弥生時代終末期に廃絶した遺構と判断される。(森本)

竪穴住居11 (図32~35、図版10)

調査地北端付近に位置する。古墳時代後期の竪穴住居16・17・18に

切られ、竪穴住居 1を切る。床面で、は長軸約5.6m、短軸約5.5mの平

面隅丸方形の住居跡である。床面積は約27mである。側壁の高さは

最大56crnで、ある。 E層(明褐色土)を床面としており、幅 6crn、深さ

3 crnの周壁溝がめぐる。

主柱穴は P1~4 で、柱間距離は約3.2m (p 1 -P 2)、約3.2m

(P2-P3)、約3.1m(p 3 -P 4)、約3.3m (p 4 -P 1 )であ

る。床面中央にある P5は2段の掘方を有し、上段の平面形はやや

いびつな方形で、長軸90crn、短軸84crn、深さ 6crn、下段の平面形は円

形で長軸47crn、短軸44crn、深さ48crnで、ある。 P5の埋土下層からは

3 -24 
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変遷図

⑫ 炭化物
⑬ 灰褐色粘質土(炭混)
⑬ 灰褐色粘質土(明るい、明褐色土混)
⑬ 灰褐色粘質土
⑬-1にぶい褐色土(よくしまる、炭混)
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⑬ 3にぷい褐色土(よくしまる、暗褐色土混、炭混)
⑫ 灰褐色粘質土(IIl層混、炭混)
⑬ にぶい褐色土(もろい、暗褐色土粘質土混)
⑧ 褐色土(I層)
③ 明褐色土(IIl層)
@ 明黄褐色土 (N層)

図27 竪穴住居10(2) 
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⑫にぶい褐色土(皿 .NJ習多盤混)
⑬にぷい褐色土 (ill'N層プロック少量混)

⑬H音褐色土(皿層混、炭少量混)

@にぶい褐色土 (ill'N層プロック少量混)

@にぶい褐色土(皿厨混、炭少量混)

@にぶい褐色土 (N層j尾、 illJ習プロック多量混)
@明褐色土(暗褐色土少量j見)

⑧明褐色土(炭少量混)

③にぶい褐色土(皿層プロック少量混、炭少量混)
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図30 竪穴住居11
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炭化物が出土した。また、 P5の内部・埋土を含

め住居内の床面上には顕著な被熱硬化部分は認め

られなかった。

床面直上からは壷口縁部の破片124、126、127

と護口縁部の破片125が出土した。これらの土器

から、古墳時代終末期に廃絶した住居と考えられ

る 。(小林)

竪穴住居12(図34・35、図版11)

調査地北西側に位置する。南側では竪穴住居2

を切り掘削されている。床面での一辺が4.5m前

後の平面隅丸方形の住居跡と考えられる。側壁の

竺--il四 高さは最も残存する南西側で、72cmで、ある。床面

第4章古御堂笹尾山遺跡の調査
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図31 竪穴住居11遺物出土状況
に幅16cm、深さ 6cm前後の周壁溝を検出した。主

柱穴はP1・2で、柱穴間距離は3.02m(p 1 -P 

2 )である。 P1 -P 2ライン上に桁材や梁材を支持する柱とみられる P4がある。住居中央部に検

出したP3はニ段掘りである。周辺には被熱して硬化した床面と、床面直上に薄く広がる炭化物を検

出した。 P3の南側には溝 1・2がある。溝 1・2の底面の標高はP3側が1cmほど低い。住居覆土

のうち⑥・⑦・③層には町・V層ブロックが比較的多く含まれる。

遺物は床面直上より磨石S7が、住居覆土の上層から高杯139、器台140が出土した。

時期比定の根拠に欠けるが、竪穴住居2を切ることや土器139、140から判断して弥生時代後期後葉以

降に掘削され、古墳時代前期までに廃絶した遺構と考えられる。(森本)

掘立柱建物 1 (図36、図版11)

調査地北東側、台地北西側の縁辺部に位置する。梁行 1間(2.5m)x桁行 2間(6.4m)の建物跡であ

る。主軸はN-49
0 -w、桁梁に固まれた範囲の面積は約16.0ばである。柱間距離は梁行方向P3 -

P 4、P6 -P 1 が2.4m~2.5m、桁行方向 P 1 -P 2、P5 -P 6 が3.3m~3.4m 、 P 2 -P 3、P

4 -P 5 が3.0m~3.1 mで、ある。掘方底面で、の標高は54.34m~54.48mで、ある。遺物は出土していない。

淡い埋土の色調から判断して、弥生時代後期から古墳時代前期の時間幅に収まる遺構と想定される。

(森本)

掘立柱建物2 (図37、図版12)

調査地中央やや北西側、台地平坦面上に位置する。梁行 1間(2.40m) x桁行2間(4.24m)の建物跡

である。主軸はN-20
0 -w、梁桁に固まれる面積は約10.18ばである。柱間距離は梁行方向が2.38m

~2.40m、桁行方向が2.00m ~2.16mで、ある。掘方底面には径20cm~25cm前後、底面からの深さ約 4cm 

~15cmの柱当たりがみられ、底面は若干硬化していた。土層断面では、柱当たり直上に径15cm~25cm

前後の柱痕が観察される。柱痕は周囲の埋土より若干もろく、少量の炭化物を含む。柱当たり底面で

の標高は55.02m~55.08mで、ある。柱痕周囲の埋土は淡く百 .v層ブロックを多量に含む。

遺物は出土していないが、淡い埋土の色調から判断すると、弥生時代後期から古墳時代前期の時間

幅に収まる可能性がある。(森本)
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図32 竪穴住居11出土遺物(1) 床面直上出土遺物
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図33 竪穴住居11出土遺物 (2) 埋土中出土遺物



べこぶし褐色土
②にぶい褐色土 (N層・時褐色土混)
③にぷい褐色土(炭混)
④にぶい褐色粘貿土 (N・V扇混)
⑤にぶい褐色土(炭i昆)
⑥にぷい褐色土 (N厨多量混、炭混)
⑦にぶい褐色土 (N・v層混)
③にぷい褐色粘質土(灰層混)
③灰褐色土(IV層j足、炭混)
⑬灰褐色土(炭i昆)
⑬炭化物

⑫灰発火埴土(明褐色土混、炭混)
⑬灰褐色土 (NIiuプロック混)
⑬灰褐色土
(ややもろい、 N層混、炭混)
@にぶい褐色土 (N層混、炭混)
⑬灰褐色土(明るい、百周i見、炭i昆)
⑫灰褐色土 (A~い、 NJ習I昆、炭j昆)
⑬灰褐色土(やや暗い、明褐色土混、炭混)
⑬暗灰褐色土(炭多量j見)
③灰褐色土
@にぶい褐色土
②褐色土(I厨)
③tこぶい褐色土 (II厨)
③明褐色土 (ill層)

@明黄褐色土 (NJ冒)
③灰褐色土 (V庖)

A' 

c' 

¥ず

¥一一一よ ー-7二~，-4 嚢床面被熱範囲

A 調査地外可i

古御堂笹尾山遺跡、の調査第4章
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C 

床面炭化物分布範囲
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竪穴住居13
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竪穴住居12出土遺物
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弥生時代後期から古墳時代前期の調査

A' 

①にぷい褐色土(炭混)

②にぶい褐色土 (N層浪、炭混)

③にぶい褐色土 (N周多量7昆、炭I見)

④Lこぶい褐色土 (N層ブロック混)

⑤にぶい褐色土(ゆるい、 N層混、
炭混)

⑤にぶい褐色土 (NI百少査をj昆、炭j昆)

ーぷい褐色土 (N層多量混)

ぶい褐色土(ゆるい、 N層混、

P2 

55.60m 
A 

第2節
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印
印
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印
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"" 
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S
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目

P3 
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55.60m 

P4 

掘立柱建物 1図36

(図38、図版12)掘立柱建物3

-wである。主軸はN-32
0

1間x2聞の掘立柱建物で、調査地西側、台地平坦面上に位置する。

ピット土麗断面か

ら判断して、直径17~22cmの柱材を使用したと推察される。 P 3の埋土④麗から椀もしくは底部片と

思われる厚さ2凹に満たない薄い器壁を持つ土器が出土したが、取り上げに際して粉化したため、

また、埋土中からは弥生時代終末期~古墳時代前期のものと思われる土器の小片が

建物の規模は桁行約3.0m、梁行約2.0mで、桁行方向の柱間距離は約1.3mで、ある。

図

また、

化できなかった。

P 2の埋土中からは土器片は数点出土しているが、小片のため図化できなかった。

3-33 

出土した。



第4傘古御堂笹尾山遺跡の筒糞
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主10m P4 

①にぷい網島色こ乞1"い 旬開陶色土混、炭混)
②噂灰縄色土{もろい 司阿梅色土プロック目提 供
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③に品崎色土 (ややゆるい、 ①よ句明るい 3 
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酌
混 a炭隆拠}
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@'ニ品、制色土 (拠少.，雄}
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⑪にぷい鮒色土 (③より明るい 5-1伽・大の明
側色土プロ 7ク拠炭少量提}
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プロヲタ誕 ." .. 

@やや・い禍色土 {3-1伽u・大の明鍋色土プロヲ
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@にがい悔色土{しまる)

⑬にぷい鮒色土 {瞬働色土プロック多量."

"銅 h一一
図37 掘立柱建物2

P 2. P 3の埋土中からは桃伎が各1点ずつ出土した。埋土

の色闘と、埋土中から出土した土器片などから、弥生時代終

末期~古墳時代前期の遺構と思われる。

掘立柱建物4 (図39、図版12. 13) 

調査地中央やや北西側、台地平坦面上に位置する。梁行1

一
川

間 ω79m)X桁行2問 (4.14m)の建物跡である。主軸は

N-47
0 -w、梁川HTI二閉まれる前積は約11.55ばである。位間

距離は、梁行方向カ{2.67m-2.79m、桁行方向が2.01-2.12m

である。 P1， 5， 6捕方底面には径16-35cm前後、底面か

らの深さ約 6cm-17cmの柱当たりがみられる。この部分に硬

化した部分はみられなかった。P1、4-6の土崎断面では、

径17cm-23四前後の柱痕が観察される。柱痕は周聞の埋土よ

り若干暗<.少量の炭化物を古む。柱痕周囲の埋土は淡く 据立柱遺物4 完揖状況 (北東から)

3-" 
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図38 掘立柱建物 3

第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

M 

"" 
P3 遺物出土状況図

E
8
.目
的

1 :20 50cm 

55.90m 
A Pl 

55.90m 

P6 55.90m 

①暗褐灰色土(ややもろい、明褐色土混、炭混)
②暗褐灰色土(しまる、明褐色土混、炭混)
③にぶい褐色土(しまる)
@にぷい褐色土(明褐色土混)
⑤にぶい褐色土(明褐色土やや多く混)
⑥にぶい褐色土(明褐色土多f詮混、炭混)
⑦にぶい褐色土(明褐色土プロック多量混、炭i昆)
([褐色土(明褐色土多量混、炭混)

1:6日 2m

lV'V層ブロックを多く含む。柱当たり底面での標高は55.33m~55.44mで、ある。遺物は出土していな

い。時期を判断する根拠に欠けるが、同様の淡い埋土をもっ掘立柱建物 3・6やピットから弥生時代

終末期から古墳時代前期とみられる土器が出土していることからみて、弥生時代後期から古墳時代前

期の時間幅に収まる遺構と想定される。(森本)

掘立柱建物5 (図40、図版14)

調査地北東側、台地平坦面上に位置する。検出したのは 1間x1聞の建物跡であるが、南側もしく

は東側の調査地外に建物が続いている可能性が高い。柱痕を特定するのは難しいが、柱間距離は概ね

2.36m (P 1 -P 2)、2.36m(p 2 -P 3)、2.40m(p 3 -P 4) 2.31m (p 4 -P 1 )と思われる。

底面の標高は56.07m~56.11mで、ある。遺物は出土していない。淡い埋土の色調から判断して、弥生

時代後期から古墳時代前期の時間幅に収まる遺構と想定される。(森本)
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①にぷい褐灰色土(③~⑤より暗い、皿-V層ブロッ
ク混、炭混)
②にぶい褐灰色土(③~⑤より暗い、皿-V見事混、炭
混)
③にぶい褐色土(もろい)
④にぶい褐色土(しまる、 N'V層混、炭i昆)
⑤にぶい褐色土
⑤にぶい褐色土 (N.VJIプロック多量混)
⑦にぷい褐色土 (N.V層ブロック混)
③にぶい褐色土(もろい、 N'V層ブロック多量混)
⑨にぷい褐色土 (N.V層多量混)
⑬にぶい褐色土 (N.V層混)

56.40m 

1:60 阻

掘立柱建物4図39

×桁行 2間 (4.8m) の建物跡である。

P 2・P6は竪穴住居6の床面に検出した。主

-w、梁桁に固まれる面積は約13.9ばである。柱間距離は、梁行方向が2.9m、桁行方向

(図41・42、図版14)

台地平担面上に位置する。梁行 1間 (2.9m)

掘立柱建物6

調査地南側、

P 1は竪穴住居23、北側は竪穴住居6・23に切られ、

軸はN-39
0 

P 5掘方底面には径約llcm、底面からの深さ約 7cmの柱当たりがみられる。土が2.3~2.4mである。

層断面では、柱当たり直上に径15cm前後の柱痕が観察される。柱痕は周囲の埋土より若干もろい。柱

P 3の土P1~4 、

層断面では径20cm前後の柱痕が観察される。

P 3③層に長径約33cm、短径約17cm、厚さ約17cmの礁が出土した。表面に使用痕は観察できない。

礁の直下からは、護の口縁部141が出土している。土器141と淡い埋土の色調から判断して、弥生時代

終末期のものと想定している。
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(森本)

6底面の標高は55.50m~55.82mで、ある。当たり底面での標高は55.46mである。



弥生時代後期から古墳時代前期の調査第2節

Td 

①にぶい褐灰色土 (N層多量混)

②にぶい褐色土

③にぶい褐色土 (N層混)

④にぶい褐色土(しまる、 N層、炭混)

⑤にぶい褐色土

⑥にぷい褐色土 (N厨多量j昆)

H 

P同
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旧OS'9S
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56，80m 
一一一 P3 

8
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B同
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H
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P2 

・60 回

(図43)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。梁行 l間 (2.2m)

P 1は竪穴住居6の床面に検出した。主軸はN-530 

に固まれる面積は約7.7ばである。柱間距離は、梁行方向が2.1m~2.2m、桁行方向が3.54m である。

P 2掘方底面には径約18crn、底面からの深さ約 9crnの柱当たりがみられる。土層断面では、柱当たり

直上に径15crn前後の柱痕が観察される。柱痕は周囲の埋土より若干もろく、わずかに炭化物が混じる。

柱当たり底面で、の標高は55.61mで、ある。

掘立柱建物5図40

掘立柱建物7

の建物跡である。×桁行 2間 (3.5m)

-wである。梁桁北側は竪穴住居6に切られ、

P 1 ・ 3~5 掘方底面の標高は55.60m~55.83mで、ある。遺

物は出土していない。淡い埋土の色調から判断して、弥生時代後期から古墳時代前期の時間幅に収ま

(森本)

(図44)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。梁行l間 (2.1m)、桁行2間 (3.3m)の建物跡である。主

-E 、梁桁に固まれる面積は約6.9ばである。柱間距離は、梁行方向が2.1m、桁行方向

る遺構と想定される。

掘立柱建物8

軸はN-7
0 

P 4掘方底面には径約20crn、底面からの深さ約 4crnの柱当たりがみられる。

土層断面では、柱当たり直上に径13crn前後の柱痕が観察される。柱当たり底面で、の標高は56.00mで、あ

P 5埋土中より、護の口縁部142が出土

が3.2m~3.3mで、ある。

る。他のピットの掘方底面の標高は55.60m~ 55.92mで、ある。

している。

土器142と淡い埋土の色調から判断して、弥生時代後期から古墳時代前期の時間幅に収まる遺構と

(森本)想定される。

(図45、図版14)

調査地南西端、台地の縁辺部分に位置する。長軸120crnで、平面形はいびつな隅丸方形を呈する。
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P3 遺物出土状況

①にぶい褐色土(しまる)

②にぶい褐色土(暗褐色土混、炭混)

③にぶい褐色土(N層・ V層プロック混)

④にぶい褐色土 (N層・ V層混)

③にぶい褐色土(しまる)

⑤にぶい褐色土

国 08'9S
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P3 

56.80m 
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56.80m 
B P5 rr 

で⑨託IPE

O1:60 困

図41 掘立柱建物6

141 
1:4 10田

図42 掘立柱建物6出土遺物
掘立柱建物 6 P3 遺物出土状況
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①にぶい褐灰色土(炭混)

②にぷい褐灰色土(ややもろい、炭混)

③にぶい褐色土(皿層土j昆、炭混)

④にぶい褐灰色土(灰褐色土プロック混、炭混)

⑤にぷい褐灰色土(しまる、皿層少量混)

⑥にぶい褐灰色土

⑦にぶい褐色土

56.80rn 

P4 P3 

図43 掘立柱建物7

深さは最大で'24cmで、ある。断面形は逆台形を呈する。遺物は出土していない

土坑5 (図46)

調査地南西部の縁辺寄りに位置する。平面形は長軸105cm、短軸86cmの楕円形を呈する。深さは最

(小林)

大で、36cmで、ある。断面形は逆台形を呈し、埋土は灰褐色土である。底面直上からは査口縁143が出土

した。出土遺物から弥生時代後期の遺構と考えられる。(小林)

土坑8 (図47、図版14)

調査地東側に位置する。平面形は長軸89cm、短軸76cmの円形を呈する。深さは最大で82cmで、ある。

断面形はやや袋状を呈する。埋土には炭を少量含む。遺物は出土していない。(小林)

土坑9 (図48)

調査地南東端、台地平坦面上に位置する。平面形は長軸65cmの隅丸方形とみられる。深さは最大17

cmで、断面形は逆台形である。埋土に炭化物を含む。竪穴3に北側を切られる。埋土中からは高杯の

杯部片144が出土した。(小林)

溝 1 (図51、図版14)

調査地ほぽ中央に位置する。検出面の幅は約43cm~約 100cm、検出面からの深さは約10cm~12cmで、

3 -39 
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図44 掘立柱建物 8および出土遺物

、ヘ久万-'

。μ
54.30m 

①やや明るい灰褐色土(ややゆるい、鉄分混)

②灰褐色土(ややゆるい、炭混)

③褐色土(ややゆるい、l.O-2.0cmの炭混)

・30 1m -一一
図45 土坑1

JLJ¥ 
図46 土坑5および出土遺物
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55.40m 

①にぶい褐色土(ややしまる、褐色土混、

炭少量混)

②H音褐色土(しまる、 E層混、炭少量混)
③にぶい褐色土(ややしまる、皿層多量

混、炭少量混)

1:30 1m 

図47 土坑8



57.00m 

1:30 阻

¥¥一三年プ:4
1:4 10四

図48 土坑9および
出土遺物

57.00m 

①H音褐色土
②にぶい褐色土(皿層、炭

j昆)

。 I:~O 1m 

ぷ~
145 

01:4Ocm  

図49 溝 1および出土遺物
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ある。底面の標高は南東側で、55.9m、北西側で、55.7mである。底面直上

より脚部145が出土した。弥生時代終末期もしくは古墳時代前期の遺

構と推察する。(森本)

ピット(図7・50、表1・2) 

調査地内から掘立柱建物跡として認識できないピットが約660個出

土した。これらの埋士は大別して暗褐色士とにぶい褐色土に分かれる。

にぶい褐色土は皿 ~V層の地山ブロックを多量に含む淡い色調であ

る。このうちにぶい褐色土の埋土のピットから出土した遺物は弥生時

代後期から古墳時代初頭の土器である。対して暗褐色土のピットから

は古墳時代後半期の土器が出土している。このためピット埋士の色調

の差は掘削された時期の差と判断した。中には判断を跨賭するものも

一一

ユィ¥、'
、，

三一「一

ヨ
ヨ

戸
148 (P36) 

149 (P 233) 

150 (P 197) 

※指狐内は出土ピット番号

3 7・8および3-45・46ページ参照

01:3  10cm 

(S17、S18)

1:4 10cm 
一一一一一」 (146-150) 

図50 ピット出土遺物(1)

3 -41 

=--

7 (P 12) 

赤彩

磨面

白長打痕



第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査

ありすべてが厳密に時期比定出来るわけではないので、誤差は発生するものと思われる。判断に迷う

ものや土色記載漏れのピットについては弥生時代から古墳時代前期の項目に含めて扱った。

(岡野)

表1 ピット計測表

P No. 長径×短径;深さ 底面の擦向 土色・備考 P No. 長径×短径;深さ 底面の擦I号 土色・備考
: (cm) (m) : (cm) (m) 

Pl 19X 16 12 54.66 にぶい褐色土(炭混) P47 34X27 19 55.31 
P3 34X32 68 54.35 にぶい褐色土(m層ブbックP48 45X35 31 55.20 
P4 38X37 ; 42 54.64 にぶい =(炭混) 混、炭混)
P5 27X26 ; 71 54.51 にぶい i土 P49 68X60 ， 45 55.15 
P6 26X24 ' 34 54.38 P50 24X20 ' 20 55.52 

P7 30 X 28 ' 17 54.81 灰褐色土(m層ブ、ロック混) P51 40X38 ' 22 55.50 
P52 30 X 25 ~ 43 55.33 にぶい褐色土

P8 38 X 30 48 54.73 にぶい褐色土(炭混) P53 18 X 17 20 55.56 
P9 28X25 56 55.03 P54 20 X 18 19 55.60 
P10 44X42 : 65 54.51 にぶい褐色土(炭混) P55 25X22 14 55.55 
Pll 44X34 34 54.88 にぶい褐色土(炭混) P56 78 X 50 26 55.55 
P12 30X28 55 54.80 にぶい褐色土(炭混) P57 22X18 21 55.64 
P13 23X16 ; 44 54.99 P58 22X16 ; 10 55.58 
P14 36X30 ， 28 55.22 にぶい褐色土(炭混) P59 37X31 ' 69 55.23 
P15 56 X 34 ' 59 55.06 にぶい褐色土 P60 46 X 39 ' 20 55.70 
P16 30 x28 ' 17 55.28 にぶい褐色土(炭混) P61 67X63 66 55.32 にぶい褐灰色土(しまる、
P17 80X58 ~ 41 55.12 にぶい褐色土(炭滋) 磁層ブ、ロック混)

P18 42X29 34 55.21 P62 46X42 38 55.59 にぶい褐色土
P19 28 X23 13 55.47 にぶい褐色土(炭混) P63 32X31 50 55.44 
P20 38 X 34 41 55.23 にぶい褐色土(炭混) P64 49X34 36 55.61 
P21 52X50 89 54.71 にぶい褐色土(炭混) にぶい褐色ゴ二(困層ブロックP65 53X47 23 55.80 
P22 44X42 57 54.15 にぶい褐色土(炭混) 混、炭混)
P23 42X41 ; 48 55.26 にぶい褐色土(炭混) P66 40X36 48 55.44 にぶい褐色ゴ二(殴層ブ、ロック
P24 30X27 ' 31 55.43 混、炭混)
P25 52X47 ' 49 55.28 にぶい褐色土(炭混) P67 23X16 24 55.84 

にぶい渇色土(磁層ブ、ロック
にぶい褐色土(部層ブロック 混、 j爽混)

P26 76X56 99 54.77 
浪、炭混) P68 26X25 13 55.88 にぶい褐色こと(炭混)
にぶい褐色土(迦層ブロック P69 16X14 16 55.88 P27 34X28 
混、炭混) 21X15 11 P70 55.96 
にぶい褐色土(盟層ブ、ロック P71 16X15 29 55.79 P28 50X46 一
混、炭混) P72 22X20 ' 26 55.76 

P29 35X30 ' 37 55.27 P73 37X33 ' 49 にぶい褐色士山層混、炭
にぶい褐色土(阻層ブロック

55.60 
混)

P30 38 X 36 43 55.17 
浪、炭混)

P31 32X28 29 55.29 にぶい褐色土(炭混)
P74 37X33 42 55.70 iこぶい褐色土(W層混)

P32 66X56 41 55.14 にぶい褐色土(炭滋) P75 25X22 40 55.78 にぶい褐色土
P33 58 x49 44 54.97 にぶい褐色土(炭混) P76 79X46 28 56.02 にぶい褐色土
P34 53X48 24 55.27 にぶい褐色土(炭滋) P77 48X44 35 55.99 にぶい褐色土
P35 42X32 59 54.97 P78 40X34 29 56.04 にぶい褐色土

P36 38 X 33 45 55.12 
にぶい褐色土(班層ブロック

P79 63 15 56.12 にぶい褐色士山層混)
混、炭浪)

P37 42X36 ' 70 54.90 にぶい褐色土 P80 56 x50 ' 72 55.65 にぶい褐色土
P38 36X35 ' 29 55.34 P81 64 X 54 ~ 78 55.64 にぶい褐色土
P39 24X19 ~ 9 55.55 にぶい褐色土 Ip82 50X45 86 55.73 
P40 26X24 27 55.35 にぶい褐色土 P83 30 にぶい褐色土(炭混)
P41 32X38 : 31 55.31 にぶい褐色土 P84 42X30 33 56.32 にぶい僑色土
P42 32X25 34 55.28 にぶい褐色土 P85 38X34 35 56.23 にぶい褐色土
P43 63X46 95 54.64 にぶい褐色土 P86 72 X 52 30 56.18 にぶい褐色土

P44 67X50 56 にぶい褐色土(ややゆる P87 38X33 ; 22 56.32 54.91 
い、E層混、炭混) P88 25 ， 10 56.19 

P45 48X26 ' 15 55.33 にぶい褐色土 P89 36 17 56.04 

P46 72X57 ' 50 55.10 褐色こと(ややもろい、ml苔ブ P90 34X 28 ' 33 55.86 
ロック混) P91 38X28 55 55.63 
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第2節 弥生時代後期から古墳時代前期の調査

表2 ピット計測表

P No. 長径×短径:深さ 底面の襟鈎 土色・備考 P No. 長径×短径;深さ 底面の標前 土色・備考
: (cm) (m) : (cm) (m) 

P92 44 x 36 ' 52 55.47 P154 34X30 ' 30 55.55 
P93 28 X22 ' 32 55.69 49X38 ' 53 

にぶい褐色土(皿層土ブ、ロ
P94 24 X 23 ~ 10 56.03 

P155 55.54 
ック混、炭在宅)

P95 31 x20 36 55.77 P156 49X36 13 55.63 
P96 27X19 17 55.97 P157 38X35 56 55.41 にぶい褐色土
P97 30X25 P158 50X44 56 55.39 にぶい褐色こと

にックぶ滋い)褐色土(I1IJ欝土ブ、ロ P159 24X22 46 55.56 にぶい褐色土P98 34X29 73 55.37 
P160 32 X 30 ; 53 55.52 にぶい褐色土

P99 24X21 ， 38 55.70 P161 42 X37 ' 44 55.58 にぶい褐色jニ

P100 74X68 ' 70 55.36 にぶい褐色土(磁扇土ブロ P162 40 X 33 ' 33 55.67 
にぶい、、褐褐褐色色色こ土ゴと二ック混) P163 35X34 ' 33 55.73 lこ点二し

P101 41 X 39 ~ 55 55.43 P164 21X19 ~ 10 56.07 にぶし
P102 35 X 33 23 55.82 にぶい褐色土 P165 19X18 25 55.94 にぶい褐色土
P103 35X27 30 55.65 にぶい褐色土 P166 85 27 55.90 にぶい褐色こと
P104 28X22 33 55.47 P167 23 X 18 22 56.20 
P105 34X28 28 55.47 にぶい褐色土 P168 40X39 74 55.71 
P106 62X56 67 55.11 P169 50X40 66 55.81 
P107 31 X 29 ; 18 55.55 にぶい褐色土(炭混) P170 24X 19 ; 48 56.09 

P108 37X36 44 55.2日
にぶい褐色土(I1I層土ブ、ロ P171 25X23 ' 46 56.10 褐灰色土
ック混) Pl72 29X28 ' 40 56.17 褐灰色土

P109 36X31 ' 26 55.53 P173 34X27 ' 44 56.13 
PllO 39 X 34 ~ 66 55.12 にぶい褐色土 P174 20 X 18 ~ 23 56.39 

にぶい褐色土(I1IJ護士ブロ にぶい褐灰色土(V層ブロP111 44X33 43 55.43 P175 34 X 30 73 55.90 
ック混、炭混) ック混、炭混)

P1l2 28 x26 19 55.69 にぶい褐色土 P176 40 X 31 43 56.24 にぶい褐色土
P1l3 44X38 18 55.75 にぶい褐色ニk P177 22 X20 16 56.50 
P114 32X27 15 55.62 にぶい褐灰色土(V層ブロP178 39 X 34 55 56.11 
P115 39X28 ; 41 55.57 ック混炭滋)
P116 23X19 ' 44 55.65 P179 33X32 ' 69 55.94 
P117 35X29 ' 16 55.96 P180 24X22 ' 64 56.01 
P1l8 31 x22 ' 12 55.9日 P181 22 x21 ' 56 56.09 
P1l9 31 X 24 68 55.42 P182 39 X 32 ~ 63 56.04 にぶい褐色土
P120 34X32 36 55.76 P183 25X23 16 56.46 
P121 29X28 18 55.96 P184 29X24 26 56.40 

にぶい褐灰色土(V庖ブロ P185 28X24 41 56.25 にぶい褐色土P122 34X31 : 43 56.20 
ック混、炭混) P186 23X22 16 56.49 

P123 26X25 11 56.05 にぶい褐色土(I1I層土ブロ P187 
30 x26 ; 38 56.26 にぶい褐色土

ック混) P188 35X31 ; 74 55.87 にぶい褐色土

P124 38 x34 ' 48 55.09 褐色土({こぶい褐色土混) P189 25X23 ' 21 56.38 
P190 31X29 ' 43 56.15 にぶい褐色土

P125 33 X 30 ~ 40 55.75 にぶい褐色土 P191 25 X 22 ~ 17 56.43 
P126 22X19 43 55.74 P192 23X22 66 55.97 
P127 41 X 38 37 55.76 P193 23X20 39 56.19 にぶい褐色土
P128 34X33 47 55.72 P194 28 x26 59 55.99 にぶい褐色こと
P129 46 X 43 36 55.87 にぶい褐色土 P195 24X21 41 56.18 
P130 26X25 35 55.47 にぶい褐色土 P196 26X19 22 56.42 
P131 23X21 ; 46 55.85 にぶい褐色ニi二 P197 61X52 ; 22 56.32 
P132 25X24 ' 63 55.38 P198 32X31 ' 59 55.88 にぶい褐色土

P133 60 X 53 ' 84 55.30 にぶい褐色土(皿層土混)
P199 35X34 ' 57 56.07 
P200 25X24 ' 74 55.95 

P134 28 X26 ~ 23 55.91 P201 29 X26 ~ 23 56.38 
P135 46X40 85 55.32 にぶい褐色土 P202 38 X26 33 55.28 にぶい褐色土
P136 19X17 33 55.80 P203 68 X40 33 55.23 iこぶい褐色土
P137 42 X 36 41 55.74 P204 28 x23 45 55.54 にぶい褐色土
P138 23 X20 32 55.89 にぶい褐色土 P205 32 X 31 45 55.58 にぶい褐色土
P139 32 x24 14 55.80 P206 30 X29 26 55.38 にぶい褐色土
P140 33 X 30 ; 26 55.66 灰褐色土 P207 36X31 ; 28 55.03 にぶい褐色土
P141 36X26 ' 25 55.66 P208 23X21 ' 16 55.11 にぶい褐色::t
P142 36X32 ' 27 55.56 にぶい褐色土 P209 37X30 ' 38 55.22 にぶい褐色土
P143 36 X34 ' 19 55.67 P210 23 X 19 ~ 13 55.15 にぶい褐色土
P144 35 x33 22 55.63 にぶい褐色土 P211 43X23 ~ 41 54.88 にぶい褐色土
P145 33 X30 34 55.47 にぶい褐色土 P212 36X28 19 55.32 にぶい褐色土
P146 30X26 26 55.56 にぶい褐色土 P213 21X17 32 55.37 にぶい褐色土
P147 43X40 23 55.60 P214 31 X28 16 55.43 にぶい褐色ゴ二
P148 36 X 34 37 55.49 にぶい褐色土 P215 23X19 11 55.78 にぶい褐色土
P149 44 x40 ; 47 55.39 にぶい褐色土 P216 28X25 13 55.74 にぶい褐色土
P150 23X22 ， 20 55.65 にぶい褐色土 P217 43X36 ; 60 55.21 にぶい褐色土
P151 33X31 ' 27 55.58 にぶい褐色土 P218 37X31 ' 51 56.44 にぶい褐色土
P152 28 x23 ' 39 55.25 にぶい褐色土 P219 53X44 ' 49 55.39 にぶい褐色土
P153 44X34 ~ 30 55.45 にぶい褐色こと P220 日3 76 55.55 にぶい褐色土
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

第3節 古墳時代中期から後期の調査

1 .概要

古墳時代中期後葉から後期後葉にかけての竪穴住居22棟、竪穴8棟、掘立柱建物跡2棟を検出した。

すべて方形の平面をもっO 遺構は調査区ほぽ全面に分布するが、大きく 5時期に分かれるO 古墳時代

中期後葉 1棟、中期末6棟、後期前葉 6棟、後期中葉10棟、後期後葉 1棟である O 床面に柱穴をもた

ない方形の遺構は、後期前葉から中葉にみられるが、適当な名称、がないため竪穴住居との構造上の違

いを重視し竪穴と称した。中期後葉ーから後期の住居跡は茶畑第 1遺跡で 1棟、押平尾無遺跡で 1棟が

検出されている(表3)0 

上屋が焼失した竪穴住居を 3棟、竪穴を 1棟検出した。うち竪穴住居22・23からは多量の焼土・炭化

材が出土した。焼土は住居周辺部に比較的厚く堆積するO 小屋組の大半は丸太材とみられるが、側壁

に沿って厚さ約 3cmの板材が2枚出土し入口施設の一部と思われるO ともに焼土と炭化材の層位的関

係からみてから上屋構造に土が使用されていた可能性があるO 炭化材の樹種同定からは多様な木材を

使用していたことが分かつた。

竪穴住居27および竪穴 4の覆土中からは短期間に投棄したと思われる一括性の高い土器が出土し

た。このうち竪穴4から須恵器の樽形腺が出土した。後期中葉の住居跡は、南東側壁直下の床面に断

面斜坑状のピットをもっO 埋土の堆積状況や形態からみて上屋構造の支柱とはみられない。周辺の床

面は低く窪んでおり土器が出土することが多い。古墳時代前期から後期に至る住居跡では住居一辺の

中央付近にピットや土坑状の掘り込みをもつものが多いが、断面斜坑状のピットもこうしたバリエー

ションのーっと考えられるO

古墳時代中期から後期の住居跡の覆土は、弥生時代後期から古墳時代前期の住居覆土より若干暗い。

上層には自然堆積とみられる暗褐色土がレンズ状に堆積するO このため調査に際しては最上層の暗褐

色士、床面出土遺物、その他の覆土中出土遺物のおおむね 3種類に大別し遺物取り上げを行った。

古墳時代中期から後期に比定しうる掘立柱建物は掘立柱建物 9・10の2椋のみであるO いずれも小

型の建物で、台形の縁辺部に位置するO こうした竪穴住居とのアンバランスについては今後検討して

ゆく必要があるO

2.遺構の調査

竪穴住居13(図52・53、図版5・6)

調査地南側で検出した。床面では長軸5.7m、短軸5.2mの平面方形の住居跡である O 北西側は竪穴

住居23に切られており床面は残存しない。壁面の高さは南側で、約63cmで、あるO 床面での標高は約56m

表3 古漬時代遺構消長表

※数値は緊穴住居および竪穴の様数
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鱗4.古御堂笹尾山遺跡の剣先
G・8燭色土 @暗縄色土(ややゆるい、 網島色上プロヲク多
軍略側色土{土器 段機 .'"‘炭少量混}
③にふい附色土 {明鈎色土混} ⑬にぷい褐色土 {しまる吻側色主i昆炭i見}
@ 二ぷい裕色土{明褐色土多量治〉 ⑬にぷい褐色土{しまる 皿珊プロ ヅクi絶
⑤附樹包土 決浪)
⑥ こぶい拠色土 @暗褐色土 (しまる 目劇プロフク1仏 政多
①倒色上(四幅様、炭少一位農} 量;J!)
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図53 竪穴住居13出土遺物

である。おおむね27m程度の床而績が想定される。床而では周壁講のほか、主位とみられる PI-P

4 およびP5， P 6を検出した。覆土下層はにぷい褐色、上層は暗褐色を呈する。南西隅部から台

地縁辺部の斜面に向かいi障を検出した。一部は堅穴住居29に切られる。検出聞での幅はl.3-1.8m、

良さ約8.9mである。底部の一部は帽25cm-45cmにわたり構状に窪む。構底での際部は住居床面付近か

ら台地縁辺部側端部までおおむね55.8m-55.9mであり高低差はみられない。t昨の.1111土は暗褐色を呈

し、 1 -1 .ライン付近では@胞上面に炭化物を多量に包含する薄い府がみられる。床面IH土遺物は

ない。覆土中から土総15J-J53が出土した。J52、J53や、住居コーナーから台地縁辺部へのびる溝が

古墳時代後期中葉町竪穴住居29に切られることからみて古担時代中期後葉から後期前葉に廃絶した遺

偶と推察される。 (岡野}

竪穴住居14(図54'55、図版J5'J6 . 49 . 53) 

湖査地北端に位置する。平1m形は方形と推定される。西側が竪穴住居15により切られており東側 4

割程度を検出した。床耐lにおける長軸は約6.5m、短軸は約6.3m、床而有tは約38n1程度が想定される。

側壁のZ切さは東側で最大42cmである。床面には幅10clO、深さ6cmの周壁構が巡る。主柱穴とみられる

のはPI-P4で、柱間距離は約3.7m(P 1 -P 2)、約3.7m(p 2 -P 3)、約3.9m(P3-P4)、

約3.7m(P 4 -P 1 )である。 Pj . P 2から周壁i梓へ延びる;揮を検出した。底而レベルは両者とも

問控構側がわずかに低い。南東側側壁直下町P5は斜坑状を呈Lているロピット周辺は長軸150cm、

短軸初cmの範囲でlOcm程度テラス状に窪む。住居磁土に困層のプロックが多量に泌入する状況は自然

JlHnとは考えがたい。

竪穴住居14156' 1回出土状況 竪穴住居14 154tli上状況

3-'" 
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図55 竪穴住居14出土遺物 床面直上出土遺物

床面直上から藷154~156、高杯157、椀158が出土した。聾154、椀158は完形の状態で周壁溝内から

出土した。聾155はP5周辺のテラス状の窪みから出土した。

床面直上出土遺物から、この遺構は古墳時代後期中葉に廃絶した住居と考えられる。(小林)

竪穴住居15 (図56~59、図版16 ・ 17 ・ 49 ・ 50)

調査地北端に位置する。竪穴住居8・14を切り掘削されている。平面形は長方形を呈する。床面に

おける長軸は約6.1m、短軸は約5.3m、床面積は約27ばである。床面はE層である。側壁の高さは南

東側で52cIllで、ある。幅11CIll、深さ 6CIllの周壁溝を部分的に検出したが、一部掘りすぎのため本来的に

は全周していたことが考えられる。主柱穴と考えられるのは P1~P4 で、柱間距離は約3.4m (p 

1 -P 2)、約2.5m (P 2 -P 3 )、約3.3m(P 3 -P 4)、約3.0m(p 4 -P 1)である。床面の中

央には長袖110CIll、短袖70CIllの範囲で、被熱した硬化面が検出された。硬化面は 2~ 3 CIll程度浅く窪み、

細かい凹凸がみられる。住居覆土は緩やかな傾斜で堆積するが、上層(①~③層)の暗褐色土と下層

のにぶい褐色土にわかれる。

床面直上出土遺物は図59に図示した。このうち藷3点165、167、170はつぶれた状態、高杯168は杯

部のみが完形で出土した。床面出土遺物からみて、古墳時代後期後葉に廃絶した住居と考えられる。

(小林)

竪穴住居16 (図60~63、図版18 ・ 0 ・ 50)

調査地北西端、竪穴住居15の南4mに位置する。竪穴住居11の東端を切って作られており、平面形

は隅丸方形を呈する。床面における長軸は約4.7m、短軸は約4.4m、床面積は約18.9ばである。検出面

からの深さは最大76cIll、 E層(明褐色土)を床面とする。幅12cIll、深さ 8CIllの周壁溝がめぐらされてい

るが、竪穴住居11との切り合い部分の床面では土色の違いが不明瞭であり確認できない。

主柱穴と考えられるのは P1~P4 で、柱間距離は約2.2m (p 1山 P2)、約1.7m(P 2 -P 3)、

約2.3m (P 3 -P 4)、約2.0m(p 4 -P 1 )である。南東壁面中央下部にある P5は斜坑状を呈する。

埋土は土が流れ込んだように堆積している。上層は炭を含むにぶい褐色士、下層は炭を含む暗褐色土

である。 P5付近の床面は長軸120CIll、短軸7叩Ocα佃IIIの範囲で

90CIll払、短軸7叩Oc佃mの範囲でで、、細かい凹凸を伴い被熱し硬化した部分が検出された。覆土の堆積状況は、

上層①~⑤層は自然堆積による埋没と推定できるが、下層⑥~⑨層は不自然である。

床面直上およびピット内出土遺物は図61に図示した。低脚坪180は伏せた状態で出土した。 P5の

3 -50 
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図57 竪穴住居15遺物出土状況図
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図58 竪穴住居15出土遺物(1) ①層出土遺物
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図59 竪穴住居15出土遺物 (2) 床面直上出土遺物
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図61 竪穴住居16出土遺物(1) 床面直上出土遺物

埋土中からは蓋口縁175、ほほ完形の椀179が出土した。 P5周辺の窪みからは聾178、高杯の杯部177

が出土した。

床面直上およびP5とその周辺から出土した遺物から、古墳時代後期に廃絶した住居であると考え

られるo 小林)

竪穴住居17(図64・65、図版19・20・50・51)

調査地北側に位置する O 一一辺約5.6mの方形を呈する。検出面からの探さは最大70cmで、ある O 床面の

大半を竪穴住居18に削平されている。床面には周壁講を検出した。竪穴住居18の床面では伴うとみら

れるピットは検出されなかった。 P1・P2を再使用したことも考えられるが、本来的に床面に主柱

をもたない可能性もある。覆土中から土器小片が出土したが時期を判断できる破片は出土していな

い 。(小林)

竪穴住居18(図64・65、図版19・20・50・51)

竪穴住居17廃絶後に覆土を掘り込んでつくられているO 平面形はほぼ正方形を呈する。検出面から

の深さは最大76cm、床面における長軸は約4.9m、短軸は約4.8mで、ある O 床面積は約21.3ばである O 住

居覆土中や床面直上から焼土・炭化材が出土したことから焼失住居と考えられる。床面には周壁溝の

ほか P1~P5 を検出した。 P 1、P2は炭化物を多量に含む埋土から竪穴住居18の主柱穴と考えら

れる O 柱間距離は約2.2mで、ある。 P5は埋土中に炭化材が含まれており、家屋が焼失した時点ではオ

ープン状態であったと考えられる。

床面直上もしくは床面から数cm浮いた状態で、炭化材が出土したO 大半が分解・小片化しているが、

最下層から出土した丸太材 2は住居中心から放射状になっており、垂木と考えられる。丸太材 3は床

面から30cm浮いた状態であり②層とみられる位置から出土した。住居覆土の最下層は焼土・炭化材を

多量に含む。③層は焼土や炭化物のほかに地山E層(明褐色土)を多量に含んでおり、焼失時に崩落

したものかもしくは人為的に埋められた可能性も考えられるO

竪穴住居18の床面直上から出土した土器に良好な資料は少ないが、住居北東隅からは扇平な蛇紋岩
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図65 竪穴住居17・18出土遺物

製の勾玉S22が出土した。覆土中からは彊口縁209・210・211、

高杯の杯部212・213、低脚杯の脚部214・215などが出土した。

覆土中から出土した土器からみて、この遺構は古墳時代後

期中葉前後に埋没した住居と考えられる。(小林)

竪穴住居19 (図66~69、図版20~22)

調査地中央部やや北東側に位置する。建替えが行われてお

り、建替え前を竪穴住居19a、建替え後を竪穴住居19bとす

る。

第3節古墳時代中期から後期の調査

表4 竪穴住居18出土炭化材の樹種
(古川郁夫・菅野仁美鑑定、特議参I!百)

試料番号 育効R.部材 樹種

丸太 ヌルデ

2 丸太 ヌルデ?

3 丸太 ヤプニッケイ

4 丸太 モクレン科

5 丸太 ヤマグワ

竪穴住居19bの平面形は方形を呈する。竪穴住居19aに貼床を施し床面とする。床面での長軸は

7.24m、短軸は7.08m、床面積は約40.5ばである。側壁の高さは最も残存する南東側で、48cmで、ある。北

側のコーナ一部分を除き、幅約12cm、深さ約 8cmの周壁講を検出した。主柱穴と考えられるのはP1 

~4 で、柱間距離は約2.7m (p 1 -2)、約4.2m (p 2 -3)、約3.4m (p 3 -4)、約4.0m(p 

4 -1)である。南東側壁直下に検出したP5は、住居の外側に向かい掘削された斜坑状のピットで

ある。 P5付近の床面は、長軸約92cm、短軸約60cmの範囲で、深さ約14cm程度浅く窪みテラス状をな

す。 P5底面は床面よりも60cmほど低い位置にある。埋土には若干の炭化物を包含するが、焼土や遺

物は皆無である。住居中央部には地床炉 1を検出した。地床炉1は長軸60cm短軸50cmの範囲にわたっ

て床面が被熱・硬化しており、中央部分は数cmの窪みがみられる。窪み部分に堆積した⑫麗には焼土

ブロック・炭化物が含まれる。地床炉 1の東側に被熱して硬化した床面を 2箇所検出した。 P3-P

4 、 P4-P1 ライン上に、直径70cm~ 100cm、深さ 20cm~30cm程度の P13 ・ 15~19を検出した。土

麗断面からみて柱穴とは考えにくい。住居覆土の最上層(①層)は暗褐色土を呈し、②層はにぶい褐

色土、③層は灰褐色土である。

遺物はP5のテラス状の浅い窪みの部分から藷の口縁部216が出土している。また、床面直上より

歪の口縁部218、高杯脚部222~224、 226が出土した。

竪穴住居19aの平面形は方形を呈し、床面での長軸は5.58m、題軸は5.70m、床面積は約28.3ばであ

る。床面はM層であり、幅14cm、深さ 8cm前後の周壁溝を検出した。主柱穴は P20~23で、柱間距離

は3.26m(p 20 -21)、 3.40m(p 21-22)、2.86m(p 22 -23)、3.06m(p 23 -20)である。 P20-

21上に P25、 P21-22上に P26、 P22-23上に P27を検出した。主柱聞のほぼ中央に位置する P25~
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竪穴住居19ピット計測表

PNo. 長筏x短径 深さ 底衡の標高等 土色・備考

(叩) (cm) (cm) 

灰褐色土
P4 52X51 59 55.01 

(明鏡褐色jニi昆、炭i昆)

55.51 
灰褐色土(褐色士・

P7 31 X29 13 
明黄褐色士潟、炭i見)

55.62 
IJ音褐色土

P8 29X27 12 
(1JIi1lt褐色ゴ二潟、炭i昆)

55.59 
IJff褐色土

P9 22X22 9 
(明焚褐色土潟、炭滋)

55.38 
沃褐色土

PlO 22X 18 28 
(1沼焚褐色土iJe、決j昆)

55.52 
H奇褐色土

P11 33 X32 12 
(明'tIi褐色土i誌、炭混)
灰裕色こt

P12 38X30 12 55.54 
(1狗黄褐色土iJe、炭7昆)

55.47 
Iltr褐色土

P14 32x22 11 
(f珂1It褐色土i昆、炭混)

① 暗褐色土(にぶい褐色土I見、炭混)
②-1 (こぶい褐色土(暗褐色土少量混、炭混)
②ー2(こぶい褐色土(暗褐色土混、炭混)
③ 1灰褐色土 (ill層混、炭混)
③-2灰褐色土(11'層プロック混、炭混)
④一l暗灰褐色土 (ill層・11'層I昆、炭混)
④ー2暗灰褐色土(粘質が高い、11'層1昆、炭混)
④-3 D音灰褐色土(やや明、 E層 .N厨i児、炭混)

L' 
床面被熱範聞

01:60  2. 

⑤-1灰褐色土 (ill層 .N層混、炭j昆)
⑤ 2灰褐色土(もろい、灰褐色土褐色土 .N層、炭混)
⑤-3灰褐色土(皿層 'N層混、炭混)
⑤-4灰褐色土(やや暗い、 E層・灰層混、炭混)
⑤ー5灰褐色土(やや暗い、 E層 .N層j昆、焼土・炭混)
⑤-6灰褐色土 (ill庖・11'層多量混、炭混)
⑤一7灰褐色土(やや明るい、困層・11'層多量1見、炭j昆)
⑤-8灰褐色土 (N層j見、炭j昆)
⑤-9灰褐色土(やや明るい、 E層 .NJ習多量混、炭混)
⑤一10灰褐色土(やや明るい、 E層 'N層I昆、炭7昆)
⑤ にぶい褐色土 (ill層混、 N周多量混)
⑦ にぶい褐色土 (ill層j見、11'層プロック状に混)
③ 褐色土(炭混)
⑨ 褐色土(ややもろい、皿層 .N層プロック混)
⑬ 褐色土(もろい、 E層・11'層プロック混)
⑪ にぶい褐色土 (ill厨混)
⑫ l暗褐色土 (ill層1見、焼土混)
⑫-2 n音褐色土(やや暗い、 N厨I昆、焼土・炭j見)
⑬ にぶい褐色土 (ill層混、11'層プロック多量j見、炭混)
⑬ー1暗褐色土(しまる、 E厨・11'層混、炭i昆)
⑬一2暗褐色土 (ill層・11'屑多量混、炭混)
⑬-3暗褐色土(しまる、 E層'11'層多量j昆)
⑬-4暗褐色土(ややゆるい、 E庖・ NJ国混、炭混)
⑬ 褐色土(II¥il) 
⑬ H音褐色土 (II厨)
⑬ 明褐色土 (ill層)
⑬ 明黄褐色土 (N層)
⑬ 灰褐色土 (V層)
@ 明赤褐色土 (VI庖)

図67 竪穴住居19b(2) 

27は桁や梁の支柱と思われる。南東側の周壁溝ほぽ中央に検出したP24は壁面外側に向かい斜坑状を

呈するピットである O 底面のレベルは床面より50cm低い位置にある。 P24周辺の床面は、長軸136cm、

短軸50cm、深さ15cm程度の範囲で、浅く窪みテラス状をなす。 P24内部から口縁部が完存する聾219の

ほか、査220、高坪杯部221がほぼ完存した状態で出土した。埋土にはE層.w層ブロックが多く混入
することや、直後に貼床を施し19bを構築していることなどから、 P24に土器を入れた後、人為的に

埋め戻したことが推察される O 竪穴住居19は出土遺構から、古墳時代後期中葉に廃絶した遺構と考え

ら れる。(森本)

竪穴住居20(図71、図版11)

調査地南端付近に位置する O 全体の約1/2を調査した。床面で、の一辺が約5.5mの平面方形の住居跡

である。床面で、の標高は56.45mで、ある。主柱穴はP1、P2と調査地外に想定される 2本を含めた4

本主柱であろう。 P6~P8 は直径約70~80cmの浅いピットである。 P 7より P6が新しい。覆土最

下層がP6内に流入していることから、住居廃絶時にはP6はオープン状態であったとみられる。南

西側壁の中央付近ではいぴつな方形を呈する P9を検出した。床面中央付近で検出したP4は被熱し

赤化していた。埋土には炭化物を含む。覆土④・⑤層は暗褐色土を呈し自然堆積と考えられる。⑦・③
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P271 24 X22ω281 5丘37 1 (N悶混J③陪褐色土(もろい、 N層i見、炭i昆)
炭i船 ③にぶい褐色土 (N鴎混)

P28 P20 
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図68 竪穴住居19a
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竪穴住1;:~\19b P5土磨断而 竪穴住居19a P24遺物U¥土状況

帽にはw.v層プロックを含む。

床而直よから遺物は出土していなし、。磁土GHI陪で聾227、高杯228が、上層から須YE器珂、il'229

が出土した。住居の平面形および磁土中から出土した土器からみて古噴時代中期末から後期前葉に廃

絶した遺構と考えられる。 (岡野)

竪穴住居21(図72.73、図版31)

調査地中央部やや東側に位置する g 平岡形は方形を皇し、床面での長軸は4.2m、短軸は4.0m、床

面積は約14.5ばである。側壁の高さは最も残存する南東側で66cmである。床而では周監講のほか、主

柱とみられる Pl-P 4を検出した。柱問j距離は2.30m(P 1 -2)、l.84m(P 2 -3)、2.l6m(P 

3 -4)、 1.52m(P 4 -1)である。南東側壁直下ほぽ中央の床面に P6を検出L.to。住居壁而に向

かい斜坑状に掘り込まれるピットである。底部は床面より 64cm低い位置にある。P6周辺の床而は、

長軸66師、短軸42cm、深さ12cm程度浅く窪みテラス状をなす。P6埋士には炭化物や焼土は混入せず、

遺物は皆無である。住居中央部で検出した P9は、長軸140cm、短軸76cmの範囲にわたり床面が被熱

L硬化しており、深さ 2-3cm前後の浅い凹凸がみられる。この窪みには焼土フ.ロック、炭化物が多

量に混入する。P6周辺の床面直上には炭化物が薄く広がる。住居覆土のうち、 ②層から下宿には皿

層およびW層の地山ブロックが多量に混入することからみて人為的に埋められた可能性が考えられ

る。

床面出土遺物は、 P6につながるテラス付近から出土Lた坪蓋231のほか、東側のコーナー付近か
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ら出土した蓋230である。住居覆土上麗からは撃か

錨と思われる F7が出土している。

231・230が陶邑編年のTK47型式に併行するとみ

られることから、古墳時代後期前葉に廃絶した遺構

と考えられる。(森本)

竪穴住居22 (図74~80、図版23~26)

台地平坦面のほぼ中央付近に位置する古墳時代後

期前葉の住居跡である。北側は竪穴5に切られてい

る。 1度建替えが行われており、古い住居跡を22a、

最終段階の住居跡を22bとする。

に12
子一一オ 、
図70 竪穴住居20出土遺物

22 aは平面方形である。規模は周壁溝の底部で計測すると北西一南東方向で、約4.4m、北東一南西方

向で、約4.9m、床面積は18.9ばである o 伴う柱穴はP8、P10であり、 2本柱の住居である。周壁溝と

同様に焼土・多量の炭化物を包含しない埋土であることから22bのものとは区別できたo

22 bは平面方形であるo 多量の焼土・炭化材が出土しており家屋が焼失したものと考えられる。規

模は、周壁溝の底部では北西一南東方向で約5.2m、北東一南西方向で約6.5m、検出面から床面まで

は最も残存する南東側壁面で、約75cm、床面積は31.7ぱ前後と想定される。床面では周壁溝のほか主柱

穴とみられる P4~P6 、 P 7、南東側壁中央付近にP1、西側にはP2、P9を検出した。主柱穴

P4~6 の柱痕部分には炭化・分解した柱材が認められた。径約12~18cmの柱材とみられる。 P 1、

P 2、P9の埋土には多量の焼土とともに炭化物を含むことから、家屋が焼失した時点ではオープン

な状態であったと考えられる o 壁面上端付近に検出されたP12~ P 15は炭化物を含む埋土からみて本

住居跡に伴う可能性がある。北西側の側壁上端では検出されなかった。このほか周壁溝から直交方向

に伸びる短い溝を 5 カ所で検出した。長さ 70cm~90cm前後のものでいわゆる仕切溝である o 埋土には

微細な炭化物が混入するのみであり焼失時には埋められていたことが考えられるo

床面の一部が被熱し赤化した被熱面 a~f が検出された。被熱面 a.b'c は P 5 -P 6ラインに対

して直交する方向に筋状に伸びるものである。炎上、崩壊した家屋の垂木の痕跡と考えられる。直上

から形状が伺える炭化材は出土していないが燃え尽きたものと推察される。

覆土最下層から多量の焼土・炭化材が出土した。焼土は覆土⑤層、③層に顕著に含まれており、住

居のほぼ全面に確認できた。住居の中央付近より周辺部においてやや厚く堆積している。比較的硬く

塊化した部分は図75の平面図に示した。西側のドーナツ状に広がる焼土はP2の直上で検出した。 P

3直上の⑥-}には一部空洞がみられ柱材の痕跡と思われる。住居東隅の焼土は③寸層に相当する高さ

で検出した。⑤層直上で少量の炭化材を検出したが部材として認識できるものは少ない。こうした焼

土層が形成される解釈として、本来的に屋根を被覆した屋根土または壁土が家屋とともに崩壊したも

の、もしくは消火作業用に投入された土がある o 本遺構の焼土層は住居縁辺部において比較的均一に

堆積しており、イレギ、ユラーに投入された土とは考え難い。住居中央付近にも堆積することから、崩

壊した壁土または屋根を被覆した土が崩壊した結果と解するのが適当であろう。

住居中央付近の炭化材は大半が床面直上から出土したo 周辺部では丸太材14・15が焼土層上面

(⑥ー 1麗上面)から出土した。炭化部材は住居の中心付近で比較的良好に検出されたが、いずれも燃

え尽きて分解した状態であるo 部材の周囲では厚さ数cmに薄く広がる炭化物の層を検出したo 認識で
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図72 竪穴住居21出土遺物

きた部材に板状の部材は検出されなかった。住居の周辺部ではカヤが出土した。カヤ12・16は住居壁

面に貼り付いた状態で出土し、いずれも壁面に平行する繊維方向である O 西側隅部で検出したカヤ13

は③ーl層直上に相当する高さから出土した。炭化材の樹種鑑定を行った結果、構造材にはケヤキ、ヤ

マザクラ、サカキ、クリまたはスダジイ、ヤブニッケイなど多様な樹種が使用されていることが分か

った。カヤはアシであることが指摘された(第6章 特論参照)。

覆土⑩層、⑬層、⑥層から上層にかけては炭化物、焼土の包含が極端に少なくなり、地山のE層、

町層のブロックが多量に混入する O 腐植化した土層もみられないことから時間幅のある堆積とは考え

難い。住居が崩壊した後、まもなくして埋められた可能性が指摘される O

床面出土遺物は図77に示した。護237・238はP1南東側床面から出土した。 237は胴部下半の一部を

除く器形の約3/5が、 238は胴部の約1/2のみがつぶれた状態で出土した。 237は胴部最大径付近の一部

を打ち欠く。 P1東側の周壁溝直上では高杯242、小型壷239、蓋に転用したとみられる高杯の杯部

241が出土した。 241の上に高杯242が逆位に乗った状態、である。小型壷239の直上で出土した須恵器の

腺256は壁面に貼り付いた状態でつぶれて出土した。北側では最下層(③司1層)上面で蓋249が破片化

した状態で出土した。接合は困難であるが同一個体とみられるO 中央付近の床面では、大型の喋2個

(38cm x 30cm x 8 cm、29cmx 19cm x 6 cm)が置かれていた。上面全体が被熱している。床面出土遺物

から、古墳時代後期前葉に焼失した住居と考えられる。(岡野)

竪穴住居23 (図81~84、表 5 、図版23~30 ・ 55)

調査地南西側、台地西側の縁辺部近くに位置する O 古墳時代後期前葉の焼失住居跡である O 竪穴住

居13を切り掘削されているO 平面形は方形で、規模は周壁j梓の底部で計測すると北西一南東方向で約

3.9m、北東一南西方向で、約3.2mで、ある O 検出面から床面までは最も残存する北西側側壁でー約65cmで、

ある。床面での標高は約55.8m、床面積は1 1.2ばである。床面では周壁構のほかP1~P8 を検出し

た。主柱穴とみられる P2~P5 では炭化した柱痕が確認された。柱痕から計測する限り直径10cm~

15cm前後の柱材-を使用したと考えられる o P 1、P6、P8埋土には炭化物を多量に含む。住居南端

の周壁溝から P1に向けて浅い溝が掘削されている o P 1は南東側周壁講の中央付近に検出された斜

坑状のピットであるO 床面はほぼ全面が被熱しているが、顕著な赤化は認められなかった。

覆土は、住居周辺部で高く中央部に向かい弓なり状に低くなる堆積である。①層のみが顕著に暗褐

色を呈する。焼土を含む層は②層から下層であり住居全面に堆積するが、住居縁辺部において厚く、

中央部付近は薄い。なかでも⑦・③層は大半が焼土と炭化物、④・⑤層は焼土で、あるO 塊化したものは

みられないが、比較的硬化した焼土を図83に図示した。

③~⑤層、⑦~⑩層には焼土とともに多量の炭化材が検出された。炭化材出土状況は大別して以下
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監穴住居221s土民化材樹梯

{古川慌た 有野仁策隠定特鎗.照}

資斜番号 形状都市 術鑑

1 丸太 クリスもしくはダジイ

2 丸太? ケヤキ

3 丸太 コナラ直属コナラ節

4 丸太 ヤマザクラ

5 丸太' アカメガシワ?

6 丸太P クスノキ科

ア 丸太 コナヲ亜嵐クヌギ節

8 丸太 コナラ直属クヌギ節

9 丸太 サカキ

10 丸太ー P3l，主 散孔材

11 丸太 サカキ

12 ~， ヨシ (7シ)

13 " 
ヨシ(アシ)

14 丸太 ヤプ:=..")ケイ

15 丸太 コナラ亜嵐クズギ節

16 l' ヨシ(アシ)

17 丸太 ヤプ 7ケイ

18 丸太 コナラ直属クヌギ節

19 丸太 ノ、ンノキ

2ゆ 丸太 サカキ

21 1>11主柱 ケヤキ

床直造物炭化物出土状況北から
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B' 

56.50m 
A A' 

56.l0m 
←ー C

56.50m 
a a 
56.20m 
b ①累灰色土(炭j昆)

②11音褐色土(もろい、炭混)

③11部品色土(明褐色土浪、炭混)

③暗褐色土
日 l:6U2B

焼:t

b' 

から③層と思われる。このほか、住居南西側壁において板材23・26が出土した。板材23は最大長34cm、

最大幅18cm、厚さ約2.5cmで、ある。③層から出土しており壁面および床面からは焼土層を介する。板材

26は一部が壁面に密着した状態で下端は床面に接する O 床面から側壁にかけて3つに折れた状態で出

土した。材の下端と側壁、周壁溝の聞には焼士が介することから本来的に側壁に貼り付けていたもの

とは考え難い。こうした出土状況から板材23・26は本来床面から離れた位置にあったものが住居が崩

壊する過程で落下したものと考えられる O 住居南西側壁のほほ中央に位置することから住居の入口施

設の一部とも考えられる O

炭化材の出土状況をまとめると、 A (床面直上)は細片化した多量の炭片に少数の丸太材が混じる

程度であり、 B (⑦・③層)には垂木とみられる丸太材や板材、カヤ材など小屋組を形成する主要構

造材をはじめ多様な材が焼士とともに出土する。 c(③層)の部材は少ないが垂木・小屋組の一部と
みられる部材がある。総じて炭化材は住居北西側の残存状況が良好であり、南東側は比較的細片化も
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図82 竪穴住居23出土遺物

表5 竪穴住居23出土炭化材の樹種
(古川郁夫・管野仁美鑑定、特論参照)

試料番号 形状・部材 樹種

丸太 ハンノキ

2 茅・屋根 ヨシ(アシ)

3 茅・屋根 ヨシ(アシ)

4 丸太 ハンノキ

5 丸太 ハンノキ

6 板 スダジイ

7 丸太 ハンノキ

8 茅・屋根 ヨシ(アシ)

9 茅・屋根 カシ類

10 丸太 ハンノキ

11 丸太 /、ンノキ

12 丸太 スダジイ

13 丸太 スダジイ

14 丸太 スダジイ

15 丸太 /、ンノキ

16 茅・屋根 ヨシ(アシ)

17 丸太 /、ンノキ

18 丸太 スダジイ

19 丸太 スダジイ

20 丸太 ホオノキ

試料番号 形状・部材 樹種

21 丸太 モクレン科

22 丸太 ハンノキ

23 板 ケヤキ

24 丸太 ハンノキ

25 丸太 アカメガシワ

26 板 ケヤキ

27 丸太 アカメ力「シワ

28 丸太 ヤブニッケイ

29 丸太 ハンノキ

30 丸太 ノ、ンノキ

31 丸太 ホオノキ

32 丸太 ケヤキ

33 板 ケヤキ

34 茅・屋根 ヨシ(アシ)

35 茅・屋根 ヨシ(アシ)

36 P5主柱 ノ、ンノキ

37 P2主柱 ノ、ンノキ

38 P3主柱 ホオノキ

39 P4主柱 ケヤキ

40 P7主柱 ケヤキ

3 -72 
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第3節古積時代中期から後期の調査
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Gす

、。

硬化した焼土を検出した範聞

炭化物分布範凶

-丸太材

- カヤ材

圃・桜材

G滞尚色土 〈土~ 民世)

②側色土(皿脳雌偽1 炭艶}

③硲色土(四階~健土多盆艶〉

@ :品、倒色土{もろい a省批鍵土M、成多量拠)
@にぷい側色土(もろい 個掛多量企良民多盆.，

6測船色， (依拠〉
@暗俗包土(困層此処土炭化付混}

⑥慣商船色土 (皿~.後土 炭化針縫}

⑨亦樹色土(困層副院後土民MI

⑬罰府側色土{健土 成多量君臨)

o 1:4・ ，.
! ー !

図83 竪穴住居23炭化材出土状況図および土層断面図
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しくは土壊化Lている。炭

化材の樹種同定的結果、ク

ヌギ類、カシ類、ヤマザク

ラ、モクレン科、ツパキ科

など多種の木材を使用して

いたことが明らかになった

(第6章特論参照)。

一般的に、木材やカヤの

¥二EEJ、 みにより上屋構造が構築さ
れた竪穴住居が炎上崩壊

控90m
k 

K' 

K 

図84 竪穴住居23民化材出土状況図 した場合、覆土中に顕著な

焼土居が形成されることは考えにくい。消火用の土が被熱した結果と考えることもできるが、住居内

の縁辺部を中心に比較的均一に地積する状況からみて上屋構造のどこフ判こ使用されていた土が崩壊L

たものと考えるのが適当であろう o 壁を形成した壁士、もLくは屋根に茸かれた屋恨土が想定できる

が、 U¥土状況からいずれかを特定することは困難である。ただ、住居中心部にも焼土問が形成されて

いることを重視すれば崩壊Lた屋根土と理解するのが自然かもしれない。いずれにしても、 ④・⑦

~⑩府にみられる焼土層は家屋が崩壊する過程、もLくは崩壊後に蒸し焼き状態となった炭化材によ

り被熱し焼土化したものと考えられる。

県内の祢生時代後期の焼先住居では、住居中央付近においてド←ナツ状に焼j二階が確認される例が

ある。本遺跡で確認された古墳時代中期末から後期の焼失住居のうち焼土が顕著に確認された竪穴住

居22，23ではいずれも焼土層は住居周辺部で厚〈中央部で薄い。こうした差速は住居構造に由来する

ものと考えられるが、今後検討すべき課題である。

以上の焼土。炭化材の腐位的な出土状況から本竪穴住居の崩壊過程は次のよフに想定した。まず炎

上した家屋の屋般材の一部など、おもに主要構造材以外の部材が床面に落下する。この際屋根土とみ

られる土の一部が落下したと思、われる。'"に、垂木材、桁材、梁材など小屋組の大半が屋棋士とみら

れる土とともに一気に崩壊した。

床面出土造物はわずかであるe 須727昔告の均、叢265のほか匝l化していないが西側隅付近で斐の胴郁の

一部が出土した。北西側の床面では大型の肩平な傑 (26cmx 23cm X 7 cm)が出土した。表面に磨面、

破打痕はみられない。最下層⑦層からは須恵器珂:蓋

266、土師器聾270，271が出土した。これらの遺物は

いずれも破片である。北西側の側壁中央付近では@

陪とみられる位置から大型的扇平な礁 (27cmx 26.5 

cm x 7.5cm)が出土した。南東側の側壁中央付近、

P 1の直上にあたるCI層上聞から完形の椀272が出

土した。

これらの出土遺物から、本住居跡は古IJ'!時代後期

間I繋に炎上崩壊したものと考えられる。竪穴住居目板材23'26出土4対足

3-74 
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A' 

①-lH音褐色土(炭混)
①-2H音褐色土(炭j昆)
②にぶい褐色土(炭混)

55.80m 

F 

③にぶい褐色土(明褐色土混、炭j昆)
④にぷい褐色土 (N厨プロック混)
⑤にぶい褐色土(粘性強)
@:褐色土(炭混)
⑦にぶい褐色土(皿層ブロック混)
③にぶい褐色土(炭化物混、土器多量混)
⑨にぷい褐色土(炭多量混)
⑬iこぶい褐色土
⑪にぷい褐色土(粘性強、 1-2 cm大の炭片混)
⑫にぶい褐色土(もろい、明褐色土混、炭混)
⑬にぶい褐色土(炭混)
⑬にぶい褐色土(階褐色土j昆)
⑬褐色土
⑬明褐色土(ややもろい)
⑫明褐色土(にぶい褐色土混)
⑬にぶい褐色土 (2cm大の炭片混、焼土j昆)
⑬にぶい褐色土(焼土混)

ωω寸

F 

③にぶい褐色土(ややもろい、 2-5cm大の炭片混)
@にぶい褐灰色土(もろい、 V層プロック少気;混)
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図86 竪穴住居24出土遺物(1) 床面直上

竪穴住居24 (図85~88、図版32 ・ 54 ・ 55)

調査地中央部に位置する。平面形は方形を呈し、床面で、の長軸4.66m、短軸4.40m、床面積は約18.4

niである O 側壁の高さは最も残存する南東側で約60crnで、ある。床面はi幅12crn、深さ 6crn前後の周壁溝

が全周する O 主柱と考えられるのは P1~4 で、柱間距離は2.20m (p 1 -2)、2.10m(p 2 -3)、

2.14m (P3-4)、2.10m(P4-1) である O 南東壁際ほぼ中央の床面にP6を検出したO 住居壁

面に向かい斜坑状に掘り込まれるピットである O 底部は床面より74crn低い位置にある O 周囲の床面は

テラス状に浅く窪む。 P 6埋土⑫・@層はもろく、微細な炭化物が混入する。住居中央部で検出した

P 5は、長軸60crn、短軸48crnの範囲にわたり床面が被熱により硬化し、中央は約 8crn窪むO この窪み

には焼士ブロック、炭化物が多量に混入するO

住居覆土の最上層(①層)は暗褐色士を呈し、②層から下層はにぶい褐色土と褐色士である。覆土

中には遺物を多数包含する O 埋没過程の窪みに土器を投棄したものであろう O

床面出土遺物は、 P 6@層から出土した完形の聾285のほか、蓋282~284、須恵器高杯279、藷胴部

片286、磨石 S26である O 住居覆土④層からは腺300、杯310、①層からは査287・292、寵290・291、

土錘293、覆土中からは杯297出土している O 高杯279が陶邑編年のTK47型式に併行するとみられ、

古墳時代後期前葉に廃絶した遺構と考えられるO (森本)

竪穴住居25(図89・90、図版33)

調査地北西側に位置する。遺構の北西側は調査地外で、南西側は竪穴住居26を切る。平面形は方形

を呈すと思われる O 側壁の高さは最も残存する北西側で、54crnである。柱穴の可能性があるのはP3 

(長径63crnX短径61crn一深さ23crn)である O P 4の深さは17crnで、ある。南東壁の床面に P1を検出し

3 -76 
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図87 竪穴住居24出土遺物 (2) ①層出土遺物
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図88 竪穴住居24出土遺物 (3) 覆土中出土遺物

た。住居壁面に向かい斜坑状に掘り込まれるもので、底部は床面より48cm低い。埋士には若干の炭化

物を含む。周囲の床面はスロープ状に浅く窪む。側壁直下には幅10cm、深さ10cm前後の周壁溝を検出

したがP1には直結せず北西側へ屈曲する。住居覆土のうち①層は暗褐色士であり自然堆積とみられ

る。②}普から下層には町・V層ブロックを含む。

床面出土遺物は、 P1検出面より出土した杯317である。④層から出土した翫石S28のほか、覆土

中からは聾316が出土した。竪穴住居26を切ることや出土遺物からみて、古墳時代時代後期中葉に廃
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図90 竪穴住居25出土遺物
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絶した住居と考えられる。 (森本)

竪穴住居26(図91・92、図版33)

調査地北西側に位置する。遺構の北東側は

調査地外で、東側は竪穴住居25に切られる。

平面形は方形を呈すと思われる。確認できた

床面で、の一辺は約5.7m前後、側壁の高さは最

も残存する南西側で、62cmである。床面には幅

10cm、深さ8cm前後の周壁溝を検出した。南

側コーナ一部分では 2本の周壁溝が重なるよ

うに検出された。内側の周壁溝は幅約10cm、

深さ約 6cmで、ある。遺構の大部分は調査地外

であるが、建替えまたは拡張が行われた可能

性がある。南東側の周壁溝から北西側の調査

地際にかけて溝 1が掘削されている。埋土は

にぶい褐色土で、溝底面で標高はおおむね

55.3mである。主柱穴と考えられるピットは

検出していなし、。南東壁ほほ中央部分の床面

にP1を検出した。北西側はテラス状に浅く

窪む。 P1北側の床面直上には、若干の炭化

物の広がりを検出した。住居覆土は、主にに

ぶい褐色土である。

床面出土遺物は、高坪杯部319、P1検出面

から出土した蓋318、溝 1から出土した蔽石

S29である。①層から高坪320~322、②層か
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

ら高杯323が出土した。床面出土遺物より、古墳時代時代後期に廃絶した住居と考えられる。(森本)

竪穴住居27 (図93~98、図版34 ・ 35 ・ 52 ・ 55 ・ 56)

調査地南西側に位置する。竪穴住居 5を切る。床面では長軸約6.0m、短軸約4.7mの平面方形を呈

する。床面での標高は55.74m、床面積は26.0ばである。側壁の高さは最大60cmで、ある。床面には周壁

講を検出した。南側側壁直下では二本の周壁溝が検出されたことから、掘り直しまたは拡張が行われ

た可能性がある。主柱穴とみられるのは P1~P4 である。柱痕部分はもろく幅は16~19cmで、ある。

床面南西隅および南東隅部において直径1.0~1.3m、深さ 9 ~14cmの P 5、P6を検出した。周壁溝

が埋土を切らないことや、周壁溝の一部がピット直前で掘削を停止していることから P5、P6とも

に住居の最終段階に機能したピットと考えられる。埋土には若干の炭を含む。床面中央付近から東側

にかけて長軸2.8m、娃軸106m、深さ 4~ 7 cmの緩やかに低くなる部分がある。この東端側壁直下で

P 7とその両端に伸びる短い溝を検出した。 P7は床面からの深さ76cm、埋土にはE層ブロックを多

く含むが炭化物は極めて少ない。覆土上層(①・②麗)は暗褐色土を呈し、西側から北側にかけては

住居外方に向けて大きく広がる堆積である。下層には百層.v膚ブロックを含む。

床面直上から高杯325・326、喋石器S30が出土した。覆土④層からは多量の土器、炭化材が出土し

た。これらの遺物は薄い単一の層に含まれることからみて短期間に投棄されたと考えられ、一括性の

高い一群と評価できる。住居跡中央付近の④層からは炭化材が出土した(図94)。板材1、丸太材2

のほか、周辺から分解・土壌化した炭化物が検出された。板材 1は、幅25cm以上、長さ54cm、厚さ1.5

cm以上で、あり、樹種同定の結果クリと鑑定された。他の覆土や床面に炭化材・焼土はみられないため、

これらの炭化材は住居が廃絶した後に多量の土器とともに窪地に廃棄されたものと考えられる。覆土

②層もしくは③層からの管玉未製品もしくは残淳とみられる碧玉S33が出土した。床面出土遺物およ

び④層出土遺物からみて、古墳時代後期前葉に廃絶した遺構と考えられる。(岡野)

竪穴住居28(図99・100、図版35・58・64・65)

調査地東端に位置する。竪穴住居4 (弥生時代後期)の東端を切り掘削されている。調査したのは

住居の西側約 1/2である。平面形は方形を呈し、残存する床面の長軸は約6.5mで、ある。側壁の高さ

は北東側で、70cmで、ある。 V層(灰褐色土)を床面とし、幅 8cm、深さ 6cmの周壁溝が巡る。床面にも

側壁と平行した溝が2本掘削されており、建替えもしくは拡張が考えられる。

主柱穴は P1~P4 と考えられ、柱間距離は約1.8m (P 1 -P 2 )、約107m (P 2 -P 3 )、約108m

(P 3ωP 4)、約2.8m (P 4 -P 1)である。 P2で柱痕が確認されており、 P2'P3は、建替え後

も継続して使われていた可能性が考えられる。

住居覆土は②層から下は黄褐色土ブロックを多く含み、住居廃絶後にある程度は人為的に埋め戻さ

れた可能性が考えられる。

床面直上からは鋸に転用したと思われる鎌Fllが刃先を南東に向けた状態で出土した。そのほか護

口縁373、高杯の脚部379など数点出土した。覆土中からは土器375~378のほか砥石 S36が出土した。

床面直上から出土した土器から、この遺構は古墳時代後期に廃絶した住居と考えられる。(小林)

3-82 
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第3節古墳時代中期から後期の調査
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①にぶい褐色土(陪褐色土混)

②ややH音い褐色土(炭混)

a:褐灰色土(炭i見、赤黄褐色土1見)
③H音褐色土(炭・土器混)

竪穴住居4

⑤にぶい褐色土 (2-3cm大のW層プロック混)

⑥やや暗い灰褐色土 (2-3cm大のW層プロック混)
⑦にぶい褐灰色土(粘質強、炭混)

③にぷい褐色土 (N層プロック混)
⑤暗褐灰色土(炭混)

⑬ややH音い褐灰色土(炭混)

。やや暗い褐灰色土 (N厨・ V層混)

⑫ややH音い褐灰色土 (2cm程度のN厨ブロックi見、炭混)

図99

11:0 
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I下、

⑬やや暗い褐灰色土(lcm以下のW層プロックj見、炭混)
⑬暗褐色土(にぶい褐色土混)

⑬暗褐色土(褐色土ブロック.n音褐色土プロック混、炭少量混)
⑬H音褐色土(皿盾少量:混、皿層プロック少量j昆)

⑫明暗褐色土(しまる、皿腐ブロック混)

⑬明褐色土(炭少量混)

⑬にぶい褐色土(しまる、炭i見)
③lこぶい褐色土(しまる、皿層プロックj見、暗褐色土少量混、炭

混)
②にぶい褐色土(褐色土混、炭少量混)

②にぶい褐色土(皿層プロック多少混、炭少量:i見)
@明賞褐色土 (N層)
⑧灰褐色土 (V層)

③褐色土(I層)

竪穴住居28
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図100 竪穴住居28出土遺物
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竪穴住居29(図101・102、図版35)

調査地南西側に位置する。平面形は方形を呈し、床面で、の長軸は6.30m、短軸は3.96m、床面積は

約15.7ばである。検出面から床面までの深さは最も残存する南東側で、54cmである。床面には幅12cm、

深さ 10cm前後の周壁溝が全周している。主柱穴と考えられるのは P1~4 で、柱間距離は1.82m (p 

1 -2)、2.08m(p 2 -3)、1.60m(p 3 -4)、1.92m(p 4 -1)である O 北東壁ほほ中央の床

面にP6を検出した。 P6の北西側と南東側は、床面がテラス状に浅く窪む。埋土の③層には炭化物

が多く含まれる。住居中央部で検出したP5は、底面が被熱して硬化している。埋土には多量の炭化

物が含まれており、板状を呈するものもわずかに含まれていた。

住居覆土の最上層(①麿)は暗褐色土を呈し、②層以下はにぶい褐色土である。③層以下にはIII'

N層ブロックを含む。

床面出土遺物は、 P6北側のテラス状の窪み際で出土した護380のほか、護382、坪384、須恵器脚

部387である。覆土中からは須恵器町、385・386、鎌の基部F12などが出土している O

床面出土遺物より古墳時代後期中葉に廃絶した住居と考えられる。

3-86 
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床面炭化物分布範囲

床面被熱範囲 ① 暗褐色土 (II層混、炭混)
② にぷい褐色土(炭混)
③-1にぷい褐色土 (ill'N層プロック混)
③-2にぶい褐色土
③-3にぷい褐色土(焼土プロック、炭i昆)
④ にぷい褐色土 (ill'N層プロックj昆、
炭混)

日 1:60 回
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図101 竪穴住居29

第 3節古墳時代中期から後期の調査

B' 

c' 

⑬ 
E' 

P5 炭化物・焼土検出状況

c' 

D 1:40 1m 

⑤ にぷい褐色土(粘性強、皿層混、炭混)
⑥ にぶい褐色土 (N層プロックj昆)
⑦ にぶい褐灰色土(炭j昆)
③ 暗褐色土(粘性強、炭・焼土混)
⑨ にぷい褐色土(中程度の粘性、時褐色土多
量混)

⑬ 暗褐色土
⑪ 暗褐色土(炭混、焼土混)
⑫ にぷい褐色土(粘性強)
⑬ にぶい褐色土
⑬ 褐色土(ややもろい)
⑮ にぷい褐色土(ややもろい、暗褐色土多量
混)
⑬H音褐色土(焼土・炭多量混)

竪穴住居30・31 (図103、図版36)

調査地北東端付近、台地北東端縁辺部の緩斜面で検出した。 2棟が切り合っており、竪穴住居31が

新しい。竪穴住居30は、平面隅丸方形のテラス状を呈する。床面の標高は54.6mで、ある。配列からみ

てP1、P2が主柱穴と思われる。覆土は土層断面A-A'と同様の色調であり最上層に黒褐色土が

堆積する。床面直上出土遺物はない。覆土中下層から護389、高杯393が出土した。

竪穴住居31は平面方形のテラス状を呈する。床面の標高は54.4mで、ある。側壁直下では周壁溝を検

出した。ピットの配列からみて P3~P5 のいずれかが主柱となるものと思われる。覆土は最上層に
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黒褐色土が堆積する O 床面直上の出土遺物はないが、 30cmx 24cm x lOcmの喋が出土した。覆土中②層

から土器388・390・391・392が出土した。古墳時代後期中葉に廃絶した遺構であろう o 岡野)

竪穴住居32(図104・105、図版37・58)

調査地南側、台地平坦面の縁辺部の続斜面に位置する。平面形は方形を呈す。床面で、の長軸は3.9m、

短軸は3.5m、床面積は約13.2ばである。側壁の高さは最も残存する南東側で、78cmで、ある O 床面では北

東側側壁直下のみ周壁溝を検出した。主柱とみられるのはP1・2・4・5で、柱間距離は約105m(P 

1 -2)、約103m(P 2 -5 )、約106m(P 4 -5)、約102m(P 4 -1)であるO 南東側側壁のほぼ

中央付近の床面でP3を検出した。埋士には炭化物や焼土は混入しない。住居北東側で、は幡約22cm、

深さ約lOcmの弧状を呈する溝を検出した。周堤溝とみられ、住居側壁上端から約40cm~70cmの位置に

ある O 住居覆土およぴピットの埋土は下層の一部を除いて暗褐色を呈する O ④層下方からは撃の口縁

部394、覆土中からは査の口縁部395、鋳造鉄斧F13が出土している。出土遺物から古墳時代中期後葉

から後期前葉に廃絶した遺構と考えられる。(森本)

竪穴 1 (図103・104、図版37・58)

調査地には平面方形を呈し上屋構造を支える主柱穴を持たない遺構が8棟検出された。焼失したと

みられる竪穴4からは炭化材が出土しており簡易な上屋構造は存在したとみられるが、主柱穴をもっ

竪穴住居とは構造的な差違が想定される。適当な名称がみあたらないため本報告書では竪穴と称した。

竪穴 lは、調査地南側、台地平坦面の縁辺部の緩斜面に位置する。南東側は竪穴住居32に切られるO

北側の一部が残存するのみである O 底面に幅約 4cm、深さ約 2cmの周壁講を検出した。主柱と考えら

れるピットは検出していない。覆土はにぶい褐色土が堆積していた。覆土最下層より、底部片396が

出 土した。(岡野・森本)

竪穴住居33・34(図106・107、図版37・38)

調査地北東側、台地平坦面縁辺部付近に位置する。竪穴住居33は竪穴住居34に切られており一部が

残存するのみである O 床面の一辺が約3.2m前後の平面方形の住居跡と推察される O 側壁の高さは残存

する南端で、は56.4cmで、ある。側壁直下に周壁溝を検出した。住居覆土はにぶい褐色土である O 遺物は

小片が数点出土したが、図化できない。

竪穴住居34は平面方形を呈し、床面での長軸は3.3m、短軸は3.0m、床面積は約9.0ばである。側壁
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図103 竪穴住居30・31および出土遺物
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図107 竪穴住居33・34出土遺物

の高さは南側で、63cmで、ある O 周壁溝は部分的に検出された。住居覆土は、上層と下層に暗褐色土を含

む。床面出土遺物は聾397である O ②層より蓋398、覆土中より聾399、高杯401、砥石S37などが出土

した。床面出土遺物から判断して、古墳時代時代後期前葉から中葉に廃絶した住居と考えられる O

(森本)

竪穴 2 (図108、図版36)

調査地北側、台地平坦面の縁辺部に位置する O 平面形は長方形を呈すと思われる O 床面では長軸4

m前後、短軸は約2.6mの規模で、ある。底面に幅10cm、深さ 2cm前後の周壁講を検出した。柱穴とみら

れるピットは検出していない。覆土は黒褐色土、暗褐色土である O 土器小片が数点出土した。覆土の

色調からみて古墳時代中期後葉から後期の遺構と考えられる。(森本)

竪穴 3 (図109・110、図版37)

調査地南側、台地の縁辺部に位置する O 平面形は方形を呈すと思われる。検出した長軸は2.3mで、あ

るO 北東壁際に幅12cm、深さ 6cm前後の周壁講を検出した。柱穴とみられるピットはP1のみである O

③層は暗褐色士を呈し、②・④層はにぶい褐色土を呈す。遺物は③層より、護の口縁部403、壷404が

出土している O 出土遺物や覆土の色調からみて、古墳時代中期後葉から後期に廃絶された遺構であろ

う 。(森本)

竪穴 4 (図111-117、図版38・39)

調査区中央付近に位置する O 平面形は方形を呈する O 床面から炭化材が出土しており焼失したもの

と考えられる O 床面で、は長軸3.3m、短軸2.8mで、ある。検出面から床面までは20-44cmで、ある O 床面

での標高は約55.7m、床面積は8.6ばである O 床面では、 P1、P2および周壁講を検出した。ピット

は浅く、配置からも上屋構造を支持する主柱の存在は窺えないが、 P1の埋土⑤・⑥・⑦膚は柱痕の可

能性がある。遺構周辺も精査したが本遺構に伴うとみられるピットは確認出来ない。ただ炭化材が出

土しており、簡易な上屋が存在した可能性がある O 覆土下層に顕著な焼土層は確認できなかったが、

②~④層および床面直上から炭化材が出土した。かなり分解・土壌化しており材の形状をとどめるも

のは少ない。床面直上出土の炭化材は 6・7とその南側の炭化材8とその北側の炭化材である o 7・

8ともに丸太材とみられるが粉化している O 丸太材6とその南側に広がる炭化材は床面から壁面に貼
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図108 竪穴2
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図110 竪穴3出土遺物

りついて出土した。他の炭化材は④層上面にあたる位置か

ら出土した。覆土は②・③膚が周辺部で厚く堆積し、中央

付近では暗褐色の①層が床面近くに達する。

床面直上出土遺物は、図114に示す。住居北隅付近では、

上面に若干の砥面を残す礁のほか、磁石S38、聾405、器

面が被熱した椀408、高杯411~413が出土した。聾405は逆

位の状態である。 P1直上では蓋406・415がつぶれた状態

で出土した。覆土最下層から P1埋土に破片が流入するよ

うに出土しており、竪穴廃絶直後に投棄されたものと考え

られる。

覆土①層から多量の遺物が出土した(図116・117)。器形

55.20m 
B 

1・60 2~m 

、x
調
査
地
外
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37.40m 
A 
⑦ 

A' 

57.l0m 
B B' 

①褐色土(I層)
②にぷい褐色土

③階褐色土

④にぷい褐色土

⑤にぷい褐色土(明褐色土
混)1160Jm

⑤H音褐色土(炭j昆)
⑦明褐色土(皿厨)

③にぶい褐灰色土(炭混、

弥生土器包含層)

図109 竪穴3
を復元しうる個体に乏しいが、ほほ完形に接合できる聾

446、器形の 2/3が残存する樽形腺461など器形の大部分が接合した個体もある。大型の聾69は口縁

部の大半が接合しており474とは別個体とみられる。また、 69は本遺構から出土した胴部と、竪穴住

居 6の②層から出土した口縁部が頚部を境に接合した。これらの土器には風化の痕跡が顕著でないこ

とや層位・平面ともに密集して出土したことから、竪穴が廃絶し埋没する過程で比較的短期間に投棄

されたものと考えられる。

床面出土遺物から判断して、古墳時代中期後葉に廃絶した遺構と考えられる。
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竪穴5 (図118・119、図版38)

調査地ほぽ中央部に位置する。遺構の南側は竪穴住居22

を切る。平面形は方形を呈し、床面での長軸は3.52m、短

軸は3.46m、床面積は約10.7ばである。側壁の高さは最も残

存する南西側で、62cmで、ある。底面は幅8cm、深さ 4cm前後

の周壁溝が全周している。底面には主柱と考えられるピッ

トは検出していない。遺構の周囲には多くのピットを検出

したが、規模、埋土の色調とも一定しない。南東壁際ほぽ中央の床面にP1を検出した。遺構の外側

表6 竪穴4出土炭化材の樹種
(古川郁夫・管野仁美鑑定、特設参p.照)

試料
形状・部材 樹種

番号

丸太 スダジイ
2 茅? ヨシ(アシ)
3 丸太 クリ
4 丸太 スダジイ
5 板? ホオノキ
6 茅 ヤマザクフ

に向かつて斜め下方向に掘り込まれるピットである。床面からの深さは66cmで、ある。 P1埋土はにぶ

い褐色土で、もろい。若干炭化物が混入するが、遺物は皆無である。住居覆土のうち、①・②層は暗

褐色土、③~⑥層は地山ブロックを含むにぶい褐色土である。

床面出土遺物は、謹の口縁部476である。住居覆土③愚からは寵480が出土している。土器476から、

古墳時代後期に廃絶した遺構と考えられる。(森本)

竪穴6 (図120・123、図版39)

調査区西側に位置する。平面はいびつな方形を呈する。床面では長軸3.0m、短軸2.9m、側壁の高

さは約18cmで、ある。床面で、の標高は約55.9mで、床面積は約7.5ばある。周壁の立ち上がりは緩慢で周壁

溝も検出されない。床面東側で、長軸約43cm、短軸約22cmの範囲で、床面が被熱し赤化していた。 P1の

埋士は暗褐色であるため本遺構に伴う可能性がある。覆士は下層がにぶい褐色、上層が暗褐色を呈す
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図114 竪穴4出土遺物 (1) 床面直上出土遺物

415 

るO 床面直上出土遺物は、護482、須恵器町、蓋486、把手490である o P 1からは低脚杯484が出土した。

出土遺物から古墳時代後期中葉に廃絶した遺構と考えられる o 岡野)

竪穴 7 (図121・124、図版40)

調査地西側で検出した。平面形は方形を呈し、床面で、の規模は長軸3.7m、短軸3.5m、検出面から

床面まで、は約20~26cmで床面積は約 1 1.4ばである O 床面では周壁講を検出した。壁面の立ち上がりは

比較的緩慢である O 床面中央付近で長軸約122cm、短軸約70cmの範囲にわたり床面が被熱し赤化した

部分が検出された。被熱面の直上で錆化した鉄片が3片検出された。錆化によりメタルは残存しない。

周辺に微細な鉄片はみられなかった。床面南東側隅部でP1を検出した。 P1直上の床面に相当する

高さから高杯の杯部、土器片が出土した。 P2 (長軸26cmx短軸22cmx深さ23cm)の埋土は暗褐色を

呈することから本遺構に伴う可能性がある O 覆土は中央付近は床面まで暗褐色であるが、縁辺部はに

ぶい褐色土である O 床面直上出土の遺物はない。検出面付近の①}脅から水晶製の勾玉S42が出土し

た 。(岡野)

竪穴 8 (図122・125、図版40)

調査地南西端部、台地東側の縁辺部に位置する O 平面形はいびつな方形を呈し、床面での規模は長

3 -96 
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軸3.3m、短軸2.7m、床面積は約8.1ばである。床面は中央付近がやや低く縁辺部が高い。検出面から

床面までは 6cm~28cmで、ある。床面中央付近に約48cmx 30cmの範囲で、床面が被熱し赤化した部分を検

出した。床面中央付近で2つのピットを検出した。埋土は暗褐色土であり本遺構に伴う可能性がある。

覆土は暗褐色を呈する。床面直上出土遺物は土錘501である。覆土中から翠494~498、土錘502、高杯

脚部499・500、須恵器杯蓋497・498が出土した。古墳時代後期中葉に廃絶した遺構と考えられる。

(岡野)

掘立柱建物9 (図126)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。梁行 1間 (2.0m) x桁行 2間 (3.2m)の建物跡である。

主軸はN-34
0 

- E 、梁桁に固まれる面積は約6.4ばである。柱間距離は梁行方向が1.9m~2.0m、桁

行方向が3.1m~3.2mで、ある。 P 2・3・6掘方底面には径 9cm~12cm前後、底面からの深さ約 6 cm 

~llcmの柱当たりがみられる。柱当たり底面での標高は55.38m ~55.60mである。遺物は出土してい

ない。暗い埋土の色調から、古墳時代中期末から後期の時間幅に収まる遺構であろう。(森本)

掘立柱建物10(図127)

調査地南側、台地平坦面上に位置する。梁行 1間 (2.56m) x桁行2間 (2.60m)の建物跡である。

主軸はN-41
0 -w、梁桁に固まれる面積は約6.66ばである。柱間距離は梁行方向が2.48m~2.56m 、

3-97 
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査
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竪穴5 ピット計測表

PNo. 
長径短径 深さ

土色・備考
(cm) (cm) 

l 41-36 60 
2 50-65 34 

3 27-23 13 やや隠し、褐色ニt
4 29-22 19 やや暗い補色土

b 25…19 21 ややH奇い褐色土

6 26-22 29 
7 47-38 54 褐灰色土

8 29-29 37 l腎褐色ニt
9 42-40 20 H苦褐色土

10 25-20 10 
11 28-25 I 58 裕灰色土

12 36-30 32 1111褐色土

13 14-17 9 E音絡忽オこ
14 30-25 8 11資総色土

15 62-30 41 やや階いE記褐色土

16 26-23 39 褐灰色土

17 41-39 80 E正褐色土
18 34-20 39 

19 26-25 11 

①H音褐色土(明褐色土プロック少量;混、炭混) ⑬明褐色土(皿層)

②暗褐色土(にぶい褐色土混、炭混) ⑬明黄褐色土 (WJ習)
③にぷい褐色土(明褐色土プロック混、炭I見、焼土少最混)⑬灰褐色土 (V厨)

③暗褐粘質色土(しまる、炭混) ⑬にぷい褐色土(明褐色土混、炭混)

⑤にぶい褐色土(炭混) ⑬にぶい褐色土(炭混)

⑤明褐色土(明黄褐色土j昆) ⑬lこぶい褐色土(炭混)
⑦にぶい褐色土 (2.0-5.9cmの黄色土7"ロック混、炭混) ⑬にぶい茶色土

③にぶい褐色土(褐色土ブロック混) ③にぶい褐色土(にぶい茶色土混)

③明褐色粘質土(黄色土プロック混・炭混)→貼床 ③にぷい褐色土(l.O-2.0cmの炭混・

⑬にぶい褐色皮(明褐色土プロック少量混・焼土・炭i昆) 焼土プロックi昆)
⑪やや明るい褐灰色粘質土

⑫やや明るい褐色土(明黄色土プロック混)

図118 竪穴5

桁行方向が2.56m~2.60mで、ある。掘方底面の標高は55.54m ~56.83mで、ある。遺物は出土していない。

暗い埋土の色調から判断して、古墳時代中期末から後期の時間幅に収まる遺構と想定される。(森本)

ピット(図51・127、表7・8) 

調査地内から古墳時代中期から後期とみられ、掘立柱建物跡としては認識できないピットを約200

個検出した。調査地中央付近に比較的多く、東側には少ない。調査地内からは約450個のピットが検

出されているが、埋土はにぶい褐色土、淡い褐色土、暗褐色土に大別された。出土遺物や住居覆土上

層の色調からみて、にぶい褐色土、淡い褐色土は弥生時代後期から古墳時代前期、暗褐色土は古墳時

代中期から後期に比定して大過ないと判断した。埋土の色調の判断は調査員の合議で決定したが、全

てを同一の調査員が行っているわけではなく、判断に躍陪するものもあることから、数パーセントの

誤差は生じるとみられる。

ピット 322~326は柵列かもしれない。またピット 258~261は竪穴住居21の南東側に並んで検出され

たが、竪穴住居21の軸とはわずかに異なる。(岡野)

3-100 
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第4節 その他の時期の遺構と遺物

土坑， (図45、図版14)

C' 

Pl 

⑥ 

① 

①褐色土(I層)

②暗褐色土(炭混)

A' 

③にぷい褐色土(炭混)

④にぷい褐色土

⑤暗灰褐色土(炭多量混)

56.l0m⑤焼土層
で一 一一C'

Pl 
匂匂緩縫議緩務繁務滋勝争袋町

01:20Ocm  

CC-C'l 

①褐色土(I層)

②暗褐色土(炭少量混)

⑤暗褐色土(炭混、土器片多量混)

④暗褐色土(炭混)

602固

調査地南西端、台地縁辺部に位置する。長軸120cmで、ややいびつな隅丸方形と思われる。深さは

最大で、24cm、断面形は逆台形を呈する。遺物の出土はない。 (小林)

土坑2 (図130、図版41)

調査地南西部に位置する。平面形は長軸97cm、短軸84cmのややいび、つな円形を呈する。深さは最大

87cmで、ある。底面に径21cm~22cm、深さ 26cmの底面ピットをもっ落し穴状土坑である。埋土はにぶい

褐色土である。遺物は出土していない。

土坑3 (図130、図版41)

(小林)

調査地南西部に位置する。平面形は長軸86cm、短軸89cmのいび、つな円形を呈する。深さは最大76cm

である。埋土は褐色土である。遺物は出土していない。 (小林)

3-102 
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図125 竪穴8出土遺物

土坑4 (図130、図版41)

調査地南西部の台地縁辺部に位置する。平面形は長軸106crn、短軸90crnの円形を呈する。検出面か

らの深さは最大で、27crnで、ある。埋土はにぶい褐色土・明褐色土である。レンズ状に堆積している。埋

土中からは遺物は出土していない。(小林)

土坑6 (図130、図版41)

調査地南西部、台地の縁辺部に位置している。平面形は長軸132crn、短軸109crnの円形を呈する。検

出面からの深さは最大で、55crnである。断面形は逆台形を呈し、底面にはわずかに窪みがある。埋土は

にぶい褐色土で、炭粒を含む。埋土中からは土器と礁が出土したが時期は判断できない。(小林)

3 -103 
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①暗褐色土(ややもろい)

②暗褐色土(炭混、①より暗い)

③暗褐色土

@E音褐色土(明褐色土混)

⑤陪褐色土(明褐色土j昆、炭混)

⑥暗褐色土(明褐色土やや多くi昆、炭混)
⑦暗褐色土(明褐色土多量混)

サ6日 2固



第4節 その他の時期の遺構と遺物

表7 ピット計測表

P No 長径×短径:深さ 底面の擦ぬ 土色・備考 P No. 長径×短径;深さ 底面の襟雨 土色・備考
: (cm) (m) : (cm) (m) 

P221 36X33 ' 20 54.52 時褐色土(炭混)
P276 31 X28 16 55.89 

E音褐色土(明褐色土ブ、ロッ
P222 34X32 ' 20 54.86 日音褐色土(炭混) ク浪、炭混)
P223 29 X26 32 54.76 R音褐色土(炭混) P277 23X20 28 55.74 日音褐色土(炭混)
P224 32 X29 17 54.81 

盤有ク者混彊褐、主色炭主土混鎧(明) 混)
P278 31 X29 31 55.57 

I時羽ク音浪褐褐、色色炭土土混(明)褐色土ブロッ褐色土プPロッ
P225 37X32 19 55.03 P279 24X21 19 55.79 

P226 23X21 54 54.65 
時階ク混褐褐、色色炭土ゴ混二((明炭)褐滋)色ゴ二ブPロッ

P280 32X28 29 55.66 E者褐色土

P227 30 X27 59 54.71 P281 63X53 ; 21 55.82 碕褐色土

P282 49 X 42 ， 58 55.47 時褐色土(明褐色土ブロッ

P228 19X15 ' 28 55.20 クH音混褐、色炭土混(明)褐色土ブロッ
ク混、炭滋)

P283 35 X32 ' 39 55.65 時褐色土(炭混)

P229 23X22 52 54.97 
結褐色こと(明褐色土ブ、ロツ P284 39 X 35 ~ 25 55.80 E音褐色土
ク滋、炭混) 碕褐色土(明褐色土ブロツ
R音褐色土(明褐色土ブ、ロッ

P285 28 X24 20 55.87 
ク混)

P230 34X30 29 55.26 
ク混、炭混) E音褐色こと(明褐色土ブロッP286 27X19 19 55.89 
精褐色土(明褐色土ブ、ロッ ク混)

P231 36 X 31 30 55.25 
ク混、炭混) P287 49 X40 59 55.51 自音褐色土

P232 37X32 ; 42 55.16 時褐色土(炭混) P288 33X30 ; 41 55.69 暗褐色土
P234 28X24 ， 41 

55.30 川同陣Lク書混籍褐褐告色色炭土士で掛明r炭p混混喝色} ) 
P289 26X23 19 55.88 時褐色土(明褐色土ブロッ

P235 35X26 ' 31 55.15 ク混、炭混)
P236 69X46 ' 75 54.74 P291 36 X28 62 55.44 

暗褐色土(明褐色土ブ、ロッ

31 X24 25 55.35 土ブロッ ク混、炭混)P237 
P292 32X29 45 55.60 暗褐色土(炭混)

日音褐色土(明褐色土ブミロッ P293 28X18 35 55.71 
同川日者音音褐褐褐色f色E土土土(炭混)P238 33X31 28 55.33 

ク浪、炭混) P294 32X24 45 55.60 (炭潟)
絡褐色土(明褐色土ブ、ロッ P295 35X22 19 55.81 (炭混)P239 40 X 35 49 55.13 
ク混、炭混) P296 25X22 19 55.79 階褐色土(炭混)

P240 54X 50 ; 92 54.68 日音褐色土 P297 24X18 ; 16 55.71 精褐色土

P241 42X37 47 55.16 時褐色土(明褐色土ブロッ P298 27X24 24 55.66 日音褐色土(明褐色土ブロツ
ク混、炭混) ク混、炭混)

P242 40X35 ' 66 54.97 日音褐色土 P299 33X31 ~ 58 55.29 緒褐色土
暗褐色土(明褐色土ブロッ P300 30X23 23 55.56 日音褐色土P243 48X36 31 55.32 
ク混、炭混) 階褐色土(明褐色土ブロッ

P245 47X37 39 55.24 時褐色土
P301 33 X 24 19 55.63 

ク混、炭混)
P246 36 X33 暗褐B土 時褐色土(明褐色土ブロッ
P247 18X 17 21 55.59 暗褐色土(炭混)

P302 25X22 23 55.52 
ク混、炭混)

P248 24X21 18 55.65 碕褐色土(炭混) P303 33X29 27 55.50 
階褐色土(明褐色土ブ、ロツ

P249 31X21 ， 33 55.51 時褐色土(炭混) ク混、炭滋)

P250 36 X 32 ' 53 55.37 日音褐色土(明黄褐色土混、 P304 35X28 25 55.49 
E音褐色土(明褐色土ブ、ロツ

炭混) ク 炭混)
P251 34 X 29 ~ 35 55.54 階褐色土(炭混) P305 27X24 ~ 24 55.44 土(かなり暗い)
P252 30 X29 53 55.43 時褐色土(炭混) P306 22 X21 20 55.44 沼 土
P253 39X34 51 55.58 時褐色土(炭混) P307 24 X21 28 55.27 碕褐色土(炭混)
P254 27X21 24 56.00 H者褐色土(炭滋) P308 48 X44 62 54.94 暗褐色土(炭混)
P255 25X22 20 56.10 階褐色土(炭混) P309 32X29 29 55.24 H音褐色土(炭混)
P256 26X23 63 56.02 E音褐色土(炭混) P310 22X 18 13 55.34 暗褐色土(炭混)

P257 34X29 23 56.18 
階褐色土(明褐色土ブ、ロッ P311 47 X 38 ; 30 55‘19 

時褐皇主色主主土盟鎧(炭温盟混}) ク?昆、炭混) P312 28 X24 ' 34 55.18 E音褐
P258 25X22 ' 31 56.10 精褐色土 P313 20X16 ' 13 55.43 日前易
P259 19X18 ' 46 55.93 時褐B土 P314 30X28 ' 18 55.41 

暗褐色土(明褐色土ブ、ロッ
P260 22 X 20 ~ 47 55.86 s音褐色ゴ二 ク混)
P261 23X21 39 55.96 |碕褐色土 日音褐色土(明褐色土ブ、ロツ

時褐色土(明褐色土ブ‘ロッ
P315 31 X27 19 55.51 

ク混、炭混)P262 33X28 24 56.02 
ク混、炭混) 暗褐色ゴ二(明褐色土ブロッP316 23X17 15 55.55 

P263 25X22 28 56.00 暗褐色土 ク浪、炭混)
P264 45 X34 68 55.44 時褐色土 P317 27X24 31 55.41 時褐色土
P265 20 X 17 ; 20 55.90 暗褐色土 P318 43 X 38 17 55.58 暗褐色こと(明褐色土ブロッ
P266 31X26 ' 37 55.66 暗褐色土 ク混、炭混)

P267 25 X 23 ' 15 55.96 
階褐色土(明褐色土ブ、ロツ P319 23X20 ' 35 55.39 時褐色土(炭混)
ク混) IP320 31X27 ' 35 55.39 日音褐色土(炭混)

P268 19X18 18 55.96 日音褐色土 P321 20X18 19 55.55 E音褐色土(炭混)
時褐色土(明褐色土ブロツ P322 31 x28 27 55.47 時褐色土P269 39 X 38 29 55.76 
ク混) P323 24X19 20 55.52 精褐色土

P270 41 X37 61 55.44 碕褐色土 P324 22 X 19 : 21 55.56 陪褐色土
P271 24X20 23 55.80 

階碕階褐褐褐色色色土土土((炭炭混混)) 

P325 19X18 63 55.17 H音褐色土
P272 25X23 37 55.61 P326 26X23 54 55.27 精褐色土
P273 32X27 ; 27 55.70 P327 30X24 ， 24 55.59 E音褐色土
P274 26X24 ' 44 55.64 日音褐色土(炭混) P328 28X23 ' 20 55.71 H音褐色土

P275 23X21 ' 13 55.93 
日音褐色土(明褐色土ブ、ロツ

P329 51X45 ' 35 55.54 
時褐色土(明褐色土ブ、ロッ

ク混) ク混、炭混)
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

表8 ピット計測表

PNo. 長径×短径;深さ 底面の襟I局 土色・備考 P No. 長径×短筏;s(深cmさ) 底面の襟(m高) 土色・備考
(cm) (m) 

P330 39 X32 ' 28 55.51 
時褐色土(明褐色土ブロッ P377 33X27 ' 47 55.57 IP音褐色こと
ク混、炭混) P378 38X33 58 

55.42瞳P331 25X21 ~ 48 55.33 陪褐色土 P379 34X28 57 55.42 
時褐色土(炭・焼土ブ、ロック P380 28X26 36 55.53 

P332 40 X 34 ' 21 55.75 
混) P381 52X42 18 55.81 

P333 25X24 82 55.15 日音褐色土(炭混) P382 30X24 43 55.58 
P334 22X18 20 55.75 H音褐色土(炭混) P383 37X35 57 55.44 
P335 28X24 49 55.47 日音褐色土 P384 32X29 ; 45 55.50 日音褐色土
P335 33X25 ; 19 55.97 日音褐色土 P385 40X31 ' 35 55.57 日音褐色土
P337 40X34 ; 41 55.57 時褐色土 P385 32X 27 ' 29 55.71 時褐色土
P338 35X30 ' 44 55.55 暗褐色土(炭混) P387 26 x25 ' 18 55.81 羽音褐色土
P339 27X24 ' 50 55.50 精褐色土 P388 36X33 20 55.75 時褐色土
P340 72X57 ' 21 55.90 緒褐色ゴ二(炭混) P389 20X 19 34 55.60 羽音褐色土
P341 24 X21 44 55.71 婿褐色土(炭混) P390 28X24 25 55.64 時褐色土

時褐色土(明褐色土ブ、ロッ P391 27X23 48 55.46 緒褐色土P342 54X48 83 55.33 
ク混) P392 34X22 36 55.58 精褐色土

P343 25X24 35 55.77 時褐色土 P393 25 X24 15 55.83 階褐色土
IP344 24X22 20 55.92 日音褐色土 P394 29X28 ; 17 55.78 踏褐色土
P345 27X25 ; 42 55.71 陪褐色土 P395 38X31 ' 47 55.49 時褐色土
P346 23X19 ' 20 55.92 階褐色土(炭混) P396 32X29 ' 29 55.97 E音褐色土(炭混)
P347 30X25 ' 34 55.78 時褐色土 P397 55 X45 ~ 45 55.78 員妾褐色土(炭混)
P348 31 X29 ' 55 55.57 時褐色土 P398 20X16 11 55.15 綾褐色土
P349 24X19 16 55.99 陪褐色土 P399 41X39 55 55.83 E妾褐色土
P350 19 X 18 20 55.95 時褐色土 P402 30X22 9 55.22 時褐色土

陪褐色土(明褐色j二ブ、ロッ P403 21 X 18 22 55.95 E音褐色土P351 75X52 23 55.93 
ク混) P404 21X20 10 55.08 E音褐色土

P352 32X28 39 55.78 時褐色土(炭混) P405 21X19 ; 22 55.01 時褐色土
P353 35X31 ; 43 55.75 暗褐色土(炭混) P405 21X18 ' 19 55.98 日音褐色土
P354 25X22 ; 51 55.67 |精褐色土(炭混) P407 30X22 ' 52 55.66 H音褐色土
P355 24X21 ' 45 55.75 精褐色土 P408 23X19 ' 21 55.97 日音褐色土
P355 55X45 ' 25 55.88 精褐色土 P409 24X20 35 55.84 H音褐色土
P357 24X 22 ~ 22 55.89 情褐色土 P410 24X21 29 55.73 H音褐色土
P358 44X38 32 55.79 Z音褐色土(炭混) P411 35X30 20 55.79 H音褐色土
P359 28X21 39 55.75 時褐色土 P412 34X33 52 55.51 時褐色土
P350 40X34 37 55.57 結褐色土 P413 33X30 20 55.89 時褐色ゴ二
P351 26X18 34 55.47 自音褐色土 P414 37X30 22 55.88 H音褐色土
P352 25 X21 28 55.50 日音褐色土 P415 21X20 ， 35 55.66 暗褐色土
P363 23X19 ; 48 55.33 暗褐色土 P415 35 x32 ' 25 55.81 2音褐色土
P354 39X25 ' 21 55.57 暗褐色土 P417 34X30 ' 25 55.85 

藍壁碕撞褐盟金主色主主土P355 25X24 ' 42 55.38 
宜暗褐盟主色主土

P418 22 X 19 ~ 32 55.78 
P366 50X58 ' 28 55.55 P419 27 X23 58 55.50 
P357 32X25 27 55.55 陪褐色土 P420 34 40 55.74 婿褐色土
P358 19X 16 31 55.55 時褐色土 P421 25X21 30 55.72 緒褐色土
P359 32X25 35 55.47 暗褐色土 P422 29X25 36 55.51 

車綾道褐皇色土土P370 24X23 32 55.52 暗褐色土 P423 I 35 X 33 30 55.58 
P371 38X29 45 55.45 日音褐色土 P424 24X23 54 55.57 賠褐色土
P372 26X24 48 55.42 時灰褐色土 P425 23 x20 ， 22 54.88 E音褐色土
P373 34X32 ; 25 55.47 日音褐色土 P425 34X28 ' 30 55.20 時褐色土
P374 31X28 ' 41 55.29 踏褐色土 P427 27X22 ' 28 55.14 日音褐色土
P375 41X31 ' 21 55.52 稽褐色土 P428 33X30 35 55.25 日音褐色土
P375 34X27 ' 20 55.56 時褐色土

1:4 lOcm 

ァっーに04γ記ぺ5

平二一I---~
' … 一一……J

※括弧内は出土ピット番号

図128 ピット出土遺物 (2)
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O土坑28

グ

土坑30

O 
土坑B

O土坑29

/ 

?1:  5009m 

寸二%

¥やわ

調査地南端部、台地平盟面に位置する。平面形は長軸100crn、短軸85crnのいびつな楕円形を呈する O

深さは最大41crn、断面形は逆台形を呈する O 遺物の出土はない。(小林)

土坑8(図47、図版14)

調査地東側、台地平坦面に位置する O 平面形は長軸89crn、鎧軸76crnの円形を呈する O 深さは最大で

82crnである O 断面形はやや袋状を呈する O 埋土はにぶい褐色土・暗褐色土で炭を少量含む。遺物は出

土 していない。(小林)

土坑9 (図48)

調査地南東端、台地平坦面に位置する。竪穴3により北側を切られる。平面形は長軸65crnの隅丸方

形が想定される O 検出面からの深さは最大で'17crn、断面形は逆台形を呈する O 埋土はにぶい褐色土で

炭を含む。埋土中からは高坪の杯部片147が出土した。(小林)

3 -107 



第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

土坑10(図130)

調査地南東端、台地平坦面に位置する。平面形は長軸103cm、短軸102cmのいびつな円形を呈する。

深さは最大で、137cmである。底面に径25cm~28cm、深さ 33cmの底面ピットをもついわゆる落し穴状土

坑である。埋土は灰褐色を呈し、微細な炭を含む。埋土中からは遺物は出土していない。(小林)

土坑11 (図131)

調査地南側に位置する。南東側は調査地外である O 平面形は円形と思われる。検出面での規模は長

軸124cmで、ある。断面形は逆台形を呈す。深さは約105cm、埋土はにぶい褐色土と褐灰色土であるO 遺

物 は出土していない。(森本)

土坑12(図131)

調査地南側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面での規模は長軸87cm、短軸約70cmで、ある。断

面形は逆台形を呈す。深さは約71cmで、あり、にぶい褐色土と褐灰色系の埋土である。底面には径 9~

llcm、深さllcmの底面ピットをもっ。遺物は出土していない。(森本)

土坑13(図131、図版41)

調査地南側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸85cm、短軸84cmで、ある O 断面

形は逆台形を呈す。深さは約114cm、埋土はにぶい褐色土であるO 底面には径8cm~ 9 cm、深さ14cm

の底面ピットをもっ。遺物は出土していない。(森本)

土坑14(図131、図版41・48)

調査地南東側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸101cm、短軸97cmで、ある O

断面形は逆台形を呈す。深さは約119cmで、あり、明るい褐色系色の埋土である O 底面には深さ32cmの

底面ピットをもっ。遺物は出土していない。(森本)

土坑15(図131、図版42)

調査地南東側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸86cm、短軸75cmで、ある。断

面形は逆台形を呈し、深さは約31cmである。底面には径18~21cm、深さ 15cmの底面ピットをもっ。遺

物は出土していなしミ。(森本)

土坑16(図131、図版42)

調査地ほほ中央に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸88cm、短軸約80cmで、あるO

断面形は逆台形を呈す。検出面からの深さは約109cmで、あり、明るい褐色系色の埋土である。底面に

は長軸24cm、短軸19cm、深さ37cmの底面ピットをもっO 遺物は出土していない。(森本)

土坑17(図132、図版42)

調査地ほほ中央に位置する。平面形は円形を呈し、検出面での規模は長軸81cm、短軸76cmで、ある。

断面形は逆台形を呈し、検出面からの深さは約91cmで、ある。底面には長径21cm、短径19cm、深さ90cm

の底面ピットをもっ。遺物は出土していない。(森本)

土坑18(図132、図版42)

調査地の中央部に位置する。平面形はやや歪な円形を呈し、検出面での規模は長軸146cm、短軸102

cmで、ある。断面形は逆台形を呈す。深さは約123cmで、ある O 底面には径27cm~29cm、深さ 55cmの底面

ピットをもっ。遺物は出土していない。(森本)

土坑19(図132、図版42)

調査地ほほ中央に位置する。平面形はいびつな円形を呈し、検出面で、の規模は長軸109cm、短軸約
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56.00m 

①にぶい褐色土(暗褐色土少量混)
②褐色土(しまる、暗褐色土少量
i見、炭少量;混)
③にぶい褐色土(ゆるい、 E屑プロ
ック少量混)
④にぷい褐色土(ゆるい)

。
55.90m 

①にぶい褐色土(皿厨j昆、炭混)
②にぶい褐色土(皿層プロック混、炭混)
③灰褐色土(皿層プロック混、炭j昆)
④にぷい褐色土(炭混)

)向
56.20m 

①褐色土(陪褐色土混、炭少量j昆)
②褐色土(明褐色土プロック混)
③褐色土(暗褐色土少量混、炭少量
混)
④にぷい褐色土(炭少量i昆)
③明褐色土(褐色土多量混)

60.00m 

①にぷい褐灰色土(明黄褐色土i昆)
②にぶい褐色土(炭混)

1:30 園

図130 土坑2・3・4・6・7・10
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55.90m 

①にぶい褐色土(ゆるい、炭j昆)
②明褐色土(ゆるい、にぶい褐色土混)

③明灰褐色土(しまりあり)

55.90m 

①灰褐色土(微細炭化物混)
②灰褐色土(微細炭化物混、①よ号明るい)
③灰褐色土(ややゆるい、微細炭化物混、
①より明るい)
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55.90m ① 

56.90m 
E生.f.Om

土坑12
①にぶい褐灰色土 (V層混)
②にぷい褐灰色土(炭混)
③H音褐灰色土(炭混)
④褐灰色土

①褐色土(1厨)
②にぶい褐色土 (ll層)
③lこぶい褐灰色土(弥生土器包含扇、炭混)
④褐灰色土(しまる)
⑤褐灰色土(しまる、炭混)
⑥にぶい褐色土(しまる)
⑦にぷい褐灰色土
③にぶい褐灰色土(しまる、炭やや多く混)
①にぶい褐灰色土(しまる、炭混)
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①明褐色土(炭少量混)
②明褐色土(褐色土ブロック混)
③褐色土(炭混)
④やや明るい褐色土(炭混)
⑤灰褐色土(炭混)
⑥明褐色土(灰褐色土プロック混)

①にぶい褐灰色土(炭混)
②にぶい褐灰色土
③にぷい褐灰色土(かたくしまる)
④にぶい褐灰色土 (m層混)
⑤にぶい褐灰色土 (m層多量混)
⑥にぶい褐灰色土
⑦にぶい褐灰色土(皿層多量混)
③にぷい褐灰色土

@:褐灰色土(しまる)
⑤ややH音い褐灰色土(しまる)
⑤にぶい褐色土(しまる)
⑦灰褐色土(しまる)
③やや明るい灰褐色土(しまる)
③黄灰褐色土(しまる、 N層混)
⑬明褐灰色土フ。ロック(しまる)
⑪明褐色土(しまる)
⑫やや明るい黄褐色土(しまる)
⑬やや明るい褐灰色土(しまる)
⑬やや明るい褐灰色土(しまる) 1:30 盟

土坑11~16 
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56.20m 

56.∞m 

①にぶい褐色土(ゆるい、褐色土i見、炭少
量混)
②にぶい褐色土(しまる、暗褐色土少量;
i見、褐色土混)
③暗褐色土(ややしまる)
④やや明るいH音褐色土(ゆるい、褐色土混)
⑤明褐色土(暗褐色土混)
⑥にぶい褐色土プロック
⑦にぷい褐灰色土(皿層プロック混、炭混)

べ ¥

¥とづ
56.00m 

①にぶい褐色土(しまる、暗褐色土プロック混)
②にぶい褐色土(陪褐色土ブロック混)
③にぶい褐灰色土(ややゆるい、暗褐色土

プロック混)
④にぶい褐灰色土(ゆるい、炭少量j見)
⑤にぶい褐灰色土

図132 土坑17~22
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第4章 古御堂笹尾山遺跡の調査

88cmで、ある O 断面形は逆台形を呈す。 深さは約96cmで、あり、埋土はにぶい褐色土である。底面には径

18cm~19cm、深さ 37cmの底面ピットをもっ。遺物は出土はない。(森本)

土坑20(図132、図版42)

調査地中央やや北西側、台地平坦面上に位置する O 平面形は円形を呈し、北側には段をもっ。検出

面で、の規模は長軸98cm、短軸90cmで、ある。断面形は逆台形を呈し、検出面からの深さは約86cmで、ある。

遺物は出土していない。(森本)

土坑21 (図132、図版42)

調査地北西側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸90cm、短軸89cmで、ある。断

面形は逆台形を呈す。 深さは約83cm、埋土はにぶい褐色土と暗褐色土である。底面には径21cm~22cm、

深さ6cmの底面ピットをもっO遺物は出土していない。(森本)

土坑22(図132、図版42)

調査地北西側、台地平坦面上に位置する。平面形は円形を宝し、検出面で、の規模は長軸104cm、短

軸約91cmである O 断面形は逆台形を呈す。深さは約133cm、埋土は褐灰色土である。底面には径19cm

~23cm、深さ 31cmの底面ピットをもっO 遺物は出土していない。(森本)

土坑23(図133、図版43)

調査地北西側に位置する。平面形は円形を呈し、南側はテラス状の段をもっ。検出面での規模は長

軸113cm、短軸llOcmで、ある O 断面形は逆台形を呈す。深さは約109cmであり、埋土は褐灰色土である。

遺物は出土していない。(森本)

土坑24(図133、図版43)

調査地中央北西側に位置する。平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸133cm、短軸132cmであ

る O 断面形は逆台形を呈す。深さは約162cm、埋土は褐灰色土である。底面には径14cm~17cm、深さ

18cmの底面ピットをもっO 遺物は出土していない。(森本)

土坑25(図133、図版43)

調査地東側に位置する O 平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸88cm、短軸84cmで、ある。断面

形は逆台形を呈す。深さは約122cmで、あり、埋土は褐灰色土である。底面には径17cm~21cm、深さ 36

cmの底面ピットをもっO遺物は出土していない。(森本)

土坑26(図133、図版43)

調査地東側に位置する O 平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸114cm、短軸99cmで、ある。断

面形は逆台形を呈す。 深さは約109cmで、あり、埋土は褐灰色土である。底面には径22cm~24cm、深さ

36cmの底面ピットをもっO遺物は出土していない。(森本)

土坑27(図133、図版44)

調査地東側に位置する O 平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸71cm、短軸67cmで、ある。断面

形は逆台形を宝し、深さは約95cmで、ある。底面には径22cm~25cm、深さ 34cmの底面ピットをもっ。遺

物は出土していない。(森本)

土坑28(図133、図版44)

調査地東側、台地平坦面上に位置する O 平面形は円形を呈し、検出面で、の規模は長軸71cm、短軸67

cm、断面形は逆台形を呈す。深さは約107cm、埋土は暗褐色土である。底面には径14cm~18cm、深さ

18cmの底面ピットをもっO遺物は出土していない。(森本)
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⑤暗褐色土
⑦H音褐灰色土
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①にぷい褐色土(暗褐色土、 E層混)
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図135 土坑14・29出土遺物
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@褐灰色土(しまる、炭少量混)
@褐灰色土(ややもろい、炭少量i昆)
0.:褐灰色土(ややもろい)
⑥褐灰色土(ややもろい、炭少量混)

。 1:30 1. 

図134 土坑29~32

土坑29(図133、図版44)

調査地東側に位置する O 平面形は円形を呈し、検出面での

規模は長軸98cm、短軸82cmで、ある O 断面形は逆台形を呈す。

深さは約27cm、埋土はにぶい褐色土と褐灰色土である O 底面

には径22cm~29cm、深さ 9cmの底面ピットをもっO 埋土中よ

り査507が出土した。(森本)

土坑30(図133、図版44)

調査地北側に位置する O 径115cm前後の楕円形と想定され

るO 断面形は逆台形を呈し、深さは約79cmで、ある O 埋土はに

ぶい褐色土である。遺物の出土はない。(森本)

土坑31 (図134、図版44)

調査地南側に位置する O 平面形は径115cm前後の円形と想

3-114 
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第5節古御堂笹尾山遺跡の集落変選

定される。断面形は逆台形を呈す。深さは約159cmで、あり、埋土はおもに褐灰色土である。底面には

径約23cm、深さ27cmの底面ピットをもっ O 遺物の出土はない。(森本)

土坑32(図134)

調査地南東側に位置する。平面形は長径88cm、短径79cmのほぼ円形と思われる。断面形は逆台形を

呈する。深さは約128cm、埋士は暗褐色士である。遺物の出土はない。(森本)

第5節 古御堂笹尾山遺跡の集落変遷

本項では古御堂笹尾山遺跡の集落遺構の変遷を整理する。

弥生時代後期後葉 ほほ同時期の所産とみられる 4 棟の住居跡が10m~15mの距離で弧状に分布す

るO 平面形には多角形、隅丸方形、方形などバリエーションがある。

弥生時代終末期 竪穴住居跡 5棟のほか掘立柱建物跡を検出した。掘立柱建物 6のみが確実であるが、

埋土や断片的な出土遺物からみて他の掘立柱建物跡も当該期に属する可能性が高い。住居跡はおもに

台地の北東側に分布し台地中央付近にはみられない。土器型式上で認めうる併存住居は、終末期前葉

が竪穴住居 3 の 1 棟、終末期後葉が竪穴住居 9 ・ 10 ・ 11の 3 棟である。それぞれの住居跡は12m~15m

の距離で分布する O 竪穴住居10は平面六角形、床面積33.4m2の比較的大型の住居跡である。

古墳時代前期後葉 竪穴住居12のみである O 同時期の遺物は竪穴住居10の覆土①層で散見される程度

である O この後中期後葉まで集落は断施するが、一方北西側に隣接する押平尾無遺跡ではわずかなが

ら中期後葉まで集落の継続が認められる。住居の平面形はこれ以後すべて方形に統一されるO

古墳時代中期後葉 再び集落が形成される O 検出したのは 1棟のみであるが、北西側に広がるものと

みられる O

古墳時代中期末 台地の南西側を中心に 6棟の住居跡を検出した。すべてが併存か分からないが、そ

れぞれの住居は比較的近接し2.5m~ 9 m程度の間隔で、分布する。竪穴住居22、竪穴4は上屋が焼失し

ている。

古墳時代後期前葉 6棟の住居跡が検出され後期中葉にかけて集落の最盛期となる。全てが併存かは

分からないが、各住居は 4m~18mの間隔で分布する。住居の主軸は北東一南西方向を一辺とするも

のが多い。竪穴住居23・18は焼失住居である O 当該期の住居の大半には南東側一辺の床面に住居外方

に向かい掘削された斜坑状のピットがみられる。

古墳時代後期中葉 6棟の住居跡、 3棟の竪穴が検出された。竪穴住居19・30・31は比較的新しい段階

の土器が出土しており二時期に分かれる可能性がある。一時期当たりの併存住居数は 3棟前後であろ

うO 比較的台地中央付近に分布する。一辺が3m前f後麦で

れる O

古墳時代後期後葉 台地北東側縁辺部の 1棟のみである O 茶畑遺跡群の古墳時代集落としては最終段

階の集落遺構である。他の住居の覆土中から当該期の土器が若干出土しており、調査地外に遺構が存

在するかもしれない。
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表 9 封書一覧表
竪穴住居・襲穴

遺構名 平面形 規模 (m)
床・底面積

時期 備考
(rrl) 

竪穴住居la 偶丸方形 弥生時代後場後葉

竪穴住居1b 隅丸多角形 弥生時代後期後葉

祭穴住居2a 隅丸方形 3.5X3.4 8. 7 
弥生時代後期後葉

竪穴住居2b 不整な円形 4.5 X4. 4 14.2 
竪穴住居3 隅丸方形 4.1 X 3.8 13.4 弥生侍代終末期
援穴住居4 隅丸方形 5.1 X 5.05 20.9 弥生時代後期後葉~終末期
竪穴住居5 隅丸方形 4. 3X4. 3 弥生時代後期後葉

竪穴住居6 テフス状 9.2 53.0 弥生時代後期後葉 板状鉄斧、袋状鉄斧

竪穴住居7 方形 1.4 弥生時代後期後葉

緊穴住居8 網丸方形 5.2X4.1 弥生時代後期後葉~古墳待代前期

竪穴住居9 隅丸ニ角形 3.6X3.5 9.3 弥生時代終末期
竪穴住居10a 五角形 6. 4X6. 2 24. 7 

弥生時代終末期
竪大住居10b 六角形 6. 7X6. 6 33.4 
竪大住居11 隅丸方形 5. 6X5. 5 27.0 弥生時代終来期
竪穴住居12 隅丸方形 一辺4.5前後 古墳待代前期後葉

竪穴住居13 方形 5.7 X 5.2 14.6 古墳持代中期末 (2期)
竪大住居14 方形 6. 5X6. 3 38.3 古墳時代後期前葉 (3期) 斜坑状ヒ。ット

室主穴住農15 長方形 6.1X5.3 30.2 古墳時代後期後葉 (5期)
塁王穴住居16 瀬丸方形 4. 7X4. 4 18.9 合演時代後期中葉 (4期) 斜坑状ヒ。ット

竪穴住居17 方形 5. 7 
竪穴住居18 方形 4.9 X4. 8 21. 3 古墳時代後期前薬 (3期) 焼失住居

竪穴住居19a 方形 5.6X5.7 28. 3 
古墳時代後期中葉 (4期)

斜坑状ピット

竪穴住居19b 方形 7.2X7.1 40.5 斜坑状ピット

竪穴住居20 方形 5. 5X5. 5 古墳時代後期前葉 (3期)
竪穴住居21 方形 4. 2X4. 0 14.5 古墳時代後期前葉(3期) 斜坑状ピット

竪穴住居22a 方形 4. 9x4. 4 18.9 
古墳時代中期末 (2期)

祭穴住居22b 方形 5.2X6.5 31. 7 焼失住居

竪穴住居23 方形 3. 9X3. 2 11. 2 古墳時代後期前葉(3期) 焼失住居、斜坑状ピット

竪穴住居24 方形 4. 7X4. 4 18.4 古壌時代後期中葉 (4期) |斜坑状ピット

竪穴住居25 方形 古墳時代後期中葉 (4期)?
竪穴住農26 方形 一辺約5.7 古境時代中期後葉(1甥)
緊穴住居27 方形 6. OX4. 7 26.0 古墳時代中嬢末 (2期)
竪穴住居28 方形 6.5 古墳時代中期末 (2期)
竪穴住居29 方形 6. 3X4. 0 15. 7 古墳持代後期中葉 (4期)
竪穴住居30 方形 古墳待代後期中葉 (4期)
笠穴住居31 方形 7.6 古墳持代後期中葉 (4期)
疑穴住居32 方形 3. 9X3. 5 13.2 古壌時代中期末(2期) 周堤f誇
竪穴住居33 方形 一辺約3.2 
竪穴住居34 方形 3. 3X3. 0 9.0 古墳時代後期間葉 (3期)
竪大l 方形
竪穴2 長方形 (3.9) X2. 6 古墳時代中期~後期
緊穴3 方形 一辺約2.3 

瞳官~後期竪穴4 方形 3.3 X 2.8 8. 6 期末(2期) 焼失遺構、須恵器樽形駿

竪穴5 方形 3. 5X3. 5 10. 7 期中葉 (4期) 斜坑状ピット

霊穴6 方形 3. OX2. 9 7.5 古墳持代後期中葉 (4期)
竪大7 方形 3.7X3.5 11. 4 古墳持代後期前葉または中葉 (3・4期)
竪穴8 方形 3. 3X2. 7 8. 1 古墳持代後期中葉 (4期)

掘立柱建物

遺構名 平面形 規模 (m) 主軸 時期
梁桁範囲の

備考
街積 (rrl)

擁立柱建物1 1間X2問 2.5 X6. 4 N-490 -w 弥生時代後期~古壌時代前期 16.0 
抱支柱建物2 1間X2問I 2.4X4.2 N-200 -w 弥生時代後期~古墳時代前期 10. 1 
掘立柱建物3 1間X2関 3. OX2. 0 N-320 -w 弥生時代末葉~古墳時代前期 6.4 P2.P3より桃核
擁立柱建物4 1照X2間 2. 8X4. 1 N-470 -w 弥生時代後期~古墳時代前期 11. 5 
掘立柱建物5 1関Xl間 2. 4X2. 4 弥生時代後期~古墳待代前期 5. 7 
掘立柱建物6 1開X2間 2. 9X4. 8 N-390 -w 弥生時代終末期 13.9 
掘立柱建物7 1間X2問 2. 2X3. 5 N-530 -w 弥生時代後期~古墳持代前期 7. 7 
掘立柱建物8 1間X2問 2.1 X3. 3 N-70 -E 弥生時代後期~古墳時代前期 6.9 
掘立柱建物9 1間X2問 2.1 X3. 2 N-340 -E 古墳時代中期~後期 6. 7 
掘立柱建物10 1問X2間 2. 6X2. 6 N-410 -w 古墳時代中期~後期 6.8 
※(  )内は残存値
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古御堂笹尾山遺跡出土遺物観察表

土器・土製品
( )は復元推定値を示す、→l主総節調整の綴序を示す

Iも 遺構 厨{立 図 坂話 器穂
法数(cm)

色調
言時整

残存率 備考
口径 成後 若完治五 内 外

I 竪穴住居 周壁1梓 9 I 45 警官 (16.0) f主1立燈色 ナデ ナデ
口縁
口縁部外而に貝殻復縁による条痕文。

1ω2 1/日

21~穴住居 説ミouiな上 9 ー き車 (18.0) 燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁 口縁部外国に貝殻復縁による条痕文、胴

1 1/8 部上総iこ艮殻復縁による連続ili11突文。

3 竪穴住居
上厨 9 I 45 き星 (16.4) 浅黄燈色 不明 ナデ

口縁
口綾部に7条の平行沈線文。

1 1/日

4 竪穴住居 上鼠 9 き星 (12.3) lこぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口縁部iこ7条の平行沈線文。

1 1/6 

5 竪穴住居 ③足当 9 I 48 〆旦字Zユ (12‘7) lこぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口総

1 ⑥長雪 1/日

6 竪穴住居 上隠 9 I 48 き患 (18.0) にぶい黄燈色
ハケ→

ナデ
口縁

1 ナデ・ケズリ 1/10 

7 駿穴住居 上勝 日 器台 (18.5) 浅黄燈色 ケズリ ナデ
脚部

I 1/8 

B 竪穴住居 上腐 9 I 45 器台 (30.4) にぶい赤褐色 ナデ→ミガキ ナデ
口骨量
口縁部外箇lこ貝殻復縁による条痕文。

1 1/10 

9 竪穴住居 上関 9 I 45 1盟白~ムロ iこぶい褐色 ハケ ノ、ケ→ナデ
受部 内外面赤彩、口縁部外面lこ貝殻復縁によ

1 1/6 る条痕文。

10 堅E穴住脂 P 1 9 I - 底部 (7.8) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
底部

1-1 1/8 

1l 竪穴住燈 上局 9 I 45 底部 (8.2) iこぶい黄位色 ナデ ハケ→ナデ
底部

1 1/2 

12 堅塁穴伎辰 9 I 45 i白坪 黄綬色 ナデ ノ、ケ→ナデ
杯部

1 1/3 

13 竪穴住居 床在五夜j二 12 46 きE (13.4) 浅黄燈色 ケズリ→ナデ ナデ
口総
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

2 1/6 

14 竪穴住居 床面底上 12 46 5星 (15.8) 浅1首位色 ハケ→ ナデ
口縁
口縁部外国に貝殺復縁による条痕文。

2 ナデ・ケズリ 1/日

15 
駁穴住居

床街陸上 12 き思 (16.6) にぶい権色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁 口縁部外面および胴部に貝殻腹縁による

2 ナデ・ケズリ 1/2 条痕文。

16 
竪穴住居

最下j詞 12 47 懇 (19.1) 浅黄燈色 ハケ→ナデ ナデ
日縁
口縁端部iこ数状の沈線文。

2 1/3 

17 
竪穴住居

最下鳳 12 46 >，ll! (12.0) 浅1立4畳色 ケズリ→ナデ ナデ 口縁 口縁部外面に貝殻復縁による浅い条痕

2 1/4 文。

18 
竪穴住居

査を下閣 12 46 王監 (18.3) lこぶい黄援色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口縁部外面に貝殺復縁による条痕文。

2 1/8 

堅穴住居
ハケ→

口縁
19 床面復上 12 46 き星 (19.2) 浅黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ 口縁部外面に貝殺復縁による条痕文。
2 

→ミガキ
1/6 

竪穴住居
ハケ→

頚部
20 最下鼠 12 46 型E (20.3) にぷい燈色 ナデ・ケズリ ナデ 口綾部外面lこ只殺復縁による条痕文。
2 

→ミガキ
1/日

21 
竪穴住居

最下層 12 46 き星 (22.6) 浅黄ほ色 ナデ・ケズり ナデ
口縁
口縁部外箇lこ7条の平行沈線文。

2 1/8 

22 
竪穴住居 最下層

12 47 き壁 11. 8 3.6 12.6 羽賀褐色 ナデ・ケズリ
ハケ→ナデ→ 器形の 口縁部iこ5条の平行沈線文、胸部に板状

2 空室際 ヘラナデ 2/3 工具による迷統刺突文。

23 
竪穴住居 上鴎

12 至理 14.9 iこぶい燈色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁 口縁郊外面に貝殻脱縁による条痕文、 H同

2 最下層 ナデ・ケズジ 完存 部iこ車11突文。

24 
竪穴住居

最上騎 12 46 き盟 (13.8) iこぶい黄絞色 ナデ・ケズリ ナデ
頚部 口縁郊外面に兵殻復縁による条痕文、'lj'j

2 1/3 苦!iに筏約 3mmの焼成後穿孔。

25 
竪穴住居

上扇 12 46 号車 (19.5) 浅黄位色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

2 ナデ・ケズリ 1/4 

26 
竪穴住居

最上層 12 46 議 (23.8) にぶい策燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

2 1/日

27 
竪穴住居

最上関 12 46 霊童 (15.3) 浅黄色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
頚部 口綾部外面に貝殻腹縁による条痕文、胴

2 ナデ・ケズリ 1/2 部上端iこ貝殻による述統料突文。

28 
竪穴住居

①層 12 46 台付盗 にぶい黄燈色 ケズリ ナデ
脳部 同心円状スタンプ文、 4条の平行沈線文

2 1/4 →貝殻復縁による述統制突文e

29 
竪穴住居

中層 12 46 脚部 (14.1) 浅黄怪色 ケズリ ナデ
胸!部 外面若手彩、脚部外面lこ貝殻復縁による条

2 1/8 議文。

30 
竪穴住居

最下賜 12 46 器台 (21. 2) 浅黄燈色 ミガキ ミガキ
口縁 内外商赤彩、口縁部外面に貝殻復縁によ

2 1/5 る条痕文。

31 
軍主穴住居

最下図 12 47 向坪 (23.7) 明黄褐色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
杯部

2 1/2 

32 
塁王穴住勝

最下層 12 46 底部 5.3 にぶい黄檀色 ナデ ナデ
底部

2 3/4 

33 
竪穴住居

最下層 12 46 底部 (7.7) 浅黄燈色 ナデ ナデ
底部

2 1/2 

34 
竪穴住居 ②~③腐

12 46 底部 3.6 浅黄燈色 ケズリ→ナデ ナデ
底部

2 最下隠 3/4 

35 
竪穴住居

最上問 12 46 底部 (6.0) にぶい黄燈色 ケズリ→ナデ ノ、ケ→ナデ
底部

2 1/2 

36 
竪穴住居

最上層 12 底部 (13.7) 燈色 ナデ ナデ
底部

2 1/5 

37 
霊E穴住居

①扇 12 底部 3.2 淡黄燈色 ナデ ナデ
底部

2 完存

38 
竪穴住居

最下扇 15 45 説必震" (14.4) にぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

3 1/5 

3 -120 



出土遺物観察表

No 遺構 厨イ立 |図 民凶百 器種 法後(cm)
色調

i塁笠 残存率 ffii考
ロ手子 Jft1~ 曇号ro i1'I 4乃L

39 竪穴住居 最上民事 15 I 45 三宅 (13.4) にぶい黄綬色
/¥ケ→

ノ、ケ→ナデ 日縁
3 ナデ・ケズリ 1/6 

40 竪穴住居 P5 15 I 45 王室 (16.0) 策極色 ナデ ナデ
口線
内外面赤彩

3 ①長雪 1/16 

41 竪穴住居 P4 15 I 45 若草 (5.5) iこぶい黄燈色 不明 不明
口縁

3 1/10 

42 竪穴住蔚 最下層 15 I 45 鐙 (20.0) にぶい黄燈色 ナデ・ケスリ ナデ
口縁
口縁部外而に貝殻復縁による条痕文。

3 1/8 

43 竪大{主厨
②~③燭 15 I 45 霊童 (14.8) 明赤褐色 ナデ・ケズリ ナデ

口縁 内外百五赤彩、口縁部外面にハケ状工具に
3 1/6 よる沈線文。

44 竪穴住居 ②~③関 15 I 45 宝でE (15.4) 位色 ケズジ→ナデ ナデ
口縁 綴線上半から、口縁部に貝殻復縁による

3 1/6 条痕文、頚部に巡絞取l突文。

45 竪穴住居
②~③扇 15 I 45 き壁 (16.4) lこぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ 口縁

口縁部外面に波状文。
3 1/5 

46 竪穴住居 ③厨 15 I 45 E車 (17.3) にぶい黄綬色 ケズリ→ナデ ナデ
日縁 口縁部外面に貝殻t主総による条痕文、胴

3 1/8 部上端付近iこ呉後復縁による波状文。

47 竪穴住居 15 I 45 主題 (18.0) 燈色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
口縁

3 1/2 

48 
竪穴住居

②~③焔 15 45 商杯 (14.2) 燈色 ケズリ ナデ
脚部
胸部綴衡に2条の凹線文

3 1/日

49 P経穴住居 15 I 45 底部 iこぶい黄燈色 ケズヲ ハケ→ナデ
底部

3 2/3 

50 竪穴住燈 ②~③長寿 15 I 45 成部 (6.2) iこぶい貨燈色 ケズリ ナデ
底部

3 1/2 

51 駁穴住居 上層 18 I 47 号車 (15.6) 位色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
日縁部外面にハケ目状の平行沈線文。

5 1/8 

52 竪穴住居 上腐 18 I 47 翠E (17.0) lこぶい褐色 ハケ→ナデ ナデ 口縁
口縁部lこ貝役復縁による条痕文。

5 1/4 

53 
竪穴住居

上厨 18 47 器台 にぷい控色 ナデ ノ、ケ→ミガキ 口縁
日縁部外商に貝殺復縁による条痕文。

5 1/8 

54 
竪穴住居

上層 18 47 底部 (4.0) にぶい褐色 ケズリ ノ、ケ→ナデ
底部

5 1/2 

55 
竪穴住居

床面陸上 20 47 生唱 18.8 にぶい黄控色
ケズリ・ナデ

ナデ
口縁
口縁部外面iこ貝殻復縁による条痕文。 I

6 →ミガキ 3/4 

56 竪穴住居 下鴎 20 47 王監 (26.1) 浅黄綬色 不明 不明
口縁
口縁部に貝殻復縁による条痕文か。

6 1/4 

57 
堅E穴住居

上扇 20 47 ~ (18.9) 位色 ハケ→ナデ ナデ
口縁
口縁部に貝殻復縁による条痕文。

6 1/8 

58 
竪穴住居

上層 20 懇 (18.0) にぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口縁部iこ貝殺復縁による条痕文。

6 1/5 

59 
竪穴住居

①扇 20 47 lIlIl (15.4) にぶい黄燈色 ハケ→ナデ ナデ
口縁

6 1/8 

60 
竪穴住居

下層 20 47 5亙 (23.7) 浅黄燈色
ハケ→

ナデ
口縁

6 ナデ・ケズヲ 1/4 

61 
竪穴住居

上j溜 20 47 懇 (20.8) 浅黄燈色 ナデ ナデ
口縁

6 1/6 

62 
竪穴住居

上腿 20 裂 (14.8) にぶい黄燈色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
日縁

6 ナデ・ケズジ 1/5 

63 
竪穴住居

上厨 20 至語 (14.8) にぶい黄綬色
ハケ→ナデ→

ノ、ケ→ナデ
口縁

6 ケズヲ 1/4 

64 
竪穴住居

床面度上 20 47 底部 5.4 浅黄位色 ナデ ノ、ケ→ナテー 底部
6 完存

65 
竪穴住蔚

上厨 20 47 低脚杯 4.6 浅黄燈色 ナデ ナデ
脚部

6 完存

66 
竪穴住居

上勝 20 47 主を (14.4) 浅1青梅色 ナデ・ケズリ ナデ iコ縁
6 1/8 

67 
堅穴住居

上層 20 翠 (15.4) 浅黄燈色 ナデ ナデ
口縁

6 1/4 

68 
~穴住居

上層 20 主塩 (15.3) 位色 ハケ→ナデ ナデ
口縁

6 1/8 
援穴住厨

②厨 20 
ロ縁3/4

69 6 59 資 22.5 浅黄位色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナテー 胴部 内面ほ{;!全面に黒色の付恭物。
竪穴4 ①殿 117 一部残

70 
竪穴住厨

上層 20 街杯 10.8 浅黄燈色 不明 ナデ
脚部

6 3/4 

71 
竪穴住居

23 底部 (2.4) 経色 不明 不明
底部

8 112 

72 
霊E穴住E号

床百五主主上 25 59 王宮 20.4 浅黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

9 7t存

73 
堅E穴住居

P4 25 47 若宮 (20.0) 位色 ナデ→ケズジ ナデ
口縁

9 1/8 

74 
竪穴住居

25 翠 (11. 2) にぶい位色 ナデ ナデ
口主主

9 1/6 

75 
竪穴住居

下腐 25 47 底部 (4.6) 浅黄綬色 ケズリ→ナデ ノ、ヶ
底部

9 1/3 

76 
竪穴住居

床面直上 28 若宮 灰黄褐色 ナデ ナデ
口縁

10 1/10 

77 
竪穴住居

F長街底上 28 密 (13.7) にぶい黄燈色
ハケーー

ノ、ケ→ナデ
口縁

10 ナデ・ケズリ 1/4 

竪穴住居 中央 口縁78 
10 終主主土上問

28 懇 (15.4) iこぶい黄位色 ナデ・ケズリ ナデ
1/10 
口縁部外面iこ貝役復縁による条痕文。

79 
竪穴住居

床関匝まよ 28 主題 (18.0) にぶい黄綬色 ナデ・ケズリ ナデ
日産量
口縁部外面に貝設復縁による条痕文。

10 1/8 

80 
竪穴住居

最下層 28 低脚杯 10.0 にぷい栂色 ナデ ノ、ヶ 脚部
10 完存
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第4章古御堂笹尾山遺跡、の調査

民a 遺構 府f立 図 関 器種
法滋(cm)

色調
言理整

残存率 備考
版 口径 B主筏 若苦品 内 外

81 
竪穴住居

上層 28 主題 (16.8) にぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

10 1/9 

82 
竪穴住居

下層 28 き車 (17.1) iこぶい黄燈色 ナデ・ケズヲ ノ、ケ→ナテt
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

10 1/8 

83 
竪穴住居

床街区上 28 王建 (18.3) 燈色 ナデ ナデ
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

10 1/8 

84 
竪穴住居

下厨 28 護 (20.0) 浅黄位色 ナデ ナデ
口紋
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

10 1/7 

85 竪穴住居 上関 28 議 (13.4) にぷい黄位色 ナデ ナデ
日宗主

10 1/10 

86 
竪穴住居

上層 2日 事E (13.3) にぷい黄櫨色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナテ申
口縁 口縁郊外活に只産量後縁による条痕文、の

10 1/6 ちナデ渋し。

87 
竪穴住居

下厨 28 号車 (14.4) にぷい黄燈色 ナデ ナデ
口縁

10 1/自

88 
竪穴住居

上脳 28 裂 (15.7) にぶい黄極色 ナデ ナデ
日縁

10 1/自

89 
竪穴住居

上層 28 至理 (16.0) 浅黄燈色 ナデ ナデ
日産量

10 1/8 

90 
竪穴住居

上層 28 宣E (18.0) にぶい黄燈色
ハケ→ナデ→

ハケ→ナデ
日繰

10 ケズ自 1/2 

91 
竪穴住居

中尉 28 ~ (15.8) にぷい黄燈色
ハケ→ナデ→

ハケ吋ナデ
頚部

10 ケズリ 1/10 

92 
竪穴住居

下腿 28 懇 (13.6) にぷい檀色 ナデ・ケズロ ナデ
口縁

10 1/5 

93 
竪穴住居 2Xヨ 28 き塁 (14.6) 浅黄色

ハケ→
ハケ→ナデ

務部
10 ナデ・ケズロ 1/2 

91 
~穴住居

上層 28 長1ミ (15.4) にぶい黄位色 ナデ ハケ→ナデ
器形の

10 1/4 

95 
竪穴住居

下腿 28 宣言 (8.4) にぶい黄燈色 ナデ・ケズロ ハケ→ナデ
頭部

10 1/3 
ト一一

I 同竪~穴穴r住住D 居居~ 上厨
ハケ→ 脚部

96 28 高士干 10.0 lこぶい黄燈色 ハケ→ナデ
ヘラナデ ほiま~存

ト一一
脚部

97 10 上鴎 28 高杯 浅黄綬色 不明 ノ、ケ→ナデ
2/3 

98 
竪穴住居

上層 28 高杯 17.0 11. 2 10.9 にぶい貨燈色 不明
ノ、ケ→ナデ 器形の

10 -脚部へラナデ 2/3 

99 
竪穴住居

上層 28 犯手 浅黄燈色 ナデ
把手部

10 5主存

100 
竪穴住居

①扇 29 き霊 (14.2) にぶい黄位色 ノ、ケ→ナデ ナデ
頚部

10 1/6 

101 
塁王穴住居

①層 29 き盟 (14.8) にぷい黄燈色 ハケ→ナデ ナデ
口縁

10 1/7 

102 
竪穴住居

①騎 29 量:~ (14.7) にぷい黄檀色 ナデ ナデ
口縁

10 1/1 

103 
竪穴住居

①鼠 29 護 (16.6) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
口縁

10 1/9 

104 
竪穴住居

①周 29 号車 (12.7) にぷい黄燈色 ナデ ナデ
口縁

10 1/6 

105 
~穴住居

①厨 29 'J!j (13‘8) にぶい黄燈色 ナデ ハケ→ナデ
口総

10 1/10 

106 
竪穴住居

①厨 29 壷 (14.2) にぶい黄燈色 不明 ナデ
口縁

10 1/9 

107 
竪穴住居

①閥 29 号車 (15.6) にぶい黄燈色 不明 不明
頚部

10 1/4 

108 
竪穴住居

①厨 29 型E (18.0) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
頚部

10 1/9 

109 
竪穴住居

①扇 29 宜せEず (9.4) 明赤褐色 ケズリ・ナデ ノ、ケ→ナデ
口縁

10 1/5 

110 
竪穴住居

①贈 29 号車 (14.4) にぶい褐色
ハケ→ナデ→

ハケ吋ナデ 口縁
10 ケズリ 1/7 

111 
竪穴住居

①j習 29 き星 (10.6) にぶい黄燈色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁
胸部lこへラ描鋸歯文。

10 ナデ・ケズ担 1/4 

112 
竪穴住農

①厨 29 ~ (13.2) iこぶい黄権色
ノ、ケ→ナデ→

ノ、ケ→ナデ
口縁

10 ケズリ 1/3 

113 
竪穴住居

①府 29 号車 (17.4) iこぶい黄位色
ハケ→

ナデ
頚部

10 ナデ・ケズヲ 1/8 

114 
室主穴住居

①厨 29 ~ (18.9) にぷい黄燈色 ナデ・ケズリ ナデ
頚部

10 1/7 

115 
霊穴住居

①腐 29 5題 (18.5) lこぶい策位色 不明 ノ、ケ→ナデ
口縁

10 1/8 

116 
竪穴住居

①厨 29 硲杯 (18.5) にぷい黄檀色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
杯部

10 1/自

117 
竪穴住居

①厨 29 ~ 裕灰色 ナデ ナデ
口縁

10 1/12 

118 
竪穴住蔚

29 高杯 にぷい黄燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナテe
腕部

10 2/3 

119 
竪穴住居

①厨 29 凶J杯 9.2 にぶい黄燈色 不明 へラナデ
脚部

10 ほぽ完存

120 
竪穴住居

①!函 29 高杯 9.8 燈色 ハケ ノ、ヶ 脚部
10 3/4 

121 
竪穴住居

①腐 29 高杯 10.1 にぶい貨燈色 不明 ヘラナデ
脚部

10 2/3 

122 
竪穴住居

①厨 29 同珂Z (9.3) 時灰色 ノ、ケ→ナデ
ハケ→ 脚部

10 ヘラナデ 1/3 

3…122 



出土遺物観察表

No. 遺構 層位 図 協 器極
法裁(cm)

色調
議号室

残存率 備考
版 口径 底後 若~出3 内 外

123 
竪穴住居

①Ii'l 29 
須恵器 (10.7) 青灰色 回転ナデ 回転ナデ

受部
10 持Z身 1/6 

124 
竪穴住居

床領主主上 32 (19.8) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
口縁

11 1/2 

125 
竪穴住居

床面直上 32 48 5亙 (17.6) にぷい黄燈色 ナデーケズリ ナデ
口縁

11 1/12 

126 
竪穴住居

床面夜上 32 壷 (16.2) 明黄褐色 ナデ 不明
日縁

11 {元f中子

127 
竪穴住居

床面底上 32 48 宜"A (17.6) にぷい黄燈色 ケズリ・ナデ ナデ
口縁

11 1/2 

128 
竪穴住居

床面政上 32 底部 (2.7) 灰黄褐色 ナデ ナデ
底部

11 1/2 

129 
竪穴住居

床面底上 32 48 底部 4.5 にぷい燈色 ナデ ハケ
底部

11 3/4 

130 
竪穴住居

下図 33 48 ~ (15.7) 浅黄檀色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

11 1/8 

131 
竪穴住居

②~③魁 33 48 査 (15.1) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
口縁

11 1/8 

132 
竪穴住居

床顕在上 33 48 器台 にぶい黄燈色 ナデ ナデ
受部

11 1/5 

133 
竪穴住居

②~③厨 33 48 霊illi にぶい黄控色 ナデ ノ、ケ→ナデ
日阿部 上下ニ段にわたる貝殻波紋による述統ijilJ

11 1/3 ヲE文。

134 
竪穴住居

①厨 33 48 器台 浅黄燈色 ナデ ナデ
受部下半

11 3/4 

135 
竪穴住居

②~③総 33 型E (11. 4) 燈色
ノ¥ケ→

ナデ
ロ縁 口縁部に3条の平行沈線文、月阿部に板状

11 ナデ・ケズリ 1/5 工具による連続車1)突文。

136 
竪穴住居

②~③J!Ii 33 低脚杯 14.7 明1ft褐色 ナデ ノ、ケ→ナデ
杯部

11 完存

137 
竪穴住居

上厨 33 5車 (14.3) にぷい黄燈色
ノ¥ケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁

11 ナデ・ケズリ 1/6 

138 
竪穴住居

①厨 33 型E (18.2) にぶい黄檀色
ノ、ケ→

ハケ→ナデ
口縁

11 ナデ・ケズリ 1/5 

139 
竪穴住居

上層 35 48 高杯 (21. 2) 浅賞授色 ナデ ハケ→ミガキ
口縁

12 1/6 

140 
竪穴住居

上層 35 47 器台 (13.0) にぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナデ
筒部

12 1/5 

141 
鍛立柱

P3 42 48 き霊 (13‘8) にぶい黄綬色 ナデ・ケズリ ノ、ヶ
口線

主主物6 1/3 

142 
総立柱

P 5 44 翌 (16.6) にぶい黄般色 ケズリナデ ナデ
口縁
口縁部外面に3条の浅い平行沈線。

建物日 1/8 

143 土坑5 床面直上 46 48 脚部 (15.6) 燈色 不明 不明
脚部
1/6 

144 土坑9 ①腐 48 高珂Z 浅黄燈色 ナデ 不羽
杯部下半
のみ残

145 構 1 床街証主上 49 低脚杯 (10.0) iこぶい黄燈色 ナデ ナデ
脚部
1/2 

146 P 110 50 48 き霊 (15.2) 位色 ハケ→ナデ ナデ
口縁
口縁部外面に貝殻復縁による条痕文。

1/8 

147 P231 50 48 器台 (17.4) 明黄褐色 ナデ ナデ
口縁
口縁部外面lこ貝役復縁による条痕文。

1/16 

148 P36 50 48 き窓 (19.0) にぶい黄控色 ケズリ→ナデ ナデ
口縁 口縁部外磁に艮殻復縁による条痕文、胴
1/4 部上主需に貝殻復縁による連続期115尾文。

149 P233 50 48 宝~ (17.6) 燈色 ノ、ケ→ナデ 不明
頚部
1/5 

150 P 197 50 高杯 (14.0) f長賞燈色 不明 ナデ
口縁
内外面赤彩

1/6 

151 
竪穴住居

上照 53 47 護 (19.0) にぶい黄燈色 ナデ ナデ
口縁
口縁部に貝殻復縁による条痕文。

13 1/4 

152 
竪穴住居

上層 53 ~ (15.5) にぶい抱色 ナデ ナデ
口縁

13 1/6 

竪穴住居
筒部

153 上厨 53 J街杯 にぶい黄燈色 ナデ ヘラナデ 杯部
13 

一部残

154 
竪穴住居

床iln底上 55 49 き夏 14.0 20.5 にぶい褐色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナデ
器形の

14 3/4 

155 
竪穴住庶

床面直上 55 53 き盟 (11. 6) lこぶい裁縫色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナテe ロ縁
14 1/3 

156 
竪穴住居

床立五度上 55 53 号車 (20.0) 燈色 ナデ・ケズリ ノ、ケ・ナデ
口縁

14 1/8 

157 
竪穴住居 F巨匠百E主上 55 高杯 14.6 6.3 権色 ナデ ノ、ヶ→ナデ

杯部
14 2/3 

158 
竪穴住居

床在五度上 55 53 椀 (12.0) 4.7 燈色 不明 不明
器形の

14 1/3 

159 
竪穴住居

上厨 55 53 ~ (18.4) iこぶい員一極色 ナデ・ケズジ ノ、ケ→ナデ
頚部

14 1/5 

160 
竪穴住居

⑥~③層 58 50 
2真忍苦号

明青灰色 回総ナデ ケズリ
天井部

15 均、重量 完存

161 
竪穴住居

①~③庖 58 50 
須主主器

(12‘0) 青灰色 回転ナデ 回転ナデ
口縁

15 士干身 1/8 

162 
竪穴住居

①~③燭 58 50 
須恵器 (8.0) 灰白色 回転ナデ 回転ナデ

脚部
1カ所に円形の透穴。

15 胸部 1/5 

163 
竪穴{主活

①~③扇 58 50 
Z読窓器 (9.6) 灰色 回転ナデ 回転ナデ

脚部下封書
脚潔Hこ三角形の透穴。

15 高長F 1/自

164 
竪穴住居

床街底上 59 50 
須恵器

(11. 9) 灰色 回転ナデ 回転ナデ
口縁

15 均t室を 1/10 

3-123 



第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

遺構 腕{立 図 I~ 機符i f主主t(cm)
色調

おき斐
残存率 備考No. 

口径 E主径 著書潟 内 外

竪穴住勝
床illi互u二 59 50 霊E (18. 2) にぶい黄位色

ケズリ・ハケ
ナデ

日縁
165 
15 →ナデ 1/4 

竪穴住后
床百五底上 59 50 埜E (17，3) 明黄禍色 ナデ→ケズリ ハケ

日縁
166 
15 1/10 

竪穴住居
床i滋ilI上 59 49 号揺 15，9 iこぶい黄控色

ハケ→
ハケ→ナデ

H阿部・
167 
15 ナデ・ケズリ 口縁2/3

竪穴住居
床立五i度上 59 49 閥均Z 16，8 浅黄燈色 ナデ

ケズヲ→ハケ 杯部
168 
15 →ナデ lまlま完存

竪穴住居
床街雇主上 49 椀 iこぶい員一段色 ケズヲ→ナデ ハケ→ナデ

2苦}静の
169 
15 

59 
2/3 

竪穴住居
床面続上 59 50 整2 (1L 8) にぶい燈色

ケズヲ・ハケ
ノ、ケ→ナデ 口縁

170 
15 吋ナデ 1/4 

竪穴住居
床面復上 59 50 塁塁 (1L 9) にぶい黄燈色

ケズリ・ハケ
ハケ→ナデ

口縁
171 
15 →ナデ 1/2 

思穴住居
床磁波上 50 Mli にぶい貨燈色 ナデ ハケ

底部
172 
15 

59 
1/12 

~穴住居
*函政上 59 50 

i高杯
(9，0) 策位色 不明 ノ、ヶ 術部

173 
15 E培部 32存

竪穴住居
き星 (15，7) ;こぶい黄被色 ケズリ ハケ

頭部
174 P4 61 

1/4 16 

竪穴住居 P6 
61 き揺 (14，5) 段色 ケズヲ ハケ

口紘
175 
16 ①扇 1/5 

竪穴住居
F転回遊上 61 きE (15，5) 明綬色 ナデ ナデ

口縁
176 
16 1/4 

竪穴住緩 P6 
61 腕"?'話杯 (19，1) にぶい燈色 ノ、ケ→ナデ ケズヲ→ハケ

口縁
177 
16 ①厨 1/6 

竪穴{主主苦 P6 
61 主題 (16，7) 位色 ケズリ ナデ

口縁
17日
16 ①走塁 1/8 

179 
竪穴{主綬 P6 

61 49 憐 13，3 6，2 にぶい黄位色 ハケ→ナデ ケズリ→ハケ ほぽ完存
16 ①綴

竪穴住居
床面底上 61 49 低脚杯 8，5 浅黄色 不明 ナデ

底部
180 
16 完存

181 
毘穴住居

床面隊上 61 50 主題 灰色 タタキ→ナデ タタキ 胴剖i片
16 

182 
竪穴住居

床面底上 61 50 王E 灰色 タタキ→ナデ‘ タタキ 胴部片
16 

竪穴住居
床面法上 62 19 

須恋器
(13，2) 4，4 背灰色 自転ナデ

問事正ナデ→ 器形の
183 
16 杯遣在 ケズリ 1/2 

竪穴住居
中厨 62 '19 

須恵器
(9，1) 4，8 l~f灰色 閉転ナデ

図事長ナデ→ 探形の
184 
16 杯身 ケズヲ 1/3 

185 
竪穴住烏

①~③定書 62 50 
須j忠器

(8，1) 灰白色 回転ナデ 閲転ナデ
間I部
3カ所に透穴

16 t1i杯 1/4 

監穴住居
62 50 

須え立総
背灰色 回転ナデ 回転ナデ

胴部
胸部最大筏付近に波状文、円形の透穴。186 

16 主主 1/8 

竪穴住居
下関 62 50 

須J台;緑
(9，3) 灰白色 回転ナデ 痕i転ナデ

腕i節i
3カ所iこ透穴187 

16 治1土干 1/3 

脚部竪穴住居
下厨 62 低脚杯 (8，0) 位色 ナデ ナデ188 

16 1/2 

竪穴住居
②~⑤隠 62 ~ 際色 ケズリ ノ、ケ→ナデ

主阿部
189 

1/1 16 

竪穴住后
下層 62 19 ~ 18，0 iこぶい策燈色

ノ、ケ→
ノ、ケ→ナデ

口縁
190 
16 ナデ・ケズリ 2/3 

!蕊穴住居
上腿 62 事E (15，7) 燈色 ナデ→ケズリ ナデ

口総
191 
16 1/4 

~穴住居
下腿 62 主唱 (13，8) 燈色 ナデ・ケズリ ナデ

日縁
192 
16 1/5 

竪穴住居
下扇 62 雪量 (13，8) iこぶい褐色 ナデ ナデ

日縁
193 
16 1/7 

竪穴住居
②~③騒 62 き星 (15，5) lこぶい綬色 ナデ ナデ

口縁194 
16 1/4 

竪穴住居
下腐 62 き塁 (16，5) 段色 ナデ・ケズリ ハケ

口縁
195 
16 1/日

主主穴住居
下隠 62 き控 (15，0) 明燈色 ナデ→ケズジ ハケ

頭部
196 
16 1/4 

援穴住居
62 生宅 (15，8) にぶい燈色 ナデ ナデ

口縁
197 
16 1/20 

竪穴住居
⑬厨 62 翠E (15，2) 位色 ナデ・ケズリ ハケ

口縁
198 
16 1/日

駁穴住居
62 潟士干・椀 (15，0) 明燈色 ナデ ナデ

日縁
199 
16 1/6 

竪穴伎蔚
下関 62 I - r¥¥'I郎 (17，0) iこぶい貧燈色 ヘラナデ ケズヲ→ナデ

口主主
200 
16 1/4 

~穴住居
62 機 (15，9) lこぶい位色 ナデ ケズリ→ナデ

仁l縁
201 
16 1/8 

竪穴住居
②~⑤溺 62 I '19 おi干 17，2) (9司0) 12，7 怪色 ナデ ハケ→ナデ

務形の
202 
16 2/3 

203 
竪穴住居

①隅 63 量2 (16，0) 綬色 ナデ ノ、ヶ 口事~
16 1/10 

堅苦穴住厨
①Jiil 63 I 宜正 燈色 ナデ・ケズリ ノ、ヶ

類部
204 
16 1/4 

竪穴住居
①勝 63 ー 苦E (15，6) にぶい燈色 ナデ ナデ

口縁
205 
16 1/20 

竪穴住居
①扇 百五杯 にぶい燈色 ケズリ ヘヲナデ

f寄昔s
206 
16 

63 ー
完存

3 124 



出土遺物観察表

No. 遺構 厨{立 関
図
器磁

法縫(cm)
色調

潟号室
残存率 俄考

!坂 ロ篠 夜祭 器商 内 外

207 
竪穴住居

①厨 63 19 i民杯 9.2 にぶい2電信色 ナデ ハケ→ナデ
脚部

16 2/3 

208 
竪穴住居

65 51 王監 (17.5) にぶい黄燈色 ハケ→ナデ ナデ
口縁

18 1/12 

209 
竪穴住居

①厨 65 51 号車 (11.2) lこぶい黄燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口紋

18 ナデ・ケズリ 1/8 

210 
竪穴住居

上層 65 51 饗 (17.2) にぷい燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

18 ナデ・ケズリ 1/3 

211 
竪穴住厨

上層 65 51 型E (19. 1) にぶい策燈色 ナデ 不明
口総

18 1/10 

212 
竪穴住居

上脳 65 51 高珂Z (14.6) 燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
杯部

18 1/3 

213 
竪穴住居

上総 65 51 高長1ミ (18.2) 僚色 不明 不明
杯剖l

18 1/4 

214 怒穴住居 床百百[r'[上 65 高珂Z 8.4 燈色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ
脚部

18 2/3 

215 竪穴主主市福 65 
低脚折、

7.8 iこぶい策栂色 ナデ ナデ
脚部

18 脚部 完存

216 
援穴住居

床面[[[1: 69 53 王建 (17.4) iこぶい黄燈色
ハケ→

ナデ
口主主

19a ナデ・ケズリ 1/10 

217 
怒穴住居

下厨 69 53 き塁 (16.8) にぷい黄燈色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナデ
口縁

19a 1/10 

218 
堅芝穴ij:A号

床面底上 69 53 型E (16.6) にぶい貨燈色 ナデ ナデ
日縁

19a 1/8 

219 
竪穴住居

最下層 69 主題 16.0 iこぶい黄綬色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ 口縁
19a ナデ・ケズリ iまlま完イ子

220 
生長穴住居

j止下腿
19a 

69 52 ~l!: 7.4 11. 5 iこぶい黄燈色 ケズリ→ナデ ノ、ケ→ナデ 3主存

221 
笠穴住居 P 12 

69 52 高珂Z 17.9 にぶい策般色 ナデ
ケズリ→ハケ 杯前i

19b 最下関 →ナデ 3/4 

222 
竪穴住居 F在日ii[[[l二 69 52 お土干 lこぶい黄燈色 不明 ノ、ケ→ナデ 筒i部
19a 完存

223 
竪穴住居

問鐙j持 69 52 
高旬、

(9.1) 続色 不明 ハケ→ナデ
f窃剖i

19a 胸i部 完存

224 
竪穴住居

床磁的uニ 69 52 比五坪 燈色 ナデ ノ、ケ→ナテ'
筒{出

19a デ記存

225 
取火{主肝f

69 52 おJ;f iこぶい貨燈色 ナデ ハケ→ナデ
筒部

19a 完イy=

226 
竪穴住居

床凶凶:上 69 52 ~Jjt平 続色 不明 ハケ-ナデ
f言i部

19a 5主存

227 
竪穴住居

下問 70 幾 (14.0) 摘灰色 ハケ→ナデ ナデ
口縁

20 1/8 

228 
理主穴住民

70 47 ;白i土干 にぶいJ.IJ権色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ
杯部

20 1/6 

229 
竪穴住居

上ll1i 70 
須必器

(12.1) 育灰色 閲転ナデ 凹松ナデ
日縁

20 長F遣を 1/8 

230 
竪穴住民
F巨額!な上 72 50 

須J注者是
(12.8) 4.5 背灰色 使i転ナデ

白紙ナア叶 口主主
21 均Z去を ケズリ 1/2 

231 
思穴住居

床証言I庄上 72 50 
須恵若苦

(11. 8) 5.8 灰色 伝l綜ナデ
閥転ナデ→ ロ縁

21 均、主主 ケズリ 1/2 

232 
竪穴住居

下府 72 53 'l (18.2) 浅黄燈色 ナデ ナデ
日縁

21 1/6 

233 
竪穴住居

①A"i 72 53 椀 (12.6) 経色 ミガキ ナデ
口縁

21 1/4 

234 
竪穴住居

P3 72 53 主題 (13.0) lこぶい段位色 ナデ ナデ
口縁

21 1/16 

235 
竪穴住居

床立百政上 77 (12.4) にぷい黄燈色 不明 ナデ
口紋

22 1/10 

236 
竪穴住成

床在百i底上 77 52 椀 11. 0 4.5 燈色 ナデ ハケ→ナデ 充干子22 

237 
~z穴住居

fl(磁m区k 77 52 き盟 19.3) 26.1 iこぶし、黄燈色 ハケ→ ハケ→ナデ
器形の

22 ナデ・ケズリ 3/5 

238 
!竪穴住居

床面陸上 77 き盟 lこぶい黄位色 ケズリ ハケ
1詞部 n阿部最大径付近に穿干し。

22 1/2 

239 
竪穴住成

床爾i底上 77 52 笈区 (1.1) 6.4 にぶい綬色 ナデ ノ、ケ→ナデ 完干子22 

240 
緊穴住氏

床面記[上 77 52 百一位区 iこぶい員一段色 ケスリ・ナデ ハケ→ナデ
器形の

22 2/3 

竪穴住居
折、剖iの

241 床面庶と 77 52 商品不 (11.8) 般色 ハケ ノ、ケ→ナデ 屈曲部 破;折田iに顕著な燦滅、去をに転用か。22 
以下元存

242 
竪穴住居

床iiii雇E上 77 52 お杯 (16.2) (8.4) 10.7 浅1立位色 ナデ ナデ
脚部一部

22 欠損

243 
竪穴住居

下厨 79 遊 (13.2) 極色 ナデ ナデ
口縁

22 1/1 

244 
竪穴住活 焼土脳

79 懇 (14.8) 浅11.1燈色 不明 ナデ
口縁

22 lな上 1/12 

245 
援穴ij:A号

上陪 79 主題 (15.2) iこぶい黄慌色 ノ、ケ→ナデ ナデ
口縁

22 1/8 

246 
堅苦穴住居 焼土層

79 52 主宅 11. 2 lこぶい1立燈色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

22 i直上 完存

247 
竪穴住居

①j夜 79 宜E (18.6) にぷい貨燈色 ナデ・ケズジ ノ、ケ→ナデ
口縁

22 1/12 
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遺構 府{立 関
図 器積 i 法数(crn) 色調

正題懇
残作率 俄考Nu 

l坂 !日後u怠筏 談話五 内 外

竪穴住腸 焼土厨
79 懇 (14.3) 浅裁縫色 ナデ・ケズヲ ノ、ケ→ナデ

口線
24日
22 的:上 1/12 

249 
竪穴住股 床間

79 ~ (13.5) にぶい黄燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
口縁

22 ilI上 1/6 

250 
堅苦穴住居

下限 79 望5 (15.4) にぶい貨燈色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁

22 ナデ・ケズヲ 1/10 

251 
盟主穴住民

上層 79 型5 (16.0) にぶい黄燈色 不明 不明
口縁

22 1/5 

252 
際穴住居

下厨 79 号車 (16.8) にぶい鼓位色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
日縁

22 ナデ・ケズジ 1/5 

253 
竪穴住居

上層 79 型自 (8.2) 位色
ハケ→

ノ、ケ→ナテ'
口縁

22 ナデ・ケズリ 1/5 

254 
竪穴住居

上馬 79 主題 (13.8) にぶい貨燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

22 ナデ・ケズリ 1/3 

255 
竪穴住居

上限 79 
須W~探

(12.8) i~fE疋色 回転ナデ 回転ナデ
口縁

22 杯去を 1/6 

256 
竪穴住氏 総土腐

79 52 
須，ぢ器

0.9 好灰色 ナデ・ケズリ 問中4ナデ
類部以下

22 め:上 互主 ほlま完f子

257 
疑穴住居

上局 79 主主 (8.8) lこぶい貨位色 ハケ・ケズリ ハケ→ナデ
口縁

22 1/12 

258 
際穴住脂 焼土屑

79 尚珂Z (22.6) 位色 ハケ→ミガキ ハケ叶ナデ
キド剖1

22 nUニ 1/5 

259 
竪穴住居

下屑 79 ?t~fi上平 (17.7) 位色 不明 ハケ→ナデ
杯剖1

22 1/3 

260 
竪穴住居 ③-1府

79 iuj1'f (17.7) 位色 不明 不明
杯剖i

22 直1:. 1/6 

261 
竪穴住居

79 52 iOj均一 (9.0) 黄燈色 ケズリ→ナデ へラナデ
脚部

22 一部欠長i

262 
竪穴住民

最下脳 79 52 正:1杯 9.3 燈色 ナデ ヘラナデ
間l部

22 完イF

263 
竪穴住民

①防 日I ~I込〔若'}i
灰色 回転ナデ

問中丘ナデ→ 天:JI二部
23 長f室主 ケズリ 1/5 

261 
竪穴住居

①防 日I 55 
須7包2告 (13.6) 灰色 回転ナデ @I;認ナデ

口縁
23 杯室長 1/10 

265 
思穴住股

床磁波上 日I 55 
須jむ1m

(15.8) 5.0 灰色 凹松ナデ
関転ナデ→ 口縁

23 珂、主主 ケズリ 1/6 

266 
駿穴住居 炭化材

81 55 
須Jぷ器

(13.3) 5.0 灰白色 間転ナデ
悶転ナデ→ おま)f;の

23 民f上 士干重量 ケズリ 1/6 

267 
際穴住居

①屑 81 55 
須1主総 (6.8) 資氏色 閲転ナデ 回転ナデ

1同}tf>
23 銀ItHを 1/4 

268 
竪穴住居

②厨 81 55 き短 (12.0) 灰1it.褐色 ナデ ナデ
口縁

23 1/10 

269 
竪穴住民

②~③除j81 55 主唱 (12.2) iこぶい段色 ナデ ナデ
口縁

23 1/10 

270 
竪穴住居

j止下脳 81 '!iサK (15.6) 浅員一般色 ナデ ナデ
口縁

23 1/6 

271 
里さ火住居

最下腕 81 生E (17.0) 燈色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ 口総
23 ナデ・ケスリ 1/3 

272 
慾穴住股 ③腐

81 52 椀 16.8 5.4 にぶい黄栂色 ナデ ケズリ→ナデ
口縁部

23 上而 一斉I1欠損

273 
翌穴住居

①脳 81 55 望E (16.6) lこぶいiI.t褐色 ナデ ナデ
日縁

23 1/10 

274 
竪穴住厨

①熔 81 55 き車 (15.2) iこぶい黄段色 ナデ・ケズリ ハケ
口主主

23 1/1 

275 
竪穴住魁

②!夜 日1 55 EE (15.8) にぶい貨ほ色 ナデ・ケズリ ノ、ヶ
口縁

23 1/6 

276 
際穴住股

上層 81 慧E (15.0) lこぶい黄綬色
ハケ→

ハケ→ナデ
日縁

23 ナデケズリ 1/5 

277 
竪穴住居

上wi 81 Jl~ (4.5) (1. 2) lこぶい黄僚色 ナデ ナデ
胴剖i

23 1/3 

278 
竪穴f主庶

上局 81 ~IIf (5.2) (2.3) にぶい策位色 ナデ ナデ
口*~郊

23 欠損

279 
堅穴住民一

床磁波上 86 54 
須五区器

(12.6) 1.8 灰白色 回転ナデ
間転ナデ→ 受部

24 折J身 ケズリ 1/5 

280 
竪穴住庶

派扇町五上 86 51 
宰n江器

(11. 1) 4.5 l~fE吃色 回転ナデ
問転ナデ→ 受剖i

24 T[;身 ケズリ 1/2 

281 
竪穴住居

床磁iil立上 86 51 き担 (18.2) にぶい黄燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口総

24 ナデ・ケズリ 1/8 

282 
思穴{主主若

床医l泣上 86 警E (16.0) にぶい1な燈色
ノ¥ケ→

ハケ→ナデ
~Jî~出

2，1 ナデ・ケズヲ 1/5 

283 
援穴住j舌

床阪fほ上 86 54 'l!長槌』 (16.7) 段色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
日縁

21 ナデ・ケズヲ 1/3 

284 
竪穴住居

派磁波上 86 苦E (11.2) にぶい黄燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

24 ナデ・ケズジ 1/8 

285 
竪穴住居 P6 

86 55 完[~ 10.9 13.2 燈色
ハケ→

ハケ→ナデ ほぽ1eイ子
24 ①関 ナデ・ケズヲ

286 
竪穴fH音

床磁波上 86 51 
須，む器 iT灰色 タタキ タタキ 綱剖l片

24 き!il

287 
緊穴住緩

①厨 87 51 
須Jぷ器 (7.3) 灰白色 副総ナデ 問転ナデ

日縁
慾1剖Itこi皮状文

24 五泉 1/5 

288 
i疑穴fU号

①!弱 87 翌 (16.4) iこぶい員一般色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

24 ナデ・ケズヲ 1/日

289 
笠穴{主主音

①wi 87 54 翠E (19.0) 浅黄位色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

24 ナデ・ケズジ 1/5 
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Na i監構 wl位 al 阪 ~種
法飲(cm)

色調
言珂き笠

残存率 Viii考
版 ロ筏 主主径 ~尚 内 外

290 
竪穴住居

①厨 87 54 Oli にぶい:1f.t一位色 ケズジ ノ、ケ 底部片
24 

291 
竪穴住居

①層 87 54 自民 lこぶい燈色 ケズリ 不明 底部片
24 

292 
竪穴住居

①府 日7 55 盟E (3.8) にぶい:1f.t縫色 ナデ ナデ
総i~の

24 1/2 

293 
竪穴住居

①厨 87 55 土垂
側 長さ

にぷい員一般色 ナデ 完存 径3mmのき宇干し、Z在放110g
24 4.1 6.1 

294 
綴穴住燈

①厨 87 54 
須JJ.:(器

灰色 間転ナデ 問転ナデ l'i'H郊片 波状文
24 多J箆U 

295 
竪穴住居

①隠 日7 54 
須必然

浅黄色・灰色 タタキ タタキ 胴部片 表例i焼成不良
24 き霊

296 
際穴住居

②~④駁 88 54 
須Jι~

育成色 タタキ タタキ 1同調1片
24 警E

2宮7
竪穴住居

下問 日日 54 
宰nぷ若苦

~t~f灰色 回転ナデ 回転ナデ
受剖i

24 将之身 1/12 

298 
竪穴住居 最下限

88 
須Jぷ器

灰白色 回転ナデ 回転ナデ
底部

24 床il百i自:上 前五杯 1/4 

299 
~火住居

下層 88 54 
事{怠器

(8.3) 灰白色 間転ナデ 回転ナデ
腕Jil!l

24 脚郎 1/3 

300 
緊穴H'底

最下層 88 55 
空f{)む器

(5.2) (3.5) 7.0 灰白色 回転ナデ
カキメ→

Je{子
24 狙→E ヘラナデ

301 
~穴住民

下照 88 54 生宅 (14. !) にぶい黄綬色 ナデ ナデ
口縁

24 1/日

302 
竪穴住成

下wl 88 54 き児 (15.3) iこぶい黄位色
ハケ→

ノ、ヶ→ナデ 口縁
24 ナデ・ケズリ 1/日

303 
竪穴住股 ø~③総 88 務 (18.1) にぶい黄栂色

ノ¥ケ→
ハケ→ナデ

~Jî部
24 ナデ・ケズリ 1/6 

304 
竪穴{主五音

下脳 88 54 望E (15.6) 浅11t燈色 ナデ ナデ
口縁

24 1/12 

305 
竪穴住厨

下総 88 54 き壁 (18.0) lこぶい黄綬色
ハケ→

ノ、ケ吋ナデ 口総
24 ナデ・ケズリ 2/5 

306 
笠穴住居

最下脳 日目 54 懇 (18.4) にぷい:1f.t一位色
/¥ケ→

ハケ→ナデ
日紋

24 ナデ・ケズリ 2/5 

307 
竪穴住居

下層 88 54 主宅 (21. 6) lこぶい黄桜色
ハケ→ ハケ→ナデ司 口総

24 ナデ・ケズリ 1/8 

308 
~穴住居

下肢j 88 54 領i (12.0) にぶい:1f.t絞色 ナデ ノ、ケ→ナデー
日縁

24 1/5 

309 
経穴住居

②~@)溺 88 t.¥土干 iこぶい憶色 ミガキ ノ、ケ→ナデ
杯開i下半

内外ilfi亦彩、内面にs1i文。
24 のみ主主

310 
里E火住居

下脳 88 校i (14.0) 位色 ナデ ケズヲ→ナデ
詩形の

24 1/6 

311 
~穴住股

①~③府 88 珂Z (17.0) 位色 ナデ ケズリ→ナデ
日記ま

24 1/6 

312 
竪穴住民 li日ご鴎 88 55 許可杯 (7.6) にぶい黄燈色 ナデ ナデ

間i部
24 胸部 完千字

313 
竪穴住居

下閥 日目 55 脚部 7.8 lこぶいi立燈色 ナデ ナデ
脚部

24 3/4 

314 
竪穴住居

②~③問 日目 55 脚部 (9.1) 絞色 ナデ ナデ
f翁部

24 予言存

315 
援穴住庶

②~③応 88 55 
?~î i1' 

被色 ナデ ノ、ケ→ナテe 問調i
24 政1;1部 52存

316 
竪穴れ:厨

日日 51 ~ιt豆L (15.2) lこぶいtI.tti!色
ノ、ケ→

ケズリ→ナデ
口紋

25 ナデ・ケズリ 1/8 

317 
竪穴住股

見ミ日mru二 90 52 怖 14.0) 5.6 続色・明赤褐色 ノ、ケ→ナデ ケズリ→ナデ
務形の

25 2/3 

318 
疑穴住居

P 1 92 51 ~~ (13.6) 燈色 ケズリ→ナデ ノ、ケ→ナテぞ
仁i縁

26 1/4 

319 
竪穴住居

①~②XH 日2 51 向上干 (16.3) lこぶい黄綬色 ナデ ノ、ヶ→ナデ、 杯前i
内外I而亦彩

26 1/8 

320 
笠穴住股

①問 92 51 1白z珂、 (16.0) ti!色 不明 ハケ→ナデ
杯i部
内外面赤彩

26 1/2 

321 
竪穴住居

上層 92 51 閥均J (14.6) 燈色 不明 ノ、ケ→ナデ
杯街l

26 1/4 

322 
l盗穴住居

①府 日2 前向、 位色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
器形の

内外而赤彩
26 3/5 

323 
l笠穴住民

①~②胤 日2 お士干 22.2 浅:1f.t一位色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
杯剖l
内外[蕊赤彩、内而lこH音文。

26 2/3 

324 
~穴住居

①腕 92 開i部 (11. 0) にぶい貨位色 ケズリ 不明
胸li討l

26 1/4 

325 
~穴住居

下履 日5 57 
ね珂Z
(15.8) lこぶい燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ

杯、羽i
27 杯淵i 1/4 

326 
竪穴住居

F長而ill上 日5 高j不 指色 不明 ノ、ケ→ナデ
筒部
弥生土器か。

27 3主イF

327 
l長穴住氏

@防 96 56 望E (14.5) にぶい黄燈色
ハケ→

ナデ
口総

27 ナデ・ケズリ 1/日

328 
~穴住居

③腐 日6 56 幾 (13.4) iこぶい111.燈色 司、I珂 不明
口縁

27 1/4 

329 
際穴住居

@厨 96 号車 (16.6) iこぶい:1f.t綬色 ハケ→ナデ ナデ
口総

27 1/8 

330 
竪穴住居

@照 日6 56 5思 (19.3) 僚色 不明 ナデ
口縁

27 1/4 

331 
竪穴住民

@層 日6 56 警f (12.6) lこぶい黄佼色 ナデ 不明
日手話

27 1/8 
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Nn 遺構 履iiL 図 i呈i 言品種
守傘(cm)

色調
潟殺

残存率 伯尚一
}波 口径 主主筏 石u首*iO白1 F句 外

332 
竪穴住居

③鴎 96 56 望E (15.6) 燈色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
口縁

27 1/自

333 
竪穴住居

③厨 96 56 き語 (17.0) 燈色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
口家主

27 l/10 

334 
竪穴住居

③閥 96 56 主題 (17.2) lこぶい褐色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
口縁

27 l/5 

335 
竪穴住居

③厨 96 56 ~ (13.9) lこぶい褐色
ハケ→

ハケ叶ナデ
口総

27 ナデ・ケズリ 1/4 

336 
竪穴住居

@!Vl 96 56 望E (12.4) iこぶい位色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

27 ナデ・ケズリ 1/4 

337 
竪穴住居 @Ii'i 96 55 議 (15日) にぶい黄綬色

ハケ→
ハケ→ナデ

口縁

27 ナデ・ケズリ l/2 

338 
竪穴住居

③脳 96 56 雪E (15.2) lこぶい策般色
ハケ→

ハケ→ナデ
口紋

27 ナデ・ケズリ 1/5 

33古
竪穴住居

③附 96 56 告患 (16.2) lこぶい位色
ハケ→

ハケ→ナデ
日縁

27 ナデ・ケズリ l/6 

340 
竪穴住居

③約 96 56 ぜ4 権色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナテー
日縁

27 l/3 

341 
!婆穴住居

④J?i 96 57 
i必』不 (18.2) iこぶい俊色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ

宇r-訟i
27 士干剖1 l/4 

342 
理主穴住厨

③脳 96 57 
向上干
(14.8) にぶい綬色 不明 ナデ

杯剖i
27 1干部1 l/4 

343 
竪穴住居

④隠 96 57 
向杯
(15.8) 際色 ナデ ノ、ケ→ナデ

杯前1

27 野部1 1/6 

341 
竪穴住居

③関 96 55 i凶1不 10.3 明栂褐色 不明 不明
脚部

27 2/3 

345 
竪穴台二Id

④関 96 55 I}~~杯 (10.2) iこぶい黄燈色 ナデ ヘラナデ
脚鋭1

27 1/3 

346 
竪穴住居

④府 96 55 己';iJ;j' (8.4) 続色 不思1 不明
間l部

27 l/2 

347 
堅穴住居

③厨 96 55 耳石主不 9.2 段色 不明 ヘラナデ
脚部

27 2/3 

348 
竪穴住居

⑤厨 96 55 耳石bヰミ 権色 不IYl 不明
脚部

27 2/3 

349 
緊穴{主E号

③応 96 55 ilff 絞色 ナデ ナデ
目間前i

27 3/4 

350 
竪穴{iニ居

③隠 96 55 土干 4.8 2.6 にぷい般色 ナデ ナデ *H杉の
27 2/3 

351 
竪穴住民

①悶 97 57 書E (11. 8) E疋褐色 ナデ ナデ
日常泣

27 1/10 

352 
竪穴住居

上R司 97 56 号車 (11.3) iこぶい伺色 ナデ ハケ→ナデ
口縁

27 l/日

353 
竪穴住居

①問 日7 56 号車 (14.0) にぶい貨綬色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

27 ナデ・ケズリ 1/4 

354 
騒穴住成

②~③層 97 55 主砲 (15.8) lこぶい員一位色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

27 ナデ・ケズリ l/3 

355 
竪穴住居

②~③総 日7 57 型E (10.8) 燈色 ナデ・ケズリ ケズリ→ナデ
口縁

27 1/6 

356 
際穴住絞

②~③JiI!i 97 57 号車 12.2 lこぶい1有権色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

27 ナデ・ケズリ 2/3 

357 
竪穴住居

②~③問 日7 57 き悪 (13.0) ;こぶい貨般色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
日縁

27 1/4 

358 
疑穴住居

上限 97 き担 (17日) lこぶい策般色 ナデケズリ ナデ
口縁

27 1/3 

359 
堅塁火{主主号

①鴎 97 55 
須忠器 (13.6) 4.6 =~f灰色 回転ナデ

関転ナデ→ ll:，)[;の

27 土干身 ケズリ 1/6 

360 
竪穴住居

①腐 97 55 
君!恵滋 (13.2) 4.7 灰色 的転ナデ

回転ヘラケズ 口縁

27 士干身 リ 1/4 

361 
'l'2穴住総

②~③扇 97 57 
前i杯
(13.7) lこぶい綬色 ミガキ 不明

杯部下半
内外面赤彩、内面lこ11青文。

27 杯前日 のみ残

362 
竪穴住居

②~③足当 日7 57 
お杯
(16.3) にぶい燈色 ナデ ノ、ケ→ナデ

杯郎

27 長不i部 l/4 

363 
思E穴{主蔚

①~②J?i 日7 52 おL不 (15.7) にぶい策燈色 ナデ ケズリ→ナデ
杯郎

27 1/2 

364 
竪穴住)苫

①層 日7 おjtf (16.6) にぶい1立総色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ
杯部

27 1/3 

365 
竪穴住居

上腿 97 55 員五杯 9.6 にぶい政位色 ナデ ヘラナデ
脚部

27 2/3 

366 
駁穴f主股

②~③続 日7 57 
高原 (9.6) にぶいほ色 ノ、ヶ 不明

筒部

27 間l部 完存

367 
堅主ブ<:j主際

②~③扇 97 57 
I討;上干

(10.2) にぶい般色 不明 ヘラナデ
筒部

27 脚部 完イ子

368 
堅E穴住居

②~③彪 97 1布均、 (10.0) にぶい燈色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
脚部

27 1/3 

369 
堅穴f主E号

②~③廠 97 ~':ï l司、 (15.6) (10.1) 12.5 浅1立燈色 不I!IJ ノ、ケ→ナデ
器Jr~の

27 l/2 

370 
疑穴住厨

②~③廓 97 r~:î材、 21. 2 10.8 12日 段色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ
口縁部

27 一部欠損

371 
竪穴住居

①鴎 97 土王監
幅 長さ

位色 ナデ 一部欠lf1筏7mmの穿孔、重五t78g
27 4.5 生1

372 
竪穴住居

②~③悶 日7 57 I不 (21. 0) 4.3 にぶい貨燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
口縁

27 l/3 

373 
竪穴住居

床泊iiIT上 100 58 王星 (15.6) にぶい褐色 ナデ・ケズリ ノ、ヶ
目岡部

28 1/5 
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出土遺物観察表

No. i監構 照f立 図 図 itt穂
、d註(cm)

色s調
調盤

残存率 保i考
版 ロ干主 底径 裁決I 内 外

374 
竪穴住居

下関 100 懇 段色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナデ
胸部

Z隠淘1長~大筏付近に泣径 5cmの穿孔。
28 1/2 

375 
竪穴住居

下隠 100 58 ~ (11. 8) 浅1在位色 ナデ ナデ
口縁

28 1/8 

376 
竪穴住居

ド腐 100 58 護 (14.6) 浅貨統色 ナデ ナデ
I~縁

28 1/5 

377 
竪穴住居

下厨 100 58 主題 (16.1) 浅員一色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

28 1/6 

378 
竪穴住居

最下腐 100 58 高何Z 佼色 ナデ ハケ
杯部下半

内外i而赤彩28 のみ残

379 
竪穴住居

F長話1陸上 100 i向上司、 (10.8) にぶい股色 ナデ
ナデ吋 脚部

28 ヘラナデ l/2 

380 
竪穴住居

r;<街iu庄上 102 58 護 (J2.3) にぷい策僚色 ナデ・ケズリ ハケ・ナデ
口縁

29 1/5 

381 
竪穴住燈

②~③腐 102 58 型E (21. 0) lこぶい策燈色 ナデ ナデ
口紋

29 1/7 

382 
~穴住居

時ミ商陸上 102 58 き盟 (17.6) にぶい絞色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

29 1/10 

383 
駁穴住居

②~G)関 102 お杯 (日 2) (8.0) 浅黄燈色 不明 ハケ→ナデ
筒苅i

29 3三千'f.

384 
懸穴住成

F主[話l白:上 102 底部 3.0 5.5 にぶい黄燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
底部

29 完存

385 
感穴住居

段下約 102 58 
若'iJJ..~器

(13. 1) 資灰色 i自転ナデ 回転ナデ
探形の

29 珂、身 1/日

386 
竪穴住肘

③~③隠 102 58 
~(恋*' (12.8) 育灰色 問転ナデ 回松ナデ

%Hf'芸の
29 l司、身 1/8 

387 
竪穴住賠

r;ミ街i段上 102 58 須怠lr.， (8.5) 育灰色 聞紙ナデ 聞紙ナデ
線1M下端

胸部lこ三角形の透穴。
29 向上f、 l/5 

388 
堅穴住五百

②~③h'?i 103 53 き遅 (22.3) 燈色
ノ¥ケ→

ハケ→ナデ
I~縁

31 ナデ・ケズヲ l/12 

389 
塗穴住居

下問 103 53 ~m (24.0) lこぶし、員一般色 ハケ→ ノ、ケ→ナデ
口縁

30 ナデ・ケズリ 1/2 

390 
笠穴住居

②~③隠 103 53 高tjミ (24.6) 燈色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
口縁

31 1/8 

391 
竪穴住居

②~③厨 103 53 前IIl平 (15.6) にぶい黄綬色 ナデ ハケ→ナデ
杯部下半

31 のみ残

392 
竪穴住居

②~③府 103 同旬、 (日.8) 燈色 ナデ ナデ
脚部

31 l/2 

393 
怒火住民

下層 103 雨上司ミ 10.2 iこぶい貨燈色 ノ、ケ→ナデ へラナデ 脚部
30 2/3 

391 
緊穴住居

最下腕 105 58 急電 (13.8) にぶい貨燈色 ナデ ナデ
日縁

32 1/12 

395 
竪穴住厨

②~③燦 105 58 illi (9.3) iこぶい貨燈色 ナデ ナデ
日縁

32 1/6 

396 竪穴 1 lil下焔 105 58 底部 (6.6) ;こぶい員一槍色 不明 ヘヲナデ
l底部
1/4 

397 
笠穴住庶

i五百五位上 107 53 Sぷ4毎L (13. ，1) にぶい1JJ.鐙色 ナデ ナデ
口絵

33 1/8 

398 
~1\{主ff!t

②~③たき 107 53 苦2 (14.7) 灰黄褐色 ナデ ナデ
口手法

33 1/5 

399 
!経穴i主謄

P8 107 53 型E (J6.0) iこぶい位色 ナデ ナデ
口総

33 1/，1 

100 
竪穴住居

②~③脳 107 き壁 (17.3) 浅1.I.l一般色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁

33 1/4 

401 
竪穴住居 IR臼

107 52 ぷ湖、 (11. 5) (6.7) iこぶい貨位色 ナデ ケズリ→ナデ
杯淵i

33 ①・②Jlli 1/4 

102 
竪穴住居 ③府

107 53 防 (3.9) にぶい黄燈色 ミガキ ハケ
底部

33 以下 のみ残

403 笠穴3 ①!謁 110 58 き連 (16.8) 灰黄色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
口縁

1/5 

404 竪穴 3 ①階j 110 ]E lこぶい1.I.l一倍色 ナデ ノ、ケ→ナデ
I~縁部
一郎欠航

105 竪穴4 tヰミ面[[LI:111 59 き盟 14.0 位色 ハケケスリ ノ、ケ→ナデ
I~縁
完イ子

406 竪穴4
P1U立上

114 49 ~ 11.6 iこぶい貨佼色
ハケ→

ハケ→ナデ
口線

床在百政上 ナデ・ケズリ 3/4 

407 竪大4 床Z百i阪上 lH 59 擁 10.8 -lit色 ナデ ナデ
器J~の
3/5 

408 竪穴4 J;iミ磁iiU二114 59 椀 12.4 にぶい燈色 ナデ ナデ
器形の

被熱により外街剥落。
3/4 

409 竪穴4 床i混泣上 114 61 [ujJ:if¥ (16.4) lこぶい僚色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
杯部

1/4 

410 竪穴4 床ifriIlI上 114 59 rf:i郎 (17.0) 僚色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
杯f部
1/3 

411 駁穴4 F巨額値上 114 61 上干 (14.5) 位色 ナデ ハケ→ナデ
口主主
内面赤彩

1/6 

412 竪穴4 F在阪底上 114 61 苅珂ミ (14.4) lこぶい黄位色 不明 ハケ→ナデ
日縁

1/4 

113 竪穴4 床嵐広上 114 59 i福珂Z 9.6 にぶい黄綬色 ナデ へラナデ
間i剖;
完存

414 竪穴4
最下関

114 59 山i珂Z 13.5 iこぶい被色 ナデ ヘラナデ
脚部

床街i底上 4/5 

415 竪穴4 床立百俊一i二114 60 号車 (10.1) lこぶい黄栂色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケスリ 1/3 
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

No 遺構 間{立 図 図 器種
法後(cm)

色調
言周毅

残存率 官官考
}坂 ロ~ 在主筏 務?::i 内 外

416 竪穴4
炭化材

115 60 現 (10.9) にぶい悩色 ナデ ノ、ケ→ナデ
日縁

夜上 1/6 

417 竪穴4 ②厨 115 き霊 (15.7) にぶい黄位色 ナデ ナデ
日縁
1/5 

418 経穴4 ③防 115 告患 (14.6) にぶい黄綬色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
1/4 

419 竪穴4 最下腐 115 60 苦E (13.2) にぶい褐色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ 口縁
ナデ・ケズリ 1/8 

420 怒穴4
②E雪
115 59 空E (17.5) にぶい燈色 ナデ・ケズリ ノ、ケ→ナテ'

類部

③Iiii 1/2 

421 竪穴4 ②約 115 60 霊E (14.3) にぶい佼色
ノ、ケ→

ハケ→ナデ
仁1mま

ナデケズヲ 1/8 

422 竪穴4 ②間 115 5亙 (13.2) lこぶい黄禍色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
口総

1/5 

423 ~穴 4
②約
115 呈E にぶい褐色

ハケ→
ノ、ケ→ナテ'

H同部上端
JfI郊外語に線刻か、モチーフ不明白

③総 ナデ・ケズリ 1/5 

424 堅穴4 ②問 115 61 珂、 (14.8) lこぶい黄燈色 ナデ ハケ→ナデ
杯部
内外部赤彩

1/8 

425 竪穴4 下wi 115 61 !{ミ (11.5) 浅til一位色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ 日給
内外面赤彩

1/8 

426 援穴4 ②約 115 上司Z (12.3) 1.5 燈色 不明 不明
杯剖i

外国被害~~
1/6 

427 堅穴4 ②Ii'i 115 60 II~j l!f .椀 (10.8) 浅黄縫色 ナデ ナデ
杯部の
1/6 

428 竪穴4 ②wi 115 61 お均一 (14.0) 燈色 ナデ ナデ
口縁
内外面赤彩

1/日

429 竪穴4 ②約 115 61 同均ミ 15.4 浅黄位色 ハケ→ナデ 不明
杯剖l
2/3 

430 堅;iJ，4 最下月号 115 59 両日干 9.0 明1赤褐色 ナデ
ヘフナデ・ 腕部

外fIII赤彩
ナデ 52存

431 竪穴4 最下Jlli 115 59 荷主不 8.6 にぶい燈色 ハケ叶ナデ ノ、ケ→ナデ
腕i部
4/5 

432 竪穴4 ②民j 115 高杯 位色 ナデ ナデ
筒街i
完存

433 1笠穴4 1止下随 115 59 高勾Z (9.自) 栂色 ナデ ナデ
筒議l
1Ff7-

434 竪火4 ①府 116 務 (12.3) lこぶい段色 ナデ ナデ
口縁
1/5 

435 l笠穴4 ①層 116 号車 (14.1) にぶい策燈色
ハケ→

ナデ
日縁

ナデ・ケズリ 1/2 

436 竪穴4 ①問 116 60 裂 (14.0) lこぶい燈色
ハケ→

ハケ→ナデ 口車己主
ナデ・ケズリ 1/日

437 !笠穴4 ①~②厨 116 !l:~ 止 (8.7) 授色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
1/2 

438 1笠穴4 ①府 116 60 号車 (13.4) にぶい佼色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
口縁
1/6 

439 !笠穴4 ①附 116 59 き盟 14.8 浅1Ii一般色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
日縁

4/5 

440 竪穴4 ①}最 116 60 ヲt (16.5) lこぶい位色
ハケ→

ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/10 

441 竪穴4 ①Jlli 116 60 歪~~ (13.6) 授色
ハケ→

ハケ→ナデ 口縁
ナデケズリ 1/6 

442 疑穴4 ①腐 116 60 量E (14日) 位色 ナデ・ケスリ ハケ→ナデ
口縁

1/3 

443 !笠穴4 ①鴎 116 59 望E 13.8 浅漬燈色 ケズリ・ナデ /fミIYl 1:1*$ 
3/4 

444 竪穴4 ①wi 116 59 型E (15.4) にぶい黄際色 ケズトナデ ハケ→ナデ
口縁
1/5 

445 箆穴4 ①層 116 60 き~ (16.4) にぶい黄燈色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
仁i縁
1/5 

446 竪火4 ①~②尉 116 
59 
き控 15.5 にぶい黄燈色

ハケ→
ハケ→ナデ

4f，.，Jf;の
62 ナデ・ケズリ 2/3 

4<17 竪穴4 ①胤 116 60 型E (14.2) にぶいm般色 ハケ→ ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/8 

448 竪穴4 ①厨 116 60 型E (11. 0) lこぶい位色
ハケ→ ノ、ケ→ナテe 日縁
ナデ・ケズリ 1/日

449 !笠火4 ①防 116 饗 (13.8) にぶい策燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口紋

ナデ・ケズリ 1/3 

450 竪穴4 ①府 116 61 き星 (13.8) にぶい1Ii一般色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/4 

451 援穴4 ①腐 116 61 宣E (12.8) にぶいtl¥'燈色 ハケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
日縁

1/5 

452 竪穴4 ①Kii 116 60 現E (13. 1) にぶい位色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/4 

453 竪穴4 ①問 116 き思 (11.8) にぶい僚色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/2 

454 竪穴4 ①屑 116 61 ~ 15.4 浅黄色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
日縁

2/3 

455 駁穴4 ①周 116 61 懇 (15.0) にぶい佼色
ハケ→

ノ、ケ→ナデ 日縁
ナデ・ケズワ 1/4 

456 竪穴4 ①厨 116 60 ~ (12.2) にぶい黄位色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズヲ 1/6 

457 竪穴4 ①間 116 59 望E 13.6 にぶい黄燈色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズヲ 完イ子
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出土遺物観察表

Nn 遺構 l爵位 図
復i
器磁

法試(cm)
色調

言明毅
残存率 備考

1:& J:11，主 底径 器筒 内 外

458 竪穴4I ①贈 116 61 3!il (16.2) iこぶい黄櫨色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/4 

159 竪穴4 ①腐 116 椀 (12.3) 5.1 にぶい1在位色 ナデ ノ、ケ→ナテ'
口縁
1/6 

160 竪穴4 ①胤 116 
59 
2→Irr 10.3 浅黄燈色 ケズリ→ナデ ハケ→ナデ

若奇形の
内外預J}j<彩

62 上半完存

461 竪穴4 ①~②震j117 
59 多{恋iI是

7.6 脊灰色 間松ナデ 間松ナデ
器形の 胴部iこ波状文。jWIi面に放射状の車rJ突文、

62 {尊型政 2/3 波状文施文後iこ口綾部取り付け。

462 理主穴4 ①殿 117 61 員百土干 (18.0) にぶい燈色 ナデ→ミガキ ナデ
杯剖i
1/6 

463 竪穴4 ①厨 117 59 IUJt干 14.6 燈色 ナデ ハケ→ナテ'
相;剖i
3/4 

464 竪プ(4 ①Jlli 117 59 正f，Jjjミ (15.6) 経色 ナデ ハケ→ナデ
杯部
外jjfJ赤彩

1/2 

465 市工EιKノ1¥4去 ①局 117 59 i合J珂Z (15.4) にぶい賞授色 ナデ ノ、ケ→ナデ
軒、剖l
内外而赤彩、内闘にJI音文。

2/5 

466 竪穴4 ①}箇 117 60 百h主干 (15.8) 僚色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
半ド部
1/3 

①Iffi 杯部
467 竪穴4 ②WI 117 59 iぬ杯 (17.0) 赤褐色 ナデ ハケ→ナデ

③関
1/2 

468 竪穴4 ①溺 117 61 itfj.b干 (17.0) iこぶい縫色 ノ、ケ→ナデ ハケ→ナデ
杯、部i
1/6 

469 竪穴4 ①総 117 59 向均Z 14.8 iこぶい黄燈色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ
相;i司i
ほiま完存

470 笠穴4 ①照 117 59 高士平 燈色 ナデ ハケ→ナデ
杯部下半
のみ残

471 盟主穴4 ①尉 117 59 正.f，J;f (8.6) iこぶい黄燈色 不IYJ ヘラナデ
筒剖l
完干子

472 竪穴4 ①履 117 百{j士ィ、 (10.3) 位色 ナデ ナデ
脚部
1/3 

473 竪穴4 ①問 117 自主不 10.0 iこぶい燈色 ハケ へラナデ
間Jt:出
4/5 

474 竪穴4 ①層 117 61 it[ 区 にぷい黄燈色 ノ、ケ→ナテヂ ナデ
頭部 日縁端淵i接合i而lこ板状工具による料突
1/7 文。

475 竪穴4 ①殿 117 宜ー[~ (16.7) iこぶい員一位色 ハケ ハケ
m部
1/2 

476 理主火5 床面法上 119 型E (16.0) lこぶい黄権色 ナデ・ケズリ 不明 口縁
1/4 

177 竪穴5 ②腐 119 葱 (14.6) 浅1立般色 不明 不明
日縁
1/5 

478 竪穴5 ②~@関 119 均二 (11. 0) にぶい黄僚色 ナデ ナデ
口縁
1/8 

'179 経穴5 下j習 119 >JIl (14.6) 倍色 不明 不明
口縁
1/12 

4目。 経穴5 ②腐 119 箔 (30.0) にぶい綴色
ハケ→

ハケ→ナデ
受部

ナデ・ケズリ 1/6 

481 堅E穴6 F市? 123 63 ~'2 (16.3) にぶい'ilt舵色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/6 

482 竪穴6
①問
123 63 苦E (17.5) 燈色

ハケ→
ノ、ケ→ナデ?

日縁
F長jjfJil主上 ナデ・ケズワ 1/6 

483 主主穴6 ①府 123 63 士干 (16.6) iこぶい黄燈色 ミガキ
ハケ→ナデ 口縁
→ケズリ 1/12 

484 堅'{:.'，/(6 P 1 123 63 低脚坪 6.7 浅黄燈色 ナデ ナデ
脚部l
3/4 

185 自主穴6
①府
123 63 官官 にぶい貨栂色 ケスリ ハケ→ナデ

底部
下溺 1/5 

186 竪穴6 v巨i遜誌上 123 挙vむ器
灰白色 回転ナデ

間転ナフJ→ 天井部
r1;主主 ケズリ 1/4 

487 竪穴6 下関 123 
須Y怠捺

灰色 ナデ
把手部

把手 完千字

488 ~~ιノ"、・ a。 ①脳 123 事u主総 背灰色 タタキ→ナデ タタキ 胴部片
き建

489 竪穴6 ①府 123 
須J与総

灰色 タタキ→ナデ タタキ 1同j邪).，>JIl 

490 竪穴6 I主i商品工上 123 63 把手 浅誠一位色 ナデ
把手前i
完:{f.

491 堅穴6 ①鴎 123 63 土:JTh
有d 長さ

にぶい黄燈色 ナデ
全形の

筏約6mmの穿孔、1ft!立72g4.5 4. J 2/3 

492 竪穴7 下関 124 若草 (21. 0) lこぶい黄位色 ケズリ・ナデ ナデ 口縁
口縁部iこ4条 llji伎の5JZ行沈線文。

1/8 

493 竪穴7 1'.府 124 62 詞I平 燈色 不明1 不明
杯百五
3/4 

491 竪穴日 ②~③溺 125 王監 (20.2) にぶい黄位色
ハケ→

ハケ→ナデ
日縁

ナデ・ケズヲ 1/7 

195 竪穴日 ①約 125 63 型E (15.5) 淡黄燈色 ;;r~明 ハケ→ナデ
口総
1/4 

496 自主穴8 ②~③層 125 63 型E (13.5) 浅t立極色 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 口縁
1/8 

197 空長穴8 ①腐 125 
耳目，む2骨 (3.1) 方灰色 回転ナデ 閲転ナデ

ツマミ部
蓋ツマミ 先干子

198 竪穴日
①腐
125 

須恵*'
(13.4) ('i'ER色 悶綜ナデ

閲転ナデ→ 口 f~
z){百 均二盗 ケズリ 1/4 
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

Nu 遺構 府位 |図 妓i遡 器種 法:ll'dc悶)
色調

潟霊童
残存率 俄考

ロ筏 E主筏 岩是正五 内 外

199 竪穴8 ②~③総 125 62 ?~S杯 浅11一般色 ナデ ハケ→ 脚部
ヘラナデ 3/4 

500 竪穴B ②~③層 125 62 お珂、 浅漬燈色 ノ、ケ→ナデ 不明
筒部

完イ子

501 竪穴B 床磁波上 125 62 土垂
隔 長さ

褐灰色 ナデ 一部欠損 径約6mmの穿孔、m致62g
3.3 5.5 

502 駿火8 ②~③腐 125 62 土君主
脳 長さ

浅黄燈色 ナデ 完存 径約6mmの穿孔、重量士98g
3.9 5.1 

503 P 175 128 48 霊E (17.1) iこぶいm舵色 ナデ ナデ
~Ji部
1/8 

504 P351 128 58 型E (17.2) 燈色 ナデ・ケズり ハケ→ナデ
口線
1/4 

505 P 197 128 懇 (18.0) 黄灰色 ナデ→ケズリ ケズリ→ナデ
日縁

1/8 

506 土坑14 上主君 135 48 深鉢 舷色 条痕 条痕 酋Jlltlt式日類

507 土坑29 135 58 ~l' (9.8) 明赤褐色 ナデ ハケ・ナデ
日縁
1/5 

508 
氏褐色:1二

136 望E 10.4 にぶい1.1，般色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
口綾部に B条の平行沈線文。

包含腐 3/4 

509 
灰褐色土

136 望2 (17.0) iこぶい樟色 ナデ ナデ
口縁
日縁部iこ日条のIJL行沈線文。

包含主導 1/6 

510 
灰褐色土

136 主目 (17.2) 浅m一般色 ハケ→ ノ、ケ→ナデ
口縁
日縁部iこハケ臼状の平行沈線。

包合問 ナデ・ケズリ 1/4 

511 
EK褐色土

136 型E (20.6) 位色 ナデ・ケズリ ナデ
仁1縁

包含層 1/3 

512 
灰褐色ニt

136 5題 (16.4) (5.0) 15.1 iこぶい褐色 ナデケズリ ハケ→ナデ
器形の 仁l縁部lこ貝殻復縁による条波文、胴部上

包会長当 1/2 絡にiili絞車1)突文。

513 
E疋褐色土

136 事主 (16.0) lこぶい栂色 ノ、ケ→ナデ ナデ
口縁 口縁部lこ貝殻復縁による条痕文、胸部 t

包含層 完存 織に述続車1)突文。

514 
灰褐色ニk

136 5草 (19.0) 権色 ナデ・ケズヲ ナデ
口縁
口縁部iこハケ日状の平行沈線文。

包含Ii!i 1/2 

515 
灰褐色土

136 雪E (18.2) 浅黄綬色 ナデ・ケズヲ ナデ
口縁
口縁部に貝殻復縁による条痕文。

包含Ii!i 完干了

516 
灰褐色土

136 至理 (16.6) iこぶい黄燈色 ナデ・ケズヲ ナデ 口縁 口縁部に貝殻復縁による浅い平行沈綜
包含厨 1/4 文。

517 
j夫褐色土

136 主主 (25.0) iこぶい貨燈色 不明 ナデ
日紋
腕部上総付近iこハケ目状の平行沈線文。

包含務 1/4 

灰褐色土
底部主主存

518 
包含Ii!i

136 宜llii (17.8) 続色 ケズリ・ナデ 不明 胸部1/2
~TI部1/2

519 
灰t}!，色土

136 緑台 (20.6) にぶいID.色 不明 ナデ
杯部

包含絹 1/8 

520 
氏個色土

136 緑台 位色 不明 ナデ
杯剖i
日縁部iこ貝殻復縁による条波文。

包含層 1/1 

521 
灰褐色土

136 器台 (19.8) iこぶい燈色 ケズリ→ナデ ナデ
脚部
鈎i郊に貝殻復縁による条痕文。

包含Ii!i 1/8 

522 
灰褐色土

136 主E 8.3 7.8 燈色 ナデ ナデ
器]f'iの

包含Jfii 2/3 

523 
氏個色土

136 底部l 3.3 iこぶい燈色 ナデ ナデ 底部完存
包含腐

524 
灰褐色土

136 庇i部 (5.0) にぶい1.1，燈色 不明 ノ、ケ→ナデ
底部

包含厨 1/3 

525 
灰褐色土

136 底部 7.0 灰m褐色 ナデ ナデ
底部

包含府 2/3 

526 
黒色土

137 j一，岳[[会L (16.0) にぶい黄燈色
/、ケ→

ハケ→ナデ
口縁

包会長雪 ナデ・ケズリ 1/呂

527 
熟色土

137 
須J.!1器

青灰色 タタキ→ナデ タタキ 1同部片
句会長雪 霊E

528 u号 138 ~ (14.6) iこぶい燈色 ナデ・ケズヲ ナデ 口縁
1/5 

52冒 lli!i 138 号車 (24.4) 燈色 ナデ ナデ
口緑
1/10 

530 II!ヨ 138 
須底部

(14.1) 灰白色 間転ナデ 悶転ナデ
口縁

局、遣を 1/6 

531 IX;可 138 
須1主器

(11. 2) 汚灰色 回転ナデ 間転ナデ
口縁

杯 1/4 

532 I籾 138 
陶器 (26.2) 日告赤尚色 ナデ→掠り目 ナデ

J，口部
I守口部分貼付

自古書主 のみ残

533 I厨 138 珂2 (3.7) 3.1 にぶい褐色 ナデ ナデ 完イ子

534 t立乱厨空宇 139 50 (15.0) lこぶい員一般色 ナデ ナデ
日縁
1/8 

535 撹乱脳等 139 (19.4) 黄粧色 ナデ・ケズリ ナデ
口総 内外ilii赤彩、口縁部に貝殻復縁による条
1/13 痕文。

536 撹乱照等 139 苦5 (15.0) 燈色 ナデ・ケズ日 ナデ
日紋
1/8 

537 撹乱層等 139 望台底部 4.6 にぶい樟色 ケズリ ナデ
底部
2/3 

538 撹乱殿等 139 17 号車 (16.0) ;こぶい策燈色 ナデ ナデ
口縁
1/8 

539 撹乱関等 139 58 型E (15.6) 駁色 ナデ ナデ
口総
1/5 
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出土遺物観察表

No. 遺機 周位 図
E司
器極

法怒:(cm)
色調

言関空産
残存率 備考

!仮 口径 1員ct圭 器溺 内 外

540 撹乱脳等 139 ~ (18.9) 浅1ft燈色 ハケ→ ノ、ケ→ナデ

杯日縁部33 | 1 | 
ナデ・ケズリ

541 撹乱厨等 139 政i杯 (8.5) iこぶい1!i:位色 不明 ノ、ケ→ナデ

542 撹乱隠等 139 同軒、 (16.6) 夜色 ハケ→ナデ ナデ
日縁

1/4 

543 撹乱厨等 139 
須革工務

(8.9) 資灰色 問中孟ナデ 回転ナデ
口縁
口縁部に波状文。E患 1/4 

544 撹乱腐等 139 底部 4.0 にぶい位色 ナデ ノ、ケ→ナデ 底部
5壱干子

545 持2乱厨等 139 無預蛮 (日.0) 位色
ノ、ケ→ナデ

ナデ→ミガキ
口縁

吋ケズリ 1/2 

金属製品

No. 
遺物事主主目

遺構.x司{立 凶 図版 長さ (cm)
t長
隠さ (cm)

ill抵
磁着度 メタノレ度 特徴

(名称) (cm) (g) 

Fl 飽
!斐穴住居1

9 64 (10.7) (2.7) (1. 7) 41. 4 2 鋳化(6) ほl王完形
最下総

F2 袋状鉄斧
竪穴住居 6

22 64 (3.7) (3.1) (1. 0) 28.0 4 L(・) 刃先・袋の府部欠損。
下腐

ド3 板状鉄斧
塁王穴{主震6

22 64 (7.3) (4.8) (0.8) 134.0 日 特L(す) 鍛造品。鎚跡あり。成形粗い。
下長幸

1'4 刀子
竪穴住居9

27 64 (5.5) (!.8) (1. 3) 8.0 2 銃化(6) 刃先欠航。
長支局下総

1'5 当L塁塁か鈍
竪穴住居9

27 (7.5) (1. 3) 6.6 2 銃化(ム) ';11室主または小型の錐。
上腐

1'6 刀子
竪穴住居10

30 64 (4. 1) (1. 5) (0.5) 11. 0 2 鋭化(6) 片まち。使い込み、研ぎ減りあり。
下限

1'7 刀子
竪穴住居間

62 64 (7.9) (1. 3) (0.5) 9.0 2 鋳化(ム) 片まち。基部・先端部ともに欠鎖。
下総

F8 護霊か錨
竪穴住居21

72 64 (6.7) (1. 6) (1. 2) 24.8 3 鋳化(ム)木質残存。|折筒形は台形を呈する。
上長雪

1'9 刀子
竪穴住股24

86 64 (5.7) (1. 2) (0.3) 6.1 3 鋭化(6)
刀子の刃部から茎にかけて。中央の欠甚H土打繋lこ

床面I底上 よるもの。切先欠鎖。

FI0 鉄毒装か鈍 竪穴住居27 98 64 (7.8) (!.5) (0.5) 13.0 2 銃化(ム)
まちなし。 基調1・先端欠損。両刃で反り返りあ
り。

Fll 刀子
堅主穴ftf，若27

98 64 (5.7) (1. 1) (0.6) 6.5 2 鋭化(ム)3抗告分。
②~③Kii 

1'12 鎌か鋭
竪穴住居28

100 64 (10.5) (2.4) (0.8) 24.6 I 銃化(6)主筆を鋸lこ、またはま告を鎌に転用か。
tlミ面UJ.上

ド13 車並 竪穴住謄29 102 (5.1) (4.3) (5.5) 21. 8 3 銃化(ム) やや身幅のある鎌の接部。刃先祖IJ欠損。

F14 鉄斧
竪穴住居32

105 (5.2) (3.9) (0.5) 42.8 2 鋭化(6) 定形斧の破片c 鍛造品。
②~@)叡

Cl 銭錠 I層 138 (2.5) (2.4) (0.1) 2 寛永i温室登

※1 鉄製品については、強力磁石 (TUJIlIA PUP-M) と特殊金胤探知機による鉄塊の抽出と、肉眼綴祭による考古学的な遺物の

分類を行った。資料の分類、ならびに観察表の作成には穴深義功氏にご指導賜った。

※2 磁着度i土鉄I宰分類別の「標準磁石」を用いて資料の反応を1~自の数字で表記したもので、数値が大きいほど磁器=度が強い。

※3 メタノレ度の基準感度は次のとおり。

ム.童書化がすすむ。 L(・)低感度でやや大きな金属鉄が残留する。

H(O)・最高感度でどく小さな金属鉄が残留する。 L(食)ー低感度でL以上の大きな金属鉄が残留する。

M(@):標準感度で一般的な大きさや金属鉄を有する。
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第4章古御堂笹尾山遺跡の調査

石製品

Nn 柿tijrj i立討を.I¥Hな l戸l ぼJI坂
法紋 cm)

材質 耐i考M-大長 最大幅 jJ大J~i~ if(さ (g)

SI 打製石2E
号~J'\H二 I;r; 1 

日 65 ([3.5) ([8.5) (2.5) 651 然崩Et~~\安 111左手 打製の大f¥'l布包丁か
JtH総

S2 採石器
竪穴住居2

13 65 ([0.8) (7.7) (2.8) 455 安1I1幻; flUlf話会両lこ敵打桜
JiU二1M

S3 際:{iil~
i授火u:JJi2

13 65 (11. 9) (10.6) (10.7) 750 安1I1浩 差是J}!'こ絞れ1良P5 

S4 院生以，9手 ~~世火上H級:H!}2 13 65 0'1. 7) (5.8) (3.7) 520 |対緑潟

S5 際石総 尽き穴lf-j芯 2 13 65 (10.8) (7.8) (5.0) 600 安山岩 lWJ係全面iこ紋n痕

S6 jíl~干f
際火fH苦2

13 63 (7.2) (5.0) (.1.9) 200 制11ト，'r/tlff.j主; 炎草H百江'6
②~③伊j

S7 長義1::Î~~ 際fI穴ミ磁{友波IK3i-3 15 41. 3 28.5 10.8 7100 安luTt 表而lこ隣同ri

S8 石主主
~lii火ftJ.if6

20 (2. 1) (1. 6) (0.4) 0.9 J!(~.$Eå~ú主 III.\'~
iヰミiliiu'j上

S9 際.:fi探
!経穴Hコ}~tlo

28 65 ([0.8) (7.2) (6.7) 725 安rlJJM 使級!l二および FMrdiこ由主打由民uミ耐性U:
S10 (Ji石 際穴住民10 28 65 (14.2) (6.4) (5.9) 655 v:flJ!H F!市;こ紋干I自民

Sll おま手
~~穴{上J*IO

28 47 (5.0) (6.5) (3.0) 45 RIl!モ; イ'ilN;干1録
長Fh'i

S12 紋石 際穴①住Eヨ総10 29 ([1. 3) (6.6) (5.8) 610 安I.L!!N 下織に似打痕

S13 f，1，石
II~穴 f1;一応 10

29 63 ([2.9) ([6.2) (5.7) 2270 *111ト，'(/tl品d!Af 表基4砥i而
①長j

SI'1 際石;fE
!怒 J'\ {l:I~Hl

33 65 (9.7) (7. 1) (1. 1) 500 安IlJ!H 民~Ü長1絞打fÚ
」二設i

S15 際:(.i ;r.~
理主穴住民;'ll

33 65 (14.9) (7.6) (5.4) 1000 安Il!i自 表flti.こ際ffid止打痕、 」二機・袋fuHこ絞n痕
lヰ，mwu二

S16 桜花器
際穴fl:f.iH2

35 65 (8.8) (7.8) (5.3) 480 安山岩 表裏撚[而
L草原ifl'U二

S17 礎石総 1'12 50 (8.6) (6.9) (4.0) 350 安山岩 炎盟主総i国;こ自主十JjLf

S18 磁石器 1'46 50 (12.3) (8.9) (9.0) 1410 'P11I!!:i 表iiii.こffffIii

S19 砥お
11~火口氏16

62 63 (t 1. 5) (7.7) (4.8) 510 :T:!iJ!G 表ffrîに ~fírj、J)I忌1 ・ J-:MfJf([j{こ I符 fiíî
iニWi

S20 石庄司1 I笠穴住居16 62 63 (4.4) (2.0) (2.0) 27.4 和I:f，'i.ftl品tl:ti a:'1司h:Jjli，)Iこ際切り滅、 一部線状痕あり

S21 礎石器: 疑穴住賠16 62 (t 1. 1) (5.4) (3. 1) 298 1;:111お 右flUJ百iHこ自主れ娘、 袋詰mこ!f~f!tí

S22 勾ヨ: 怒穴住:股18
65 50 (4.2) (1.6) (0.6) 10.2 蛇紋岩

見ミ凶i江上

S23 lit，イ1 ~火(1約22 79 63 (9.0) (3.5) (2. 1) 140 荊日紅L1EI"H~} 表ロミ封品J而:こ五庄町長

S24 砥石
緊火fllITf22

79 (3.7) (2.7) (2.0) 29 締結'Lftl対応 衣装端[而lこ~fftíI;R、?

S25 際石器t 理P主穴2住・上総限23 81 (9.8) (9.9) (4.7) 600 安山岩 王子技;こ庄HIti

S26 際石総
務穴住!d2'J

86 (14.4) (5.9) (4.2) 680 安1I1是} 米jJHこ!l'Hfii
床面位上

S27 隊司
堅芝プ

88 63 (7.3) (5.0) (3.9) 150 剥111i'i.花I品YA' 表i言HこliM!Îと i毛布lけ~，TI{IJ，こ線状痕

S28 機イ1総
り経穴討すm25

90 03.5) (11. 7) (10.0) 2170 安UJ~l~} 上下MtHこ殴打!ii.
五上下I¥'l

S29 E軽石;ぉ
思E穴uニld26

92 (10.3) (8.4) (1.9) 657 1i.・1I1お 表史的l'J浪、災前I被熱
持ミ雨戸u二

S30 礎石5t
!袈穴住民f27

95 (16.2) (12.6) (9.8) 2820 安11!!foi 表rrfi・2詰}fiij滋打浪
lu下jぽ

S31 li氏.{.; 日経穴守~-2í 96 63 (8.3) (6. 1) (3.5) 300 安!tLEf J毛 MH1品江ü(こ ~[(iì、端[íiì …郎線状痕

S32 五区千T
i笠穴(t!.音27

96 63 (9.8) (5.9) (1.8) .160 剥11校 11'.針~j;\~} 三毛(而:i品IluliLl;fiii
③h'i 

S33 n・::E米製品 !怒穴{以号27 97 65 (2.6) (1. 8) (2.0) 12.8 ヨ(f::E(問辺部) 様切りf持、 i在二IW][剖lこJJ;l礎的i残存。
F主主i

S34 低石
馬宣J'，f主!i!}27

97 63 (5. l) (.1. 3) (2.8) 50 剤自殺1EJMl殺 i<riiilこ砥ITij
②~③!i'ii 

S35 ほ石
~;i~火位ÓI汚27

97 (1.1. 6) ([3.0) (7.5) 1950 安山岩 表災地fiii!こ砥Wj
②~③五千

S36 砥1i
~穴fì居28

100 65 (12.5) (1. 9) (1. 5) 76.5 砂}~;- 」之江d注i化により灰白色を込する。
下総

S37 砥石 官三火FQ約:J;!}33 107 63 (5.0) (3.3) (1. 4) 50 先ffit'lLfEJkJ:et 表前1・2品ffiHこ総状痕

S38 際石器t
空手穴4 11.1 (18.2) (8.4) (6.0) 1363 1;:. ilJ 7<~i 上主i品に自主打痕
Wffriu:[七

S39 ほイ1
理主火 5

119 63 (9. 1) (3.5) (2.4) 75 制sRIEi詞お )JJ泊1・端i而;こ線、v;r良
①府

S40 砥石
疑穴 5

119 63 (6.5) (1.2) (1. 6) '17.6 荊"*カ花締結 lEfJ目泌:こJJj(ii;議論I主主イ了
①J¥'l 

S'II 隊司:î~?i
i在火 5

119 (12.0) (1.8) (4.6) 600 1i. !lr ;1~~ 表1JJ左官tr打lii舷l'J娘、右吉[Ij主iIi!l'5ilij
①長j

S42 生ヨ3， E主穴7 121 50 (3. l) (8.5) (1. 0) 9 水f~lll

S13 礎石器t 県色 Iニ包含附 137 65 (12.0) ([0.2) (3.8) 660 安!1J*J::-:- 表泊iに絞打痕・府rIri

S'14 ~1=F~米製zllz 持I乱問符 139 65 (2.5) (2.1) (1. 9) 12日 W::t;:(払i]i立f出) 炎治jJj江藤[(n残存、燃切り治あり
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第1節調査の経過と方法

第5章古御堂新林遺跡の調査

第 1節調査の経過と方法

古御堂新林遺跡は平成14年度に初めて確認された遺跡である O 工事用道路法面に露出した竪穴住居

によりその存在が確認され、弥生時代から古墳時代の集落遺構の存在が想定された。

調査は、 5月26日に開始し 8月29日に終了した。台地上の平坦面と南西側の斜面音防、らなる調査区

のうち、平坦聞の集落遺構を優先して調査し、次に斜面部の遺物包含層の調査をおこなった。その結

果、平姐部からは竪穴住居跡5棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑 1基のほか、道跡3本を調査した。住居

跡は、出土した土器などからみて弥生時代後期後葉から古墳時代前期の所産と考えられる O 斜面部で

は、上部でテラス状遺構を検出したほかは遺構は検出されなかった。斜面部に堆積する遺物包含層か

らは弥生時代後期後葉の土器が多量に出土した。包含層の調査は、コンターに直交し、かっ調査区を

横断するトレンチを設定し、このトレンチを境に北西側から A~E 区に区分した。遺物取り上げは地

区ごとにおこなった。包含層の黒色士、暗褐色土出土遺物は一括して取り上げた。(岡野)

第 2節調査地内の堆積

遺跡が立地する大山北麓域は北に向かい緩や

かに傾斜する火山裾野面であるが、これを大小

の河JIIが開削し幾筋もの谷とi隔の狭い台地を形

成している。遺跡の立地する台地は、南東から

北西方向にのびるもので、 11I日500m前後の平坦

面をもっO 遺跡は西側の台地の縁辺部に位置す

るO調査開始前には調査地周辺は植林地であり、

1:20 

50C!1 

基本層序

e---戸
I 

H 

田

ト---------
N 

V 

層位名 遺物 遺構

褐色ゴ:

11庁制色二上 弥生士:#~

Iml，褐色ゴ二: 2ユ逃lI'l;検m
!天Rl色:1:

IYJ亦尚色:1:.

~::土IWI官 fflfデータはA-:-\'ライン平JLU;-f;で実ìllIJ

平坦部には顕著な削平がみられた。台地縁辺部 図1 調査地基本層序回

から斜而上部には斜面をカットして道が形成されており最近まで使用されていた。調査地平坦面の基

本堆積は、南西側に位置する古御堂笹尾山遺跡に類似した堆積であり、 I層から V層に分かれる o 1 

層は調査地ほぼ全面に堆積する O 近現代の遺物を含むことから、植林の際の整地に伴う可能性が高いo

E 層~V層は平坦部のみに堆積するが、間平のため部分的に残存するのみである o II層はI層以前の

旧表土層かもしれない。皿層はAT層の可能性があるO 本遺跡、のE層は古御堂笹尾山遺跡のN層に、

N層はV層にそれぞれ相当する O 平坦部における遺構検出面は 1面であり E層またはN層の上面であ

るO トレンチで確認する限り、皿層以下には遺構・遺物ともに認められないため I層直下のE層ない

しN層上面で最終遺構面と判断した。 斜面部には、砂混じり褐色土の上層に黒色士、さらに遺物を包

含する暗褐色士、黒色土が堆積するが、いずれも流土と考えられる。(岡野)

第3節遺構の概要

調査区北東側の平坦部において竪穴住居跡5棟、掘立柱建物跡1棟、テラス 1基を検出した。弥生

時代後期後葉が1棟、終末期が1棟のほかは時期不明であるが、斜面部出土遺物や住居の平面形から

みて、弥生時代後期後葉から終末期の時間幅に収まる遺構とみられる O 竪穴住居 1・2・4・5はいず
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56.30m 
A 

53.00m 

51.00m 

52.00m 

竪穴住居2

⑬黒色土(硬くしまる、 3-5mm大の白色擦やや密に混)
⑬にぷい褐色土
⑫にぶい褐色土 (A音褐色土混)
⑬褐色土(砂混)
⑬隠灰褐色土(砂際混)
③E黒色土
窓際褐色土→道跡埋土
踏褐色土(際j昆)→道1埋土
③褐色土(砂混)→道l埋土
⑧H寄褐色土(砂混)→道l埋土
③階褐色土(砂混)→道l埋土
③H苦?島色土(褐色土I見、砂i昆)→道l埋土
③H音褐色土(砂j昆)→道l埋土
⑧にぶい褐色土(明褐色土・灰褐色土、炭混)→ピット埋土
③にぷい褐色土(明褐色土j見、灰褐色土多量混、炭混)→ピット埋土

54.30m 
C 

3-137-133 

43.00m 

図3 調査地土層断面図

第1節調査の経過と方法

①褐色土(I層)
②暗褐色土(1I層)
③明黄褐色土(Ill層)
④灰褐色土 (IV層)
⑤明赤褐色土 (V層)
⑥にぶい褐色土(砂混)
⑦にぷい褐灰色土(砂混)
③褐色土(砂混・際混)
⑨にぶい褐色土
⑬にぶい褐色土(暗褐色土混)
⑪にぷい褐色土
⑫黒色土→遺物包含層
⑬暗褐色土→遺物包含層

49.00m 
A' 

⑬暗褐色土(褐色土i昆)→遺物包含層

01:80  2m 

B' 

C' 
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第5章古御堂新林遺跡の調査

れも、埋土中および床面に炭化材や炭化物が検出されており、焼失住居の可能性をもっ。また、出土

遺物の大半は調査区南西側の斜面部から出土しており住居跡床面からの出土はわずかである。このこ

とから、住居放棄に際して土器などの生活品を斜面部に廃棄したことが考えられる。

台地平坦面および斜面下方から台地に向けてのびる道状遺構を 3本検出した。時期不明であるが、

道1は何度も再掘削がされており長期間にわたって使用されたものと考えられる。(岡野)

第4節 弥生時代後期から終末期の調査

竪穴住居跡には遺物が出土しておらず時期が限定できないものもあるが、住居平面形や斜面部包含

層から出土した土器などからみて、弥生時代後期後葉を中心とする時期の遺構と考えられるため、弥

生時代の調査の項で報告する。

竪穴住居， (図 5・6、図版67・68)

調査区北端で検出された。北西側を工事用仮設道に、南側を道跡により削平されており、住居全体

の約2/3を検出した。平面隅丸方形、または六角形を呈するものと考えられる。規模は、残存する東

西端の周壁溝底部で計測すると約6.6mで、ある。検出面から床面まで、は最大約40cm、床面の標高は約

1:4 10cm 

① 
@ 
Gl 

53.4mで、ある。床面に壁溝と並行する溝が検出されており建替えが想定

される。土層断面からみて外側の周壁溝が住居の最終段階に伴う。内側

の周壁溝を伴う住居を 1a、拡張後最終段階の住居を 1bとする。 1a 

の主柱はP13、Pll、P24、P9とみられる。これに伴う床溝は、炭化

物を含まない埋土や床面焼土との切り合いから判断して、 P1からP14 図5 竪穴住居1出土遺物

方向へのび、る 1本と、 P1から P20方向へのびる 1本が

想定される。

1 bの家屋は焼失したものと考えられる。 1bに伴う

主柱穴は、炭化物を含む埋土や配置から P7、P2、P4、

P6と考えられる。埋土に炭化物を含むP3、P8、P16 

なども 1bに伴うものであろう。住居中央付近に検出し

たP1は、長軸101m、短軸O.9m、底面までの深さ約45

cmを測る。床面ではP1から周壁溝にのびる床溝が検出

された。 P1周辺の床面には数カ所の焼土面が検出され

た。いずれも顕著に被熱し赤色に硬化していた。これら

焼土面の中央付近はやや暗い色調を呈しており低温で被

熱したものと考えられる。視認による限りであるが、周

辺で鉄片などは確認できなかった。床面中央付近は直上

に厚さ 5 胴~10皿程度の薄い炭化物の広がりが認められ

た。平面的に顕著な焼土の広がりを確認することは出来

なかったが、埋土最下層の④・⑤・⑥層に微細な炭化物・

焼土が多量に含まれる。材の形状をとどめる炭化材は検

出されなかった。

床面出土の遺物は、 P27北側で出土したガラス小玉
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PNo. 

P1 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

P7 

P8 

P9 

PlO 

Pll 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18 

P19 

P20 

P21 

P22 

P23 

P24 

P25 

P26 

P27 

表 1 竪穴住居 1ピット計測表

li菜き 底面の
土色・備考長径×短径 : (cm) 標高(m)

106 x 92 I 38 54.0 

25X 24 33 54.0 にぶい褐色土

18 x 14 15 54.2 暗褐色土(炭多量混)

46X32 I 41 54.0 

16X 13 I 36 54.0 にぶい褐色土

28x24 35 54.0 

32x28 49 53.9 

23x20 I 32 54.1 暗褐色土(炭混)

32x29 35 54.0 にぷい褐色土

35x26 33 54.0 にぶい褐色土

21 x20 I 13 54.2 にぶい褐色土

38x32 I 12 54.2 にぶい褐色砂質土

23x22 10 53.9 にぶい褐色土

28x21 36 54.0 にぷい褐色土

42x35 I 32 54.0 にぶい褐色土

25x 19 I 19 54.2 暗褐色土(炭多量混)

16x 15 14 54.2 暗褐色土(炭多量j昆)

32x28 21 54.2 H音褐色土(炭混)

26x 24 I 14 54.2 H音褐色土

20x 18 11 54.2 H音褐色土

16x 12 10 54.2 にぶい褐色土

22x20 I 15 54.2 暗褐色土(炭混)

34x 28 7 54.3 階褐色土(炭混)

28x24 29 54.1 H音褐色土(炭混)

23x 18 14 54.3 にぶい褐色土

16x 11 9 54.3 

25x 18 25 54.1 



第4節弥生時代後期から終末期の調査

B' 

P5 

/ 

55.l0m 
B B' 

C c' 

54.90m D' 

D 

〈

E
C
H
回
目

炭化物分布範毘

床面被熱範囲

1:60 2m 

(i)D音褐色土

②にぶい褐色土(明褐色土わずかに混、③~⑤層よりやや暗い)

③にぶい褐色土 (V層多量j昆、炭片やや多く混)

④にぶい褐色土 (V厨j見、炭・焼土i昆)
⑤にぶい褐色土(ややもろい、明赤褐色土浪、炭混)

0:暗褐色土 (V層多量混、炭片やや多く混)
⑦にぶい褐色土 (V層多量混、炭片やや多く混、③層よりやや暗い)

③暗褐色土(炭混)

⑨暗褐色土(明褐色土混)

⑬H音褐色土(明褐色土多量浪、炭混)

⑪暗褐色粘質土

⑫にぶい褐色土(暗褐色土多量混、炭I昆)

⑬にぷい褐色土(暗褐色土混、炭混)

⑬暗褐色土(炭・焼土多量混)

⑬暗褐色土(明褐色土多量混)

⑬にぷい褐色土(明褐色土混、炭j見)

⑫にぶい褐色土

⑬にぷい褐色粘質土(プロック状、暗褐色土浪、炭混)

⑬明褐色土粘質土(プロック状、暗褐色土j昆、炭混)

③にぶい褐色土

③にぶい褐色土(炭少量j昆)

②暗褐色土

図6 竪穴住居1
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図7 竪穴住居2出土遺物

(G 1)のみである。埋土中からは上層から底部 l

が出土したほかは、弥生土器とみられる小片のみ

であり図化できない。斜面部から出土した土器と

隅丸方形もしくは六角形を呈する平面形などから

みて、弥生時代後期後葉の遺構と想定される。

表2 竪穴住居2出土炭化材の樹種

竪穴住居 2 (図 7~9 、図版67 ・ 68)

調査区北端に位置する。平面形はややいぴつな

隅丸方形を呈する。住居床面は貼床を介して 2回

使用されている。貼床下の床面を伴う住居を 2a、

炭化材
No. 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

出土位置

床面直上

床面直上

床面直上

床面直上

床面直上

床面直上
最下層

埋土中

床面直上

形状・部位 樹種

丸太材 クスノキ科
板材 クリ

丸太材 クリ

丸太材 クスノキ手ヰ

丸太材 クリ

板材 スダジイ

丸太材 スダジイ
丸太材 スダジイ

丸太材 スダジイ

5 

貼床後の最終段階の住居を 2bとする。 2a は周壁溝および浅いピットを検出した。主柱は Pl~P

4である。貼床は厚さ 3~ 5 cmのややしまる明褐灰色土である。貼床土から底部7が出土した。 2b 

の規模は、周壁溝底部間で計測すると長軸4.8m、短軸4.5m、床面積は約16.5rriである。床面での標高

は約55.5mで、ある。検出面から床面までで、のi深菜さは住居南側で

本でで、あるが、 2 aの主柱穴を再使用している。

床面直上および埋土中から炭化材が出土しており焼失住居である。床面中央のP1は、長軸80cm、

短軸65cmを測り、埋土には焼土、炭化物を含む。 P1から P 2 方向に幅12~15cmの浅い床溝がのび、る。

床面および埋土中⑤層から炭化材が出土した。床面では、 P1北西側で集中して出土した。 P2-P

5の桁行き方向に直交するNo.5・9・3のほか、ほほ並行するNO.lがある。大半が丸太材であるが、

No.2・6は板材と思われる。 No.7は最下属出土である。⑤層出土のNo.4は丸太材とみられ、柱穴P

3 -P 4ライン上で出土した。樹種鑑定の結果、おもにスダジイやクリが使用されている。

埋土中には多量の焼土粒が含まれるが顕著な焼土面や焼土層としては確認できなかった。土層断面

では、焼土・炭化物を多量に包含する層は①・③・⑤・⑦層など住居の縁辺部の下層に厚く、住居の中央

部分では薄い堆積状況を示す。②層③層には焼土とともに炭化材の小片が散在する。注意されるのは、

⑤・⑫層の堆積状況である。⑫膚は微細な炭片を多量に混入する層であるが、床面から検出面まで⑤

層上面に沿って帯状に堆積する。⑤層も同様である。一般的に自然堆積は周辺部で薄く遺構の中心に

向かい弓なり状に厚くなる堆積状況を示すとされ、⑫・⑤層はいずれも自然に土砂が流入した結果と

しては不自然である。埋土中に焼土層が形成される要因のーっとして被熱した土屋根が崩壊した結果

とする見解がある。本遺構での判断は困難であるが、⑫・⑤層から下層の土砂が炎上家屋の崩壊とほ

ぼ同時に遺構内に流入したことは考えられる。
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①H音褐色土(炭混)
②にぶい褐色土(明褐色土やや多く j昆、

焼土やや多く 1昆)
③にぶい赤褐色土(もろい、炭化材・焼土多j昆)
④lこぶい褐色土(明褐色土i昆、炭混)
⑤H音褐色土(明褐色土i見、炭・焼土i昆)
⑥にぶい褐色土(明褐色土i!t、炭・焼土j昆)
(1褐色土(もろい、明褐色土i昆、焼土混)
⑧H音褐色土(炭化材・炭・焼土多量混)
⑨にぶい褐灰色土
⑬にぶい褐色土 (V層やや多く混、燐土i昆)
⑪にぶい褐色土(もろい、焼土混)

⑫にぶい褐色土(やや暗い、炭多量i昆)
⑬にぶい褐色土(しまる)

⑬にぷい褐色土(明褐色土混)
⑬にぷい褐色土(しまる、明褐色土j昆)

⑬iこぶい褐色土(しまる)
⑫にぷい褐色土

⑬暗褐色土(明褐色土多量混、炭・焼土多量j見)

⑬暗褐色土 (V厨プロック多量混、焼土多量混)
③暗灰褐色土(砂混、炭混)
②暗褐色土(ややもろい、明褐色土混)

窃暗褐色土 (V厨多量混)
③暗褐色土(もろい、炭混)

⑧日音褐色土(焼土混)
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①明褐灰色土(貼床、にぶい褐色土j昆)
②にぶい褐色土

③にぶい褐色土(かたくしまる、炭i昆)
④にぶい褐色土(かたくしまる、 V層、炭j昆)
⑤にぶい褐色土 (V層混)
⑤lこぶい褐色土(陪褐色土混)

貼床

l' 

L' 

1:60 2m 



第4節 弥生時代後期から終末期の調査

①暗褐色土(炭i昆)
②日音褐色土(明褐色土混、炭・

焼土混)
③にぶい褐色土(明褐色土混、

炭・焼土混)
④にぷい褐色土(炭多量混)
⑤にぶい褐色土(暗褐色土混)
@褐色土
⑦H音褐色土 (V層ブロック混、

焼土ブロック混)
③にぶい褐色土(明褐色土混、

炭多量混)

@ 

..---:-， 
M 

dYPミ
(Of パーにィ/

， 

⑨にぶい褐色土
⑮階褐色土(ややもろい、

V層ブロック混、炭混)
⑪階褐色土(明褐色土混)
⑫にぶい褐色土

〈

E
C出
回
目

55.50m 
B 

ぜ主E

場
移
、

一塁

C' 

E 

55.l0m 
E 

E号

E' 

P3 
床面直上カヤ出土状況

。 1:10Ocm

日 1:60 2m 

図10 竪穴住居4

床面からは聾 2・6が出土した。埋土中①層からは蓋 3、脚部 5が出土した。床面出土遺物から弥

生時代終末期の住居跡と考えられる。

竪穴住居3 (図 9、図版66)

調査区北端に位置する。竪穴住居2に切られる。竪穴住居2および道跡などによる撹乱により、周

壁や床面の一部のみを検出した。平面形は円形もしくは隅丸方形とみられる。床面での標高は約54.7

mである。 P12・P15は主柱と思われるが、住居の中央よりに位置することからみて 2本柱の住居か

もしれない。遺物は出土していない。

竪穴住居4(図10、図版67)

調査区北端に位置する。北西側を竪穴住居2に、南西側を道2に切られている。平面隅丸方形を呈
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図11 竪穴住居5

E
O
N
-目
的

〈

E
C内
川
市
一

①にぶい褐色土 (0昔褐色土混)
②にぶい褐色土(明褐色土混)
③にぶい褐色土(炭混)

602回

ノ
r 

c C' 
1:20 50cm 

S 一一-----l

覆土中(⑤層)炭化物出土状況

し、南東一北西方向の床面において4.5

m前後の規模が想定される。検出面から

床面までは最も残存する南東側壁面で約

28cmで、ある。床面での標高は約54.9mで、

ある。 P2~P5 の 4 本を主柱とする構

造とみられる。床面中央のP1は、検出

面では長軸約73cm、短軸約60cm、床面か

らのi栗さは約25cmを測る。 P1カミら P5 

にむけて床溝が検出された。 P3北東側

の床面に貼り付いた状態で少量の炭化し

たカヤが出土した。壁面にほぼ並行する

ものが多い。埋土中に多量の炭化物小片

を含むことから、焼失したものと考えら

れる。材の形状を残す炭化材は検出でき

なかった。焼土はおもに②層③層に混入するが細粒化しており平面的な広がりを確認できない。床面

から遺物は出土しなかった。覆土中から若干の土器小片が出土しているが図化できない。斜面部包含

層から出土した土器や隅丸方形を呈する平面形からみて、弥生時代後期後葉から古墳時代前期の遺構

とみられる。

竪穴住居5 (図11、図版68)

調査区東端で検出した。北東部分は調査範囲外のため全形の約 1/4程度を検出した。最終段階に

おける直径が4m前後の円形の住居跡と想定される。床面の標高は約55.4mで、ある。周壁溝が2本検

出されたことから建替えが推察される。土層断面から外側が新しい。内側の古い周溝に伴う住居を 5

a、最終段階の住居を 5bとする。 5bの周壁溝がP2埋土を切ることから、 P2は5aの壁面に袋
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①lこぶい褐色土(明褐色土.N層j見、炭混)
②にぶい褐色土(明褐色土j昆、 N層多量j見、炭混)
③にぶい褐色土 (V層多量j昆、炭混)
④にぶい褐色土(炭混)

⑤にぶい褐色土(明褐色土混)

P3 P4 

55.20m 

日 1:60 四

掘立柱建物 1図13

P 2の床面からの深さは約50crnで、あるO

南東側の埋土中⑤層直上には、炭化物が 1~ 3 crn程度の厚さで部分的に堆積する。埋土⑤層、⑦層

には炭化物、焼土が多量に混入することから、

状に掘り込まれたピットと推察される。

5 bは焼失したと考えられるO

床面から遺物は出土していない。埋土中から土器小片が1点出土したのみであるO 斜面部から出土

(岡野)した土器や円形の平面形から判断して弥生時代後期後葉の遺構と想定されるO

時期不明の遺構および包含層の調査第 5節

(図12、図版68)

斜面上部において、斜面を断面L字状にカットして床面を形成したテラスを検出した。床面には方
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古御堂新林遺跡の調査第5章

形に周壁溝が検出された。床面、遺構周囲ともにピットは検

出できなかった。床面および埋土中から遺物は出土していな

し、 O

(図13、図版68)

調査区北西端部において、桁行2間×梁行 l聞の掘立柱建

物跡を検出した。柱間距離は1.9m~2.5mで、あり一定しない

-

』

~/
/
4
3
 

掘立柱建物 1

が、深さなどからみて周辺のピットを排除できることから、

掘立柱建物跡と判断した。遺物は出土していない。

(図14、図版68)

斜面上端付近に位置する断面袋状を呈する土坑である。検

土坑 1

出面では長軸約O.9m、短軸約O.8m、検出面からの深さは最

大65cmで、ある。底部は平坦である。埋土は壁面の崩落土とみ

られる周囲の地山がブロック状に混入する。遺物は出土して

53.80m 

①2音褐色土(砂I昆褐色土混)
野島色土(砂混褐色土混) 遭 1
¥2)U首褐色土(砂混褐色土少量混Jo.且
@にぶい褐色土(砂i昆褐色土ブロック多量千昆、暗褐色土混)
③lこぶい褐色土(砂混褐色土・暗褐色土混)
⑥Z音褐色土(砂i昆褐色土小粒多量混)
⑦にぶい褐色土(シルト質)
③5音褐色砂質土(砂混褐色土粒少量混、炭混)

いない。

(図15、図版69)

調査区の西端、斜面下方から台地上に向けて掘削された溝

状の遺構である O 底面に硬化面がみられるため道跡と判断し

た。調査前には埋没しており機能していなかった。現在使用

されている農道にほぼ並行する O 北寄りでは竪穴住居 lを切土坑1図14

る。道4より新しいと考えられる。斜面を浅い皿状に掘削し緩やかな平坦部を歩行面としている O 道

の中央部には硬くしまった硬化面が帯状に検出された。土層断面からみて何度も埋没と再掘削が確認

できることから、ルートを北側に若干変えながら長期間にわたり使用されたものと考えられる。土層

断面の観察では、再掘削された底面それぞれにはうすく若干硬化した状態の砂層が認められた。埋土

中から須恵器の小片が1点、弥生土器とみられる土器片が数点出土したが図化できない。使用された

時期は不明である O

(図15、図版69)

台地縁辺部に沿って掘削された溝状の遺構である。最下層に砂層が堆積する埋土や道 lの存在など

からみて道跡と判断した。調査開始前には若干窪んでおり、その存在を想定できた。断面逆台形に掘

道2

削し底面を歩行面としている O 完掘状況で、の検出面の幅はO.7m~2.6m、歩行面の幅は約20~30cmで、

2回以上の再掘削が行われている

と考えられる。それぞれの底面付近にはラミナ状の薄い砂層が認められる。道 1・3との切り合い関

係は分からない。竪穴住居4周辺の埋土中から若干の弥生土器が出土したが混入であろう。その他の

ある。歩行面に顕著な硬化面は認められない。土層断面からみて、

遺物は皆無であり使用された時期を限定できない。

台地縁辺部に掘削された溝状遺構である O 道 2 に平行することからみて道跡と考えられる。幅60~

80cm前後、検出面からの深さ 15cm~20cmで、ある。埋土は暗褐色土であり部分的に砂層を含む。

(図15)

(図15)道3

道4

台地縁辺部から斜面部にかけて掘削された道跡と考えられる O 調査前にはわずかな窪みとして認識
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図20 包含層出土遺物 (5) 斜面部黒色土・暗褐色土出土遺物

議議J
))  93 

できた。再掘削された痕跡はみられない。埋土は他の道跡とは異なる黒褐色土である O 竪穴住居 1、

道跡1の上層を切る O 埋土中から遺物が出土していない。

包含層(図 3 ・ 16~20、図版69~73)

調査区南西側斜面部において遺物包含層を検出した。図 3の@層、⑫層、⑪層がこれにあたり、お

おむね標高54mから下方に堆積している O 斜面肩部に堆積する@層は、最大厚約22cmの黒色土で、ある。

弥生時代後期後葉の土器が少量出土した。⑫層、⑪麗は斜面下方に堆積し、平均20cm~30cm程度の厚

さをもっ黒色土・暗褐色土である O 弥生時代後期後葉およぴ終末期の土器のほか、縄文時代早期の押

型文土器が出土した。調査では⑫層、⑬層を区別して掘り下げることが困難であったため同時に掘り

下げを行った。出土土器の平面分布は、わずかに扇状を呈する斜面中央付近(土層断面B-B'付近)、

および竪穴住居 1 直下の標高50m~52m付近の密度が高い。土器の大半は破片であるが、同一個体の

一部がつぶれた状態で出土したものや、口縁部の 1/2以上が残存するものが10個体以上みられる。

斜面部上の台地に弥生時代後期後葉とみられる集落跡が存在することなどからみて、集落で使用した

土器を直下の斜面部に廃棄したものと考えられる O ⑬層直下の⑬層は硬くしまった黒色土であり、白

色の小離を多量に含む層である O トレンチ掘削を行ったが遺物は皆無であった。押平尾無遺跡の南側

斜面でも同棟の特徴をもっ無遺物層が確認されている o 岡野)
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出土遺物観察表

古御堂新林遺跡出土遺物観察表
土器"土製品 ( )は復元捻定伎を示す、→は器函調整の緩序を示す。

恥 遺構・腕 図版器種 i同ず市f詮若cm)!覇 色調 内調室藍 外 残存率 備考

I 竪穴住居1 ①j濁 5 …底部 5.2 ーにぶい褐色ナデ 底完存部

2 竪穴住居2 床面直上 7 1 -1 'A 1 (14. 4) 一 後色 ハケ・ナデ J → 口縁
ケズリ 1/2 

3 竪穴住居2 ①燭 7 ー 察 (16.8) ー 灰白色ハケ・ナデ ナデ・ケズリ 頚部 ー
1/4 

4 竪穴住居2 ①走塁 7 一 言語 (14.4) 浅黄燈色 ナデ ナデ・ケスリ 口縁 日縁部外面に貝殻復縁による
1/2 条痕文。

5 竪穴住居2 ②j濁 7 1 器台 (15.6) ー 浅黄燈色ナデ 受部口綾部外面にハケ状ヱ具によ
句、明 欠援る平行沈線文。

6 竪穴住居2 置を下溺 7 ー底部 (5.2) にぶい褐色ハケ ケズリ 底部 ー
1/5 

7 竪穴住居2 貼床 7 ー底部 (5.2) 黄径色ナァJ 不明 底部 ー
1/5 

8 黒色土・暗褐色土包含扇 16170 翌 12.2 ー ー にぶい黄綬色ナデ -→ 口縁 内外筒赤彩、口綾部外部にハ
ミガキ 2/3 ケ状工主主による平行沈線文。

9 黒色土・暗褐色土包含騒 161 72 至理 (12.8) ー にぶい策燈色、 J → ， 至高部 口縁部外面にハケ状ヱ具によ
ミガキ 1/4 る平行沈線文。

10 黒色土・暗褐色土包含層 16 一 号車 (13.8) ー にぶい黄燈色ナデ・ケズリ ハケ→ナテa 口縁 内外函赤彩、口綾部外面iこハ
1/10 ケ状工具による平行沈線文。

11 黒色土・暗褐色土包含j議 161 72 翌 (15.3) ー にぶい褐色ナデ・ケズリ ナデ 口縁 日綾部外面に艮殻復縁による
1/3 条痕文。

12 黒色土・暗褐色土包含溺 161 72 裂 (15.6) ー 浅黄燈色 ナァJ ・ケスaリ ナァJ 口1/絞3 口縁部外面に平行沈線文。

13 黒色土・暗褐色土包含層 161 72 翠 (16.6) ー ー にぶい褐色ナデ・ケズリナデ 口縁 日縁郊外衝に貝殻復縁による
1/6 条痕文。

ナデ吋 口縁部外面に員殻復縁による
14 黒色土・暗褐色土包含溺 16 一 変 (18.4) ー にぶい樫色、 ナァJ 口縁 条痕文、胴部上端に貝殻復縁

ミガキ 1/2 による連続料突文。

縁
口綾部外面に艮殻復縁による

15 黒色土・暗褐色士包含趨 16 ー 幾 (19.6) ー にぶい褐色ナデ・ケズリハケ→ナデ 口 条痕文、胸部上織に貝殻復縁
1/5 による連続料突文。

16 黒色土・暗褐色土包含層 16172 翌 (17.9) 一 一 にぶい褐色不明 不明 口1/縁4 日縁部外面に平行沈線文。

17 黒色土・暗褐色土包含厨 161 72 翌 (20.6) ー にぶい褐色ナデ・ケズリ ナデ 頚苦s 口縁部外面に4条の王手行沈線
l/4 文。

18 黒色土・暗褐色土包含履 16 一 号車 (20.7) にぶい控色 。 ナデ 口縁 ロ縁部外面に貝殻復縁による
ナデ・ケスリ 1/4 条痕文。

品 口縁部外面lこ員殻復縁による
19 黒色土・暗褐色土包含騒 161 72 翌 (12. 1) 1 - 1 - I Iこぶい褐色ナデ ナデ 日1/開3 波状文のち上下端部をナデ消

し。

20 黒色土・暗褐色土包含走塁 161 72 裂 (16.0)1 - 1 1 Iこぶい褐色 -" .._-" ハケ→ナデ 口縁 日綾部外函に貝殻復縁による
ナァ・ケスリ 1/3 波状文。

2 l 黒色土 暗褐色土包含
問 調 ハケ→ 日恒口縁部外面に員殻復縁による
摺 161 潤 (16.2) ー ー にぶい燈色 J スa ハケ→ナデ 郁条痕文、胴部上端に艮殻復縁

ナァケ 担 1/2 による波状文。

22 黒色土・暗褐色土包含濁 16 ー 務 (17.6)1 1 - 1 Iこぶい控色ナデ・ケズリ ナデ 口縁 日綾部外面に貝殻復縁による
1/5 条痕文。
品 口縁部外面に貝殻復縁による

23 黒色土・暗褐色土包含j覆 161 72 翌 (17.4) 燈色 ナデ・ケズリ ナデ 口脇条痕文、胴部上端に貝殻復縁
1/3 による連続腕突文。

24 黒色土・暗褐色土包含燭 161 70 頚 17.5 ー ーにぶい黄燈色ハケ→ナデ ナデ 口縁 日綾部外面に貝殻復縁による
完存条痕文。

25 黒色土・暗褐色土包含燭 161 窪 (18.9) ー にぶい褐色ナ、ヶデ→・ケズJ ナデ→ 口縁 日綾部外部lこ貝殻後農家による
→さガキ ミガキ 1/3 条痕文。

ミガキ・ケス 口縁部外面および胴部上端に
26 黒色土・暗褐色土包含扇 16 ー 蜜 (14.1) にぶい褐色担 ミ、ガキ 曲1J/ly2の波状文のち口縁部下端ナデ消

し。

27 黒色土・暗褐色土包含濁 161 70 護 13.2 1 - 1 - 1 Iこぶい褐色ナデ・ケズリ ナデ 口縁 日綾部外面に貝殻復縁による
発干宇 条痕文。

28 黒色土・暗褐色土包含扇 16 ー 幾 (16.5) 樫色 ナデ ナデ 口縁日縁部外面lこ員殺復縁による
1/4 条痕文。

29 黒色土・暗褐色土包含濁 16170 窪 (15.0) ー ー にぶい燈色不明 不明 口縁 日縁部外衝に員数復縁による
3/4 条痕文。

30 黒色土・暗褐色土包含履 16 ー 褒 (12.4)1 1 - 1¥こぶい黄燈色 J ゃ 不明 頭部 ロ縁部外沼lこ貝殻復縁による
ナァ・ケスリ 2/3 条痕文。

31 黒色土・暗褐色土包含走塁 161 70 受 (15.4) ー にぷい黄綬色 -" ， -" ハケ→ナデ 口縁 日縁部外函に累章受復縁による
ナァ・ケスリ 1/2 条痕文。

32 黒色土・暗褐色土包含層 16 ー 善悪 (15.2) にぷい燈色 -'" ， -'" ハケ→ナデ 口縁 内外部赤彩、口縁部外部に員
ナァ・ケスリ 1/3 殻復縁による条痕文。

33 黒色土・暗褐色土包含溺 16 一 王室 (17.6)1 - 1 - 1¥;:ザふい業主査色→ナデ、・ケズリ ナァJ 条口痕縁部文外、胴面部に員上端殻復lこ縁貝殻に控よ室縁る
ミガキ 1/2 による連続期j突文。

34 黒色土・暗褐色土包含腿 161nI 翠 (13.8) ー ー にぶい褐色ハ生→ー ナデ 口縁 日綾部外面に員殺復縁による。1'''1 ナ7 ・ケスリ 1/3 条痕文。

35 黒色土・暗褐色土包含j翠Jj子歪 14.4 ー にぶい黄燈色 ケズリ→ ナデ→ 口縁 日縁部外面lこ員殻復縁による
ナデ→ミガキミガキ 3/4 条痕文。

36 黒色土・暗褐色土包含感 盈 (16.6) 一 位色 ハケ→ナデ 口縁日縁部外函に貝殻復縁による
ナデ・ケズリ l/4 条痕文。

37 黒色土暗褐色土包含感 171叶 歪 (19.8) 一 位色 ナデケズリナデ 頚部 ロ縁部外面に艮殻復縁による
1/4 条痕文のち下線ナデ消し。
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No. 遺構.1議位 図 図 器種
重量(cm)

色調
務室霊

残存率
版 口径 底径 若妻r筒 F句 外

備考

38 黒色土・暗褐色土包含燭 171 73 査 (15.2) にぶい燈色 ノ、ケ→ナデ、 ハケ→ナデ
口縁 口縁部外面に貝殻復縁による
1/3 条痕文。

39 黒色土・暗褐色土包含扇 171 71 互士E (16.9) 援色 ナデ・ケズリ ナデ
頚部 口縁部外国に貝殻復縁による
完存 条痕文。

40 黒色土・暗褐色土包含扇 17 室 22.8 iこぶい索後
ハケ→

ノ、ケ→ナデ
口縁 口綾部外羽に貝殻復縁による

色ナデ・ケズリ 3/4 条痕文。

41 黒色土・暗褐色土包含燭 171 72 霊 (20.8) iこぶい糞燈
ハケ→

不明
口縁 口縁部外面に貝殻復縁による

色ナデ・ケズリ 1/2 条痕文。

42 黒色土・暗褐色土包含層 171 73 宜士E (10.0) 浅黄燈色
ノ、ケ→

ハケ→ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 1/3 

43 黒色土・暗褐色土包含溺 171 72 査 (13.7) lこぶい褐色
ノ¥ケ→

不明 口1/縁2 ナデ・ケズリ

44 黒色土.p音褐色土包含走塁 17 一 宜ーーE (17.2) lこぶい黄燈色
ケズリ→

ハケ→ナデ
口縁

ハケ・ミガキ 1/3 

45 黒色土・暗褐色土包含厨 171 71 宜士E 10.1 ーにぶい黄後色 ハケ→ナデ ナデ
口縁 月間部上端に良殻復縁による波
完存 状文。

46 黒色土・暗褐色土包含j翠 171 71 査 (14.2) lこぶい褐色 ナデ・ケズリ ナデ
口縁
1/2 

口縁部外国に貝殻後最重による
ケズリ→

47 黒色土・暗褐色土包含j轡 171 号車 (17.6) 浅黄澄色 ナデ
口縁 条痕文のち上下端部ナデ消

ミガキ 1/3 し、胴部上端lこ貝殻復縁によ
る条痕文のち遼統制突文。

48 黒色土・暗褐色土包含j習 171 70 ~ 16.5 浅黄燈色
ハケ→

ナデ
口縁

ナデ・ケズリ 完存

49 黒色土・暗褐色土包含屡 171 72 き霊 (10.6) - 11こぶい黄綬色
ハケ→

ハケ→ナデ
口縁 口章表部外回に貝殻復縁による

ナデ・ケズリ 1/2 条痕文。

50 黒色土・暗褐色土包含庖 171 72 主題 (14.8) 浅黄笹色 ノ、ケ→ナデ ノ、ケ→ナデ
口縁
1/8 

51 黒色土・暗褐色土包含層 171 - 裂 (12.6) lこぶい策燈色 ナデ・ケズリ 不明
口縁
1/2 

52 黒色土・暗褐色土包含駁 171 72 翠 (14.5) 淡黄櫨色 ナデ・ケズリ ハケ→ナデ
口縁
1/8 

53 黒色土・暗褐色土包含扇 17 号室 (17.2) ;こぶい策燈色 ナデ・ケズリ 不明
口縁
1/6 

54 黒色土・暗褐色土包含趨 17 号車 (22.9) にぶい褐色
ケズリ→

不明
口縁

ノ、ケ→ナデ 1/10 

55 黒色土・暗褐色土包含j窓 17 一 両士不 lこぶぃ黄燈色 ケズリ→ナデ へラナデ
僚部
完存

56 黒色土・暗褐色土包含厨 181 73 器台 (16.2) にぶい樫色 ナデ ミガキ
口縁
外面赤彩

1/5 

57 黒色土・暗褐色土包含j議 181 73 器台 (21. 8) にぶい黄綬色 ナデ ナデ
口縁 内外面赤彩、口縁部外面に貝
1/2 殺復縁による条痕文。

58 黒色土・暗褐色土包含j薗 181 - 器台 (21. 4) にぶい褐色 不明 ノ、ケ→ナデ
口縁 口綾部外商に貝殻復縁による
1/6 条痕文→棒状i手文。

59 黒色土・暗褐色土包含溺 18 70 高珂= 20.4 浅黄燈色 ナデ
ナデ→ 杯部

内外面赤彩
ミガキ 完存

60 黒色土.p音褐色土包含感 70 高杯 (21. 4) 控色 ケズリ・ナデ へラナデ
筒部 口綾部外部lこ貝殻復縁による
フ{ロ:(f子 条君主。

61 黒色土・暗褐色土包含扇 18 73 器台 (19.2) にぶい黄燈色
ミガキ・ケズ

ミガキ
器形の

リ 1/3 

62 黒色土・暗褐色土包含燭 18 70 両珂て 明褐色 ケズリ ナデ
胸部 口縁部外面に貝殻復縁による
完存 条主主文。

63 黒色土・暗褐色土包含厨 18 73 器台 (15.6) にぶい黄緩急 ハケ→ナデ
胸部 胸部外沼に貝殻復縁による条
1/3 痕文。

64 黒色土・暗褐色土包含溺 18 73 器台 (14.6) 燈色 ケズリ ノ、ケ→ナデ
脚部 脚郊外回iこ貝殻復縁による条
1/4 痕文。

65 黒色土・暗褐色土包含扇 18 前珂て (11. 6) 浅黄燈色 ケズリ・ナデ ナデ
胸部
口縁部外面lこ平行沈線文。

1/5 

66 黒色土・暗褐色土包含扇 18 73 器台 (19.5) ;こぶい黄燈色 ナデ ナデ
杯吾s 杯部外面iこ3亨1)の漁巻き状ス
1/6 タンプ文。

67 黒色土・暗褐色土包含扇 18 73 高士不 lこぶい黄燈色 ミガキ ミガキ
事下部
内外在百赤彩

1/5 

68 黒色土・暗褐色土包含走塁 18 70 器台 16.4 lこぶい黄燈色 ナデ ナデ・ミガキ
受部 口縁部外面に貝殻復縁による
3/4 条痕文、傷部lこ平行沈線文。

69 黒色土・暗褐色土包含濁 18 73 高郎 (12.0) iこぶい褐色 ケズリ・ナデ
ハケ→ 胸部
へラナデ 1/4 

70 黒色土・暗褐色土包含j醤 18 73 鉢 iこぶい策燈色 ナデ ナデ
至高部
1/8 

71 黒色土・暗褐色土包含層 18 脚部 にぶい策隆色 ケズジ ナデ
脚部
完存

72 黒色土・暗褐色土包含魁 18 脚部 13.1 浅黄怪色 ケズリ→ナデ ミガキ
脚部 胸部外聞に貝殻復縁による条
完存 痕文。

73 黒色土・H音褐色土包含層 181 71 査 (7.5) にぶい策後色 ナデ ナデ
口tlま 外部赤彩、月間部lこ呉殻復縁に
欠損 よる波状文。

74 黒色土・暗褐色土包含扇 18 蓋 (3.8) にぶい黄後色 ケズリ ナデ
つまみ部
完干子

75 黒色土・暗褐色土包含扇 18171 蓋 (4.3) lこぶい褐色 ケズリ→ナデ ナデ
つまみ部 つまみ部中央lこ内外面から焼
完存 成古寺穿孔。

76 黒色土・暗褐色土包含扇 18171 宣主 (6.2) (13.8) iこぶい黄撞色 ナデ ナデ
つまみ部 つまみ部に2カ所の焼成高官穿
デ己存 干し。

77 黒色土・暗褐色土包含j翠 18 71 至壁・把手 にぶい褐色 ナデ
把手部
71':存

78 黒色土・暗褐色土包含扇 18 71 褒・把手 にぶい褐色 ナデ
把手部 iタト献彩71':存

79 黒色土・暗褐色土包含扇 18 きl:i.把手 にぶい褐色 ケズヲ ナデ
把手部
護服部上端の外面に貼付。

完存
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Nu 送量構・厨位 図 図 器種
法主義(cm)

絞 口径 底径 署雲言寄

80 黒色土・暗褐色土包含厨 18 ー 注口土器

日l 黒色土・暗褐色土包含厨 18 Ml¥.把手

82 黒色土・暗褐色土包含燭 20 底部 5.5 

83 黒色土・暗褐色土包含層 20 底部 5.3 

84 黒色土・暗褐色土包含扇 20 底部 5.3 

85 黒色土・暗褐色土包含1翠 20 底部 5.0 

86 黒色土・暗褐色土包含層 20 底部 3.8 

87 黒色土・暗褐色土包含!習 20 底部 14.5 

88 黒色土・暗褐色土包含扇 20 71 底部 5.0 

89 黒色土・暗褐色土包含感 20 底部 (4.4) 

90 黒色土・暗褐色土包含厨 20 底部 9.0 

91 黒色土・暗褐色土包含履 20 底部 10.5 

92 黒色土・暗褐色土包含綴 20 70 き霊 4.4 

93 黒色土・暗褐色土包含厨 20 

94 黒色土・暗褐色土包含扇 20 

95 黒色土・暗褐色土包含感 20 

96 黒色土・暗褐色土包含j露 20 

石・ガラス製品

Nu 種別 遺構・扇イ立 図 図版
最大長

Sl 石鍛 黒色土・暗褐色土包含扇 19 2.2 

S2 凹石 黒色土・暗褐色土包含麹 19 71 7.5 

S3 砥石 黒色土・暗褐色土包含扇 19 13. 1 

S4 敵石 黒色土・暗褐色土包含層 19 11. 7 

S5 磨製石斧 黒色土・暗褐色土包含厨 19 71 14.3 

S6 E寵 黒色土・暗褐色土包含溺 19 27.2 

G1 小玉 竪穴住居1・床面直上 5 4.5阻

金属製品
一一一「ー遺物種類

厨位・層位
出強

不明鉄製品 黒色土・日音褐色土包含層

出土遺物観察表

色調
調整

残存率 備考
内 タ1ト

浅黄樫色 ナデ ナデ
注口部 注口部下半被熱し灰色lこ変色
完存 し燦付着。

浅黄鐙色 ナデ ナデ
把手部
完存

にぶい黄燈色 ナデ ナデ
底部
2/3 

にぶい褐色 ミガキ ナデ
底部
完存

lこぶい褐色 ケズリ ナデ
底部
2/3 

にぶい褐色 ケズリ→ナデ ノ、ケ→ナデ
底部
元%1中子

lこぶい褐色 ケズリ ノ、ヶ 底部
完存

iこぶい索後色 不明 ハケ
底部
元{イ←子

にぶい褐色 ナデ ノ、ケ 底部
完存

lこぶい黄燈色 ナデ ナデ
底部
1/2 

にぶい褐色 ケズリ ハケ吋ナデ
底部
完存

浅黄燈色 ナデ ハケ→ナデ
底部 底面lこ底部製作時の粘土核の
4/5 務総痕

浅黄櫨色 ケズリ ハケ→ナデ
月同部下
半

iこぶい黄緩急 ナデ 押型文 胴部片 t甲型文土器

iこぶい糞燈色 ナデ 押型文 胴部片 押型文土器

lこぶい黄燈色 ナデ 押型文 胴部片 押型文土器

にぶい黄燈色 ナデ 押型文 胴部片 押型文土器

法設 (cm)
材質 備考

最大橋 最大原 主主さ (g)

1.4 0.5 1.7 黒曜石 未製品

7.3 4.2 282 安山岩 表主義iこ露支打痕

4.6 3.6 215 砂ま立花筒岩 上面のみ砥菌

3.3 3.2 228 安山岩 底面lこ敵打痕、側面に磨痕。

6.6 4.5 708 安山岩

20.0 6.7 7120 安山岩 表箇被熱

4.0皿 2.5凹 ガラス 色調:コバノレトプノレー
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